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もっとも知られている大型のホ
タル。長岡では平野部を除いて広
く分布するが、６月下旬から７月
中旬に限って成虫は姿を現すこと
から、観察は容易ではない。
ホタル科は世界から２千を超え

る種類が知られるが、幼虫期に陸
水中で暮らす種は少なく、ヘイケ
ボタルと共にその代表的な存在で
ある。ヘイケボタルによく似るが
大型であること、前胸の黒い筋が
細いことで区別できる。
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な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見�

▲大島氏城址碑（芹川町）
碑の高さは約２ｍで、正面には「越後国
古志郡芹川村者蓋大島氏城址也…」と芹川
城の来歴が刻まれています。
裏面には、発起人ら38人の名前（重複あ
り）が記されています。

大
島
氏
城
址
碑

７５

大
島
氏
城
址
碑
は
、
芹
川
町
の

西
の
は
ず
れ
に
あ
る
芹
川
城
跡
に

あ
り
ま
す
。
明
治
四
十
三
年
（
一

九
一
〇
）
に
芹
川
村
の
有
志
が
建

立
し
た
も
の
で
す
。

明
治
時
代
の
雑
誌
で
伝
承
な
ど

を
ま
と
め
た
『
温
古
之
栞
』
に
は
、

芹
川
城
は
も
と
も
と
大
島
家
が

代
々
居
城
し
た
城
で
、
南
北
朝
内

乱
期
の
正
平
二
十
年
（
一
三
六
五
）

に
大
島
讃
岐
守
頼
興
が
南
朝
方
と

し
て
戦
い
、
北
朝
方
に
敗
れ
て
滅

亡
。
後
に
上
杉
家
家
臣
の
五
十
嵐

氏
が
城
主
と
な
り
ま
し
た
が
、
慶

長
三
年
（
一
五
九
八
）
に
上
杉
家

の
会
津
移
封
で
廃
城
と
な
っ
た
、

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

芹
川
城
は
、
土
地
改
良
前
の
地

籍
図
を
見
る
と
、
三
つ
の
郭
か
ら

な
る
大
規
模
な
城
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。『
温
古
之
栞
』
に
は

「
芹
川
の
古
城
跡
は
平
城
に
し
て

本
丸
、
外
郭
の
跡
今
み
な
畑
に
開

け
た
れ
ど
、
塘
壕
の
形
跡
は
幽
か

に
残
れ
り
」
と
書
か
れ
て
い
る
の

で
、
昭
和
の
土
地
改
良
や
ほ
場
整

備
で
堀
な
ど
の
遺
構
が
失
わ
れ
た

よ
う
で
す
。

中
世
の
芹
川
は
、
長
岡
市
中
心

部
に
広
が
る
摂
関
家
領
の
大
島
庄

に
含
ま
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。

東
山
と
西
山
を
望
め
る
芹
川
城

跡
に
立
っ
て
み
る
と
、
中
世
の
長

岡
に
お
い
て
蔵
王
堂
城
や
栖
吉
城

な
ど
だ
け
で
な
く
、
川
西
の
低
湿

地
の
一
帯
に
も
、
人
び
と
の
活
発

な
営
み
が
あ
っ
た
こ
と
が
実
感
で

き
ま
す
。

お
お
　
し
ま
　
　
し
　
じ
ょ
う

し

ひ

お
お
し
ま
さ
ぬ
き
の
か
み
よ
り
お
き

く
る
わ

お
ん
　
こ
　
の
し
お
り

ど
て
ほ
り

か
す

ごみの減量とリサイクルの目標�
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「450kg、10,500円」何の数字かわかりますか？

2002年「ごみ減量アクションプログラム」で循環型社会の実現へ



活力ある都市づくり

経
済
不
況
の
波
が
拡
大
す
る
中
で
、
平

成
十
四
年
度
予
算
で
は
、
緊
急
に
対
応
す

べ
き
景
気
・
雇
用
対
策
を
盛
り
込
み
ま
し

た
。
経
営
安
定
特
別
融
資
制
度
の
創
設
や

地
域
産
業
の
受
注
促
進
の
支
援
策
な
ど
の

ほ
か
、
合
計
二
百
十
六
人
の
臨
時
職
員
等

を
採
用
す
る
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

緊
急
対
策
の
一
方
で
、
長
期
的
視
点
に

立
っ
て
「
活
力
あ
る
都
市
づ
く
り
」
を
進

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
月
号
で
は
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

施
策
を
選
ん
で
説
明
し
ま
す
。

情
報
先
進
都
市
へ

「
e
―

ネ
ッ
ト
シ
テ
ィ
な
が
お
か

推
進
事
業
」

Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
東
北
電
力
グ
ル
ー
プ
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
活
用
し

て
、
市
役
所
、
市
内
の
小
中
学
校
、
公
民

館
な
ど
の
公
共
施
設
や
事
業
所
、
家
庭
を

結
ぶ
超
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整
備

し
、
テ
レ
ビ
会
議
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
情
報
先
進
都
市
を
め
ざ
し
ま
す
。

類
似
の
事
業
は
県
内
で
も
数
都
市
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
長
岡
市
の
特
徴
は
、

第
一
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
を
民
間
に

も
広
げ
る
こ
と
、
第
二
に
通
信
速
度
が
格

段
に
速
い
（
１
０
０
メ
ガ
ビ
ッ
ト
毎
秒
と

１
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
毎
秒
）
こ
と
、
第
三
に
高

速
で
世
界
に
開
か
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

あ
る
こ
と
で
す
。

ま
さ
に
情
報
先
進
都
市
と
し
て
、
全
国

に
発
信
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
で
も

花
火
を
楽
し
め
る
ま
ち
へ

「
ま
ち
な
か
花
火
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

市
民
セ
ン
タ
ー
の
五
階
に
バ
ー
チ
ャ
ル

リ
ア
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
花
火
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
を
開
設
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ス
で
作
成
し
た
花
火
を
立
体
映
像
と
音

で
再
現
す
る
も
の
で
、
自
分
だ
け
の
花
火

を
創
作
し
、
打
ち
上
げ
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
将
来
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
花
火
を
全
国

に
向
け
募
集
し
、
優
秀
作
品
を
こ
の
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
打
ち
上
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
片
貝
や
柏
崎
の
花
火
と
連
携
す

る
こ
と
も
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

歴
史
や
観
光
資
源
を

生
か
す
ま
ち
へ

観
光
な
ど
に
よ
る
活
性
化
に
向
け
て
、

条
件
を
整
備
す
る
た
め
、
次
の
施
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

一
　
史
跡
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
と

街
な
み
環
境
の
整
備

河
井
継
之
助
邸
跡
周
辺
か
ら
小
林
虎
三

郎
邸
跡
に
か
け
て
の
史
跡
整
備
と
街
な
み

環
境
整
備
に
つ
い
て
、
地
元
の
意
見
を
取

り
入
れ
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

二
　
信
濃
川
火
焔
街
道
連
携
協
議
会

信
濃
川
中
流
域
の
火
焔
型
土
器
文
化
圏

の
十
日
町
市
や
津
南
町
と
連
携
し
、
広
域

観
光
と
地
域
振
興
の
た
め
、
縄
文
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
ま
す
。

三
　
戊
辰
・
河
井
継
之
助
の
旅

会
津
若
松
市
や
只
見
町
を
訪
ね
る
旅
を

実
施
。
両
市
町
と
の
交
流
を
促
進
し
ま
す
。

四
　
花
火
ネ
ク
タ
イ
の

製
品
化

長
岡
観
光
・
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
に
助
成

し
て
、
長
岡
お
み
や
げ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
最
優
秀
作
品
の
花
火
柄
の
ネ

ク
タ
イ
を
製
品
化
し
販
売
し
ま
す
。

五
　
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
長
岡
歴
史
会
談
」
の
開
催

三
島
億
二
郎
と
北
海
道
開
拓
を
テ
ー
マ

に
関
係
自
治
体
首
長
、
研
究
者
に
よ
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
に

「
多
目
的
イ
ベ
ン
ト
広
場
」
を
開
設

市
民
セ
ン
タ
ー
地
下
一
階
に
市
民
企
画

の
催
し
物
が
で
き
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を

整
備
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

3 2

長
期
的
視
点
に
た
っ
た

長
岡
市
の
活
性
化

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！
平
成
14
年
度
予
算
②

平
成
十
四
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た
り
、
基
本
姿
勢
の
一
つ
と
し
た

「
活
力
」
の
あ
る
都
市
づ
く
り
に
つ
い
て
、
森
市
長
が
報
告
し
ま
す
。

▲「まちなか花火ミュージアム」完成予想図
花火を立体映像と音で、いつでも楽しむことができ

ます。
真上から見た花火など、現実には見ることができな
い花火を再現できます。

急速に拡大するブロードバンド時代にいち早く対応するため、長岡
市に適した超高速インターネットの基盤整備とそれを活用するコンテ
ンツ（配信する内容）の導入により、地方都市の不利を克服しつつ情
報先進都市をめざします。

□ネットワークの整備
ネットワークは、ＮＴＴ東日本、東北電力グループ、ケーブルテレ
ビが保有する光ファイバーを活用して整備します。
長岡市が整備するネットワークは、先進的なコンテンツを導入する
ために必要な最小限とし、民間事業者の整備状況に応じて段階的に拡
大します。

□コンテンツ
コンテンツの開発は次の５つを目標とします。
①産業の活性化②防災機能の向上③行政サービスの向上④福祉・保
健への活用⑤教育の充実

□青葉台地区をモデルに実証実験を実施
家庭に光ファイバーを接続し、高速大容量の通信の能力や利用の可
能性を確かめる実証実験に、東北電力グループ、ケーブルテレビと共
同で取り組みます。
平成14、15年度で３００世帯のモニター（実験参加世帯）を青葉台地
区で募集する予定です。

平成14年度

「ｅーネットシティながおか推進事業」取組方針

市民センター１階、地球広場の
「ベトナムウィーク」のようす（３月21日）
写真右は「１年ほど前にベトナムを訪ねました」という
小川久美子さん。懐かしそうに展示品に見入っていました。
４月から国際交流センター長（嘱託職員）に国際交流の
専門家を配置し、地球広場の活動の幅を広げます。

※ブロードバンド　動画や音楽など
大容量のデータを素早く伝送できる
通信回線のこと

花火ネクタイ
長岡まつりまでには、
発売します

ネットワークの全体イメージ

大学、高専 小・中学校 市役所 市民センター
信濃川工事事務所

教育センター

企　業 商　店 家　庭 医療機関 健康センター

インキュベート施設
（起業家を育成する施設）

長岡国道事務所

e-ネットシテイながおか

中央公民館
コミュニティセンター

ここがポイント！平成１４年度予算②

※
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㈱
ス
ペ
ー
ス

ネ
オ
ト
ピ
ア
に
つ
い
て

㈱
ス
ペ
ー
ス
ネ
オ
ト
ピ
ア
へ
の

出
資
は
、
西
部
丘
陵
地
区
の
有
効

活
用
を
図
る
た
め
に
、
株
主
と
し

て
㈱
ス
ペ
ー
ス
ネ
オ
ト
ピ
ア
に
対

し
、
出
資
す
る
べ
き
だ
と
判
断
し

た
も
の
で
あ
り
、
長
岡
市
議
会
の

議
決
を
経
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

長
岡
市
と
し
て
は
、
出
資
の
趣

旨
か
ら
、
㈱
ス
ペ
ー
ス
ネ
オ
ト
ピ

ア
の
存
続
を
働
き
か
け
て
い
る
も

の
で
す
。
今
後
、
仮
に
㈱
ス
ペ
ー

ス
ネ
オ
ト
ピ
ア
の
経
営
が
行
き
詰

ま
る
こ
と
に
な
る
と
す
れ
ば
、
大

変
残
念
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
場
合
で
も
、
西
部
丘
陵
地
区

の
有
効
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
全

力
を
尽
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

市
は
、
今
後
も
佐
藤
工
業
㈱
の

会
社
更
生
法
申
請
の
影
響
を
最
小

限
に
食
い
止
め
、
約
束
ど
お
り
に

未
寄
付
地（
九
・
七
ha
）が
寄
付
さ

れ
る
よ
う
、
ま
た
、
㈱
ス
ペ
ー
ス

ネ
オ
ト
ピ
ア
が
存
続
す
る
よ
う
要

望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

林
信
明
弁
護
士
と
会
談
し
ま
し
た
。

会
談
で
森
市
長
は
、

●

佐
藤
工
業
㈱
か
ら
長
岡
市
へ
の

土
地
の
寄
付
を
完
全
に
履
行
し

て
ほ
し
い
。

●

㈱
ス
ペ
ー
ス
ネ
オ
ト
ピ
ア
の
所

有
す
る
土
地
は
極
め
て
重
要
な

土
地
で
あ
る
た
め
、
将
来
に
渡

っ
て
有
効
に
活
用
し
長
岡
の
発

展
に
役
立
て
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
市
民
の
税
　

金
で
出
資
し
た
㈱
ス
ペ
ー
ス
ネ
　

オ
ト
ピ
ア
の
存
続
を
お
願
い
し
　

た
い
。

●

長
岡
市
民
二
十
万
人
の
こ
と
を

考
え
て
対
応
し
て
ほ
し
い
。

▲保全管理人代理との会談を終えて記者会見する森市長
（３月18日市役所で）

平成14年３月15日
佐藤工業株式会社
保全管理人　梶谷　剛様

長岡市長　森　民夫

佐藤工業株式会社の更正法適用申請に伴う要望について

佐藤工業株式会社の会社更生法適用申請に伴い、同社が筆
頭株主で、新潟県や長岡市が出資している第三セクター1ス
ペースネオトピアへの影響が懸念されるところであります。
株式会社スペースネオトピア及び佐藤工業株式会社の所有
する土地は、長岡市のまちづくりにとって大変重要な土地で
あると認識しておりますので、次の事項について特段の配慮
をお願い申し上げます。

記
１　平成８年11月25日付け「覚書」に基づき、佐藤工業株式
会社から長岡市への土地寄付を完了していただきたい。

２　株式会社スペースネオトピアの所有する土地は、立地的
にも都市政策的にも極めて重要な土地であるため、土地利
用基本構想に基づく地区計画により、将来的にも有効に活
用し長岡市の発展に役立てていこうと考えております。
また、市民の税金で出資した株式会社スペースネオトピ

アの存続について最大限の配慮をお願いしたい。

佐
藤
工
業
㈱
が
、
三
月
三
日
に

会
社
更
生
法
の
適
用
を
申
請
し
ま

し
た
。

佐
藤
工
業
㈱
は
、
現
在
、
西
部

丘
陵
地
区
で
土
地
分
譲
を
展
開
中

の
第
三
セ
ク
タ
ー
㈱
ス
ペ
ー
ス
ネ

オ
ト
ピ
ア
の
筆
頭
株
主
で
、
事
実

上
同
社
に
事
業
資
金
を
供
給
し
て

い
る
会
社
で
も
あ
り
ま
す
。

現
在
、
会
社
更
生
法
の
適
用
申

請
に
基
づ
き
、
保
全
管
理
人
に
よ

っ
て
事
業
や
資
産
に
つ
い
て
調
査

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

助
役
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る

特
別
対
策
チ
ー
ム
を
設
置

長
岡
市
は
、
佐
藤
工
業
㈱
の
会

社
更
生
法
適
用
申
請
が
、
長
岡
市

に
与
え
る
影
響
を
把
握
し
的
確
に

対
応
す
る
た
め
に
、
三
月
五
日
、

二
澤
助
役
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
特

別
対
策
チ
ー
ム
を
設
置
。
問
題
点

な
ど
の
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

保
全
管
理
人
へ

森
市
長
が
要
望

三
月
十
五
日
に
は
、
森
市
長
自

ら
が
長
岡
市
の
立
場
を
説
明
し
、

会
社
再
建
計
画
に
反
映
し
て
も
ら

う
た
め
、
佐
藤
工
業
㈱
東
京
本
社

に
赴
き
、
保
全
管
理
人
代
理
の
小

と
訴
え
、
左
記
の
要
望
書
を
手
渡

し
ま
し
た
。

保
全
管
理
人
代
理
か
ら
は
、

「
こ
の
事
業
は
、
地
方
公
共
団
体

を
巻
き
込
ん
だ
公
共
性
の
高
い
事

業
で
あ
り
、
長
岡
市
に
対
し
て
、

企
業
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
取

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
持
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
状
況
は
厳
し
い
と
い

う
こ
と
も
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
長
岡
市
や

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
の
返
答
が
あ
り
ま
し
た
。

第三セクター㈱スペースネオトピア会社概要
・事業内容　土地分譲および

土地分譲に伴う付随業務
・資本金　　40億円
・株主および出資金（出資割合）

佐藤工業㈱ １８億５,０００万円（46.3％）
新潟県　 ２億２,５００万円（ 5.6％）
長岡市　 ２億２,５００万円（ 5.6％）
民間企業33社 １７億円　　　　（42.5％）

市は土地寄付の履行と西部丘陵地区の
有効活用のため最大の努力を続けます

佐藤工業（株）が会社更正法の適用を申請

も
と
も
と
㈱
ス
ペ
ー
ス
ネ
オ
ト

ピ
ア
は
、
平
成
三
年
に
佐
藤
工
業

㈱
の
宇
宙
博
物
館
構
想
を
実
現
す

る
た
め
に
佐
藤
工
業
㈱
と
新
潟
県
、

長
岡
市
お
よ
び
民
間
企
業
三
十
三

社
が
共
同
で
設
立
し
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊

し
、
佐
藤
工
業
㈱
は
、
事
業
主
体

の
㈱
ス
ペ
ー
ス
ネ
オ
ト
ピ
ア
に
対

す
る
支
援
打
ち
切
り
を
決
定
。
㈱

ス
ペ
ー
ス
ネ
オ
ト
ピ
ア
は
、
平
成

八
年
十
一
月
に
、
宇
宙
テ
ー
マ
パ

ー
ク
事
業
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
な

平
成
８
年
11
月
に
交
わ
し
た

土
地
譲
渡
に
関
す
る
覚
書
と
は

く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
際
、
佐
藤
工
業
㈱
は
事
業

断
念
の
社
会
的
責
任
を
と
る
た
め
、

土
地
を
所
有
し
て
い
た
㈱
ス
ペ
ー

ス
ネ
オ
ト
ピ
ア
か
ら
約
十
七
ha（
売

買
価
格
約
五
十
二
億
円
）
の
土
地

を
取
得
し
、
平
成
十
一
年
か
ら
十

七
年
ま
で
の
七
カ
年
で
長
岡
市
に

寄
付
す
る
こ
と
を
覚
書
で
約
束
し

ま
し
た
。

現
在
ま
で
に
三
回
の
寄
付
が
履

行
さ
れ
、
約
七
・
三
ha
が
長
岡
市

の
所
有
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成元年２月　・佐藤工業㈱が宇宙博物館構想を発表
（1988年）
２年４月　・建設地を長岡市のニュータウンに決定

９月　・新潟県、長岡市は補正予算で第三セ
クターへの出資金を計上し、議会承
認を得る

３年３月　・第三セクター㈱スペースネオトピア
設立

８年11月　・宇宙テーマパーク事業断念
・㈱スペースネオトピアの事業内容を
土地分譲に変更
・佐藤工業㈱は長岡市への土地寄付を
決定

10年３月　・「西部丘陵地区土地利用計画（基本
構想）」を策定
～土地分譲活動を展開～

14年３月　・佐藤工業㈱が会社更生法適用を申請

テーマパーク事業断念後、立地的にも都市政策的にも良好な用
地である西部丘陵地を、地域振興に寄与するため、次の４つのゾ
ーンに分けて企業誘致などを進めていく計画です。
現在、この計画に基づき土地分譲活動を実施しています。
①地域産業ふれあいゾーン（第１ゾーン）

地域企業の振興を図るため、ゾーン全体を地元企業で構成し、
業種にとらわれずに、ふれあいやにぎわいを創出する。
②アミューズメント・学習ゾーン（第２ゾーン）

レクリエーション機能および観光施設やその受入施設を整備
し、隣接する県立歴史博物館と一体となったアミューズメント
パークを整備する。
③文化・エンターテイメントゾーン（第３ゾーン）

さまざまな人々が交流し合えるまちを目指して、都市の文化
を享受しながら豊かな時間と空間を生み出す文化・商業施設の
集積を図り、にぎわいと豊かさを感じさせる都市空間の整備を
目指す。
④ビジネスゾーン（第４ゾーン）

ここでは、各種研究所、事務所等長岡オフィス・アルカディ
アでの導入業種による企業集積地区の形成を目指す。

西部丘陵地区土地利用計画 西部丘陵地区にかかるこれまでの経過国道8号�

県立歴史博物館�

長岡カントリークラブ�

南側用地�

国営越後丘陵公園�

長岡ニュータウン�

新産業センター�

第1ゾーン�

第2ゾーン�

第3ゾーン�

第1ゾーン�

第2ゾーン�

佐藤工業㈱から長岡市へ�
の寄付地�

寄付履行済み　約7.3ha�
�
未寄付地　　　約9.7ha�
�(Ｈ14.3現在)

第4ゾーン�第4ゾーン�



表１　導入施設の提案�

ライフスタイル対応型住宅�

高齢者福祉サービス施設�

公園と多目的（夢）広場�

複合交通施設�

長岡市消防本部（移転）�

防災（情報）センター�

子育て支援施設�

飲食・サービス施設�

高齢者や若者ファミリー層向けの街なか集合住宅�

導　　入　　施　　設� 内　　　　　　　　　　　容�

国・県等の合同庁舎�

いきいきとした高齢社会の実現に備えた、高齢者福祉に必要な各種の生活福祉サービス施設�

幅広い年齢層が利用できる防災対応型の地区公園�
将来の土地利用に備えて当面はイベント等の開催が可能な暫定的な空間�

市内バスの交通状況を考慮し、特にＪＲ長岡駅との連絡や観光バスの待機場として活用�

この地区に移転し建て替えることで、機能や規模の拡張に対応�

災害時には復旧活動の「実務センター」となる施設、平常時は防災に関する知識や情報を
学べる体験型学習施設�

子どもの遊び場や母親同士の交流の場などの子育てを支援する生活福祉サービス施設�

地区内の施設を利用する人や来街者を対象としたサービス施設。各種の生活福祉サービス
と一体的に導入�

市内に点在する国・県等の各施設のうち、建物更新時期にあるものを集約�
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ま
た
、
そ
の
配
置
は
、
施
設
相

互
の
連
携
や
空
間
の
ま
と
ま
り
、

周
辺
地
域
と
の
関
係
な
ど
を
考
慮

し
な
が
ら
計
画
さ
れ
て
い
ま
す（
図

１
）。

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
聴
か
せ
く
だ
さ
い

委
員
会
で
は
、
市
に
最
終
的
な

利
用
計
画
の
答
申
を
行
う
前
に
、

計
画
案
を
公
表
し
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

四
月
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、

計
画
案
を
市
役
所
一
階
の
市
民
情

報
ラ
ウ
ン
ジ
と
な
が
お
か
市
民
セ

ン
タ
ー
一
階
に
備
え
ま
す
の
で
、

ご
覧
に
な
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お

答
え
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
長
岡
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w
w
w
.cit

y.nagaoka.niigata.jp

に
も
掲
載

し
ま
す
。

委
員
会
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
も
と
に
さ
ら

に
検
討
を
加
え
、
六
月
ま
で
に
最

終
案
を
ま
と
め
ま
す
。

ぜ
ひ
、
計
画
案
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
整
備

課
1
39
・
２
２
２
６
へ
ど
う
ぞ
。

「
操
車
場
跡
地
の
活
用
に
当
た

っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
土
地
取
得

の
経
緯
と
現
在
の
市
の
財
政
状
況

を
考
え
る
と
、
現
在
の
計
画
を
見

直
し
て
、
よ
り
現
実
的
な
解
決
策

と
理
想
的
な
提
案
を
盛
り
込
ん
だ

土
地
利
用
計
画
に
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
」

森
市
長
か
ら
こ
の
よ
う
な
諮
問

を
受
け
て
策
定
委
員
会
は
、
こ
れ

ま
で
五
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、

長
岡
市
と
長
岡
地
域
の
さ
ら
な
る

発
展
に
寄
与
し
、
現
在
の
経
済
情

勢
下
で
も
実
現
が
可
能
な
利
用
方

策
の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

将
来
の
夢
を
残
し
な
が
ら

現
実
的
な
計
画
を

計
画
案
は
、
主
に
次
の
よ
う
な

視
点
か
ら
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

①
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
都

市
機
能
の
導
入
の
場
づ
く
り

操
車
場
跡
地
は
、
長
岡
市
、
さ

ら
に
は
長
岡
地
域
の
中
心
部
で
あ

る
と
い
う
広
域
的
な
視
野
に
立
ち
、

少
子
・
高
齢
化
、
都
市
の
防
災
と

い
っ
た
社
会
的
な
課
題
に
対
応
し

て
、
都
市
生
活
を
支
援
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
機
能
を
取
り
入
れ
る
。

②
街
な
か
の
都
市
空
間
に
快
適
性

と
賑
わ
い
を
創
出
す
る

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
寄
与

し
な
が
ら
、
街
な
か
の
広
域
交
流

を
促
進
し
、
市
民
生
活
の
豊
か
さ

が
実
感
で
き
る
よ
う
な
場
づ
く
り

を
進
め
る
。

③
段
階
的
な
開
発
整
備
と
着
実
な

土
地
利
用

現
在
の
社
会
経
済
情
勢
下
で
は
、

一
度
に
す
べ
て
の
土
地
を
活
用
す

る
よ
う
な
開
発
と
は
な
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
現
時
点
で
求
め
ら
れ
る

利
用
方
策
に
対
応
し
な
が
ら
、
将

来
の
需
要
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き

る
余
地
を
残
し
た
開
発
を
段
階
的

に
進
め
る
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
公
園

防
災
機
能
の
施
設
を
導
入

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
委
員

会
で
は
、
「
長
岡
地
域
の
快
適
な

都
市
生
活
を
支
援
す
る
広
域
拠
点

の
整
備
」
を
開
発
目
標
に
設
定
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
防
災
、
都
市
の

環
境
形
成
、
生
活
福
祉
サ
ー
ビ
ス

と
い
っ
た
機
能
を
導
入
す
る
こ
と

を
提
案
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
九
つ
の
施
設
を
整
備
す
る
こ

と
を
計
画
案
に
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
（
表
１
）。

土
地
利
用
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

長
岡
操
車
場
地
区
の

ＪＲ長岡駅の南約１kmに位置する長岡操車場地区
長岡地域土地開発公社が市に代わって、平成８・９年度に国鉄
清算事業団から約９．７haの土地を買い入れた。中心市街地に残さ
れた唯一の大規模な空地として、その立地条件を生かした有効な
土地利用が求められている（写真は平成11年７月25日撮影）。

▲

長
岡
操
車
場
地
区
の
新
た
な
利
用
計
画
を
つ
く
る
た
め
、
長
岡
市
は
、
昨
年
七

月
に
土
地
利
用
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
そ
の
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、
こ
の
計
画
案

に
つ
い
て
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
意
見
を
お
聴
き
し
な
が
ら
、
六
月
ま
で
に
最
終

案
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

既
成
市
街
地
�

国
・
県
等
の
�

合
同
庁
舎
�

N

J
R
鉄
道
用
地�

上
越
新
幹
線
�

公
園
（
防
災
対
応
型
）
�

J
R
貨
物
荷
捌
用
地�

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
�

対
応
型
住
宅
�

高
齢
者
福
祉
�

サ
ー
ビ
ス
施
設
�

至長岡駅�

長岡市立�
南中学校�

子
育
て
支
援
施
設
�

�飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
施
設
�

長岡地域土地開発�
公社用地�

長
岡
市
�

消
防
本
部
�

防
災（
情
報
）
�

セ
ン
タ
ー
�

複
合
交
通
施
設
�

多
目
的
（
夢
）
広
場
�

（
防
災
対
応
型
）
�

0 200m15010050

図１　土地利用の計画案

表1 導入施設の提案

各計画施設の位置は、今後具体化に向けて配置変更す
る場合があります。
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長
岡
市
は
、
四
月
か
ら
の
ペ
イ

オ
フ
解
禁
に
対
応
し
、
ペ
イ
オ
フ

の
対
象
と
な
る
市
の
預
金
や
基
金

な
ど
の
公
金
の
保
護
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

元
本
の
確
保
を
最
優
先
に

公
金
を
管
理
し
ま
す

ペ
イ
オ
フ
の
対
象
と
な
る
長
岡

市
の
公
金
預
金
額
は
三
月
十
五
日

現
在
で
、
制
度
融
資
の
預
託
金
が

七
十
五
億
三
千
四
百
万
円
、
各
種

基
金
等
が
八
億
二
千
六
百
万
円
で
、

総
額
は
八
十
三
億
六
千
万
円
で
し

た
。保

護
対
策
で
は
、
こ
の
預
金
が

市
民
全
体
の
財
産
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
預
金
額
に
損
失
が
生
じ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
元
本
の
確
保

を
最
優
先
に
管
理
し
、
そ
の
上
で

可
能
な
限
り
有
利
な
運
用
を
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
対
策
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
制
度
融
資
の
預
託
金
は
普
通
預

金
に
移
し
て
管
理

制
度
融
資
の
預
託
金
は
、
中
小

企
業
者
な
ど
へ
の
融
資
の
貸
付
原

資
と
し
て
、
市
が
金
融
機
関
に
預

金
し
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
定
期
預
金
に
し
て

い
ま
し
た
が
、
定
期
預
金
は
ペ
イ

オ
フ
の
対
象
と
な
る
た
め
、
平
成

十
五
年
三
月
ま
で
全
額
保
護
さ
れ

る
普
通
預
金
に
置
き
換
え
ま
し
た
。

十
五
年
度
以
降
は
、
新
た
な
預

託
方
式
を
検
討
し
ま
す
。

②
各
種
の
基
金
や
現
金
は
多
面
的

に
運
用

市
が
特
定
の
目
的
の
た
め
に
積

み
立
て
て
い
る
基
金
や
納
入
さ
れ

る
市
税
や
使
用
料
と
い
っ
た
歳
入

歳
出
現
金
な
ど
は
、
定
期
預
金
、

普
通
預
金
の
ほ
か
、
元
本
償
還
と

利
息
の
支
払
い
が
確
実
な
国
債
な

ど
の
債
券
で
多
面
的
に
管
理
・
運

用
し
ま
す
。

③
預
金
と
借
入
金
の
相
殺
も
検
討

一
つ
の
金
融
機
関
内
で
の
預
金

（
定
期
預
金
・
普
通
預
金
）
と
借

入
金
（
市
債
・
一
時
借
入
金
）
の

相
殺
が
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し

ま
す
。

公
金
管
理
検
討
委
員
会
を

設
置
し
ま
す

市
で
は
、
安
全
な
金
融
機
関
の

選
択
基
準
や
公
金
の
安
全
か
つ
有

利
な
運
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
検

討
す
る
た
め
、
金
融
情
勢
に
詳
し

い
学
識
経
験
者
な
ど
か
ら
な
る
、

公
金
管
理
検
討
委
員
会
を
設
置
し

ま
す
。

ち
び
っ
こ
広
場
で

乳
幼
児
一
時
預
か
り

「
中
心
市
街
地
で
買
い
物
し
た

い
」「
市
民
セ
ン
タ
ー
で
会
議
が
あ

る
」
と
い
っ
た
と
き
な
ど
に
、
一

時
的
に
児
童
を
お
預
か
り
す
る
サ

ー
ビ
ス
で
す
。
場
所
は
、
な
が
お

か
市
民
セ
ン
タ
ー
四
階
の
ち
び
っ

こ
広
場
で
、
専
任
の
保
育
士
が
お

世
話
し
ま
す
。

預
け
ら
れ
る
時
間
は
最
長
三
時

間
で
、
児
童
は
ち
び
っ
こ
広
場
の

遊
具
や
絵
本
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
で

き
る
ほ
か
、
休
憩
や
お
昼
寝
に
使

う
保
育
室
を
用
意
し
ま
す
。

四
月
十
五
日
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を

始
め
ま
す
（
利
用
方
法
は
、
左
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

乳
幼
児
健
康
支
援
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
（
病
後
児
保
育
）
も
新

た
に
開
始

児
童
が
病
気
や
け
が
な
ど
の
回

復
期
で
安
静
が
必
要
な
た
め
、
保

育
園
等
に
通
え
な
い
場
合
で
、
保

護
者
が
勤
務
な
ど
の
都
合
に
よ
り

家
庭
で
育
児
を
で
き
な
い
と
き
に
、

児
童
を
預
か
り
、
看
護
師
等
が
保

育
し
ま
す
。

四
月
か
ら
、
な
が
お
か
生
協
診

療
所
（
前
田
一
）
で
サ
ー
ビ
ス
を

始
め
、
十
月
か
ら
は
東
部
ど
ん
ぐ

り
保
育
園
（
四
郎
丸
二
）
で
も
実

施
し
ま
す
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
２
カ
所
増
設

十
四
年
度
も
特
別
保
育
事
業
を

拡
充
し
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
私
立
の
前
川
保
育
園
と
摂

田
屋
保
育
園
の
二
カ
所
に
増
設
し

て
計
十
七
カ
所
で
運
営
す
る
ほ
か
、

休
日
保
育
は
希
望
が
丘
保
育
園
に

加
え
、
新
た
に
摂
田
屋
保
育
園
で

も
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
延
長
保
育
は
五
カ
所
、

一
時
保
育
は
三
カ
所
、
乳
児
保
育

は
四
カ
所
の
保
育
園
を
そ
れ
ぞ
れ

追
加
し
て
実
施
し
ま
す
。

七
月
に
は
、
育
児
の
援
助
を
受

け
た
い
人
に
預
か
っ
て
く
れ
る
人

を
紹
介
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
を
な
が
お
か
市

民
セ
ン
タ
ー
の
ち
び
っ
こ
広
場
に

開
設
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
児
童
福
祉
課
1
39

・
２
２
１
９
へ
ど
う
ぞ
。

４
月
か
ら
市
内
の
公
立
認
可
保
育
所
と

私
立
認
可
保
育
所
の
名
称
が
、「
保
育
所
」

か
ら
「
保
育
園
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
策
を
充
実
し
ま
す

ち
び
っ
こ
広
場
の
乳
幼
児
一
時
預
か
り
事
業
な
ど

▲中野琉人くん・瑞希ちゃんとお母
さんの祐子さん

▲河野凪紗ちゃんとお母さんの久恵さん（３月16日・ながおか市民センターのちびっこ広場で）

長
岡
市
の
子
育
て
支
援
策
は
、
十
四
年
度
か
ら
さ
ら
に
充
実
し
ま
す
。

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
ち
び
っ
こ
広
場
で
乳
幼
児
の
一
時
預
か
り
を
始
め
る
ほ
か
、

乳
幼
児
健
康
支
援
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
病
後
児
保
育
）
も
新
た
に
二
カ
所
で
実
施
し
ま
す
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
休
日
保
育
・
延
長
保
育
な
ど
の
特
別
保
育
を
拡
充
し
、

よ
り
子
育
て
が
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

中心市街地での買い物や市民センターでの手続き、
会議などの際に、一時的に児童を預けたいときにご
利用ください。

利用開始日＝４月15日b

場　　所＝ながおか市民センターちびっこ広場
対象児童＝生後６カ月～就学前の乳幼児
受入時間＝最長３時間まで
利用時間＝月～土曜日…午前９時30分～午後７時

日曜・祝日…午前９時30分～午後６時
（４月１日から、ちびっこ広場の開放
時間を上記の時間に変更しました）

利 用 料＝児童１人当たり１時間３００円
申し込み＝利用日の前日までに、希望する日時と児

童の人数、年齢をながおか市民センター
ちびっこ広場1３９・２７７５へ

児童の健康状態により、お預かりできない場合が
あります。

「一時預かりのサービスは、
子育て中のお母さんにとっ
ては、とても便利ですよね。
また、地域子育て支援セ

ンターは、子どもは楽しん
で遊べるし、お母さんの気
分転換にもなります。これ
からこうした施設をもっと
増やしてほしいですね」（中
野祐子さん）

ちびっこ広場の乳幼児一時預かり

ちびっこ広場で子育て中のお母さんに聞きました

▲高橋彪馬くんとお母さんの紀子さ
ん

「ちびっこ広場なら場所が
広くて子どもも楽しめるの
で、みなさんが気軽に、安
心して一時預かりのサービ
スを利用できるのではない
でしょうか。
こうしたサービスや地域

子育て支援センターのこと
などの子育てに関する情報
をどんどん提供してほしい
です」（高橋紀子さん）

ご利用ください

ペ
イ
オ
フ

金
融
機
関
の
経
営
が
破
綻
し

た
場
合
、
元
本
一
千
万
円
ま
で

と
そ
の
利
息
を
預
金
者
に
払
い

戻
す
制
度
。
そ
れ
を
超
え
る
部

分
の
預
金
は
、
破
綻
し
た
金
融

機
関
の
財
産
に
応
じ
て
支
払
わ

れ
る
た
め
、
払
い
戻
し
が
保
証

さ
れ
な
い
。
市
の
公
金
預
金
も

そ
の
対
象
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
凍
結
さ
れ
て
き
た

ペ
イ
オ
フ
が
、
４
月
か
ら
解
禁

さ
れ
た
。

長
岡
市
の
ペ
イ
オ
フ
対
策

公
金
を
安
全
に
管
理
・
運
用
し
ま
す



11 10

市政ニュース�NAGAOKA

三
月
十
八
日
、
長
岡
市
は
「
災

害
時
に
お
け
る
要
援
護
者
の
緊
急

受
入
れ
に
関
す
る
協
定
」
を
市
内

の
六
つ
の
社
会
福
祉
法
人
と
二
つ

の
医
療
法
人
と
締
結
し
ま
し
た
。

目
的
は
高
齢
者
や
障
害
者
の

迅
速
な
安
全
の
確
保

こ
の
協
定
は
、
災
害
発
生
時
に

日
頃
か
ら
介
護
を
必
要
と
し
、
避

難
所
で
の
生
活
が
困
難
な
寝
た
き

り
の
高
齢
者
や
身
体
に
障
害
の
あ

る
人
を
、
市
か
ら
の
要
請
を
受
け

た
八
つ
の
法
人
が
持
つ
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
や
身
体
障
害
者
療

護
施
設
等
二
十
六
の
施
設
に
受
け

入
れ
て
も
ら
い
、
す
み
や
か
に
安

全
を
確
保
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

◇
　
　
　
　
◇
　
　
　

市
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
高

岡
市
や
会
津
若
松
市
と
の
災
害
時

相
互
応
援
協
定
の
ほ
か
、
食
料
品

や
医
薬
品
の
供
給
に
関
す
る
協
定
、

生
活
用
品
の
確
保
に
関
す
る
協
定
、

緊
急
放
送
に
関
す
る
協
定
な
ど
、

十
六
件
の
災
害
発
生
時
の
支
援
協

定
を
他
の
自
治
体
や
団
体
、
企
業

と
締
結
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備

え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
防
災
課
1
39
・
２

２
０
６

耳
飾
り
、
狩
猟
に
使
わ
れ
た
石
鏃
、

石
槍
、
ま
つ
り
に
用
い
ら
れ
た
石

棒
や
、
装
飾
品
の
玉
類
な
ど
、
い

ず
れ
も
馬
高
遺
跡
を
特
徴
づ
け
る

も
の
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
ら
は
縄

文
文
化
を
代
表
す
る
貴
重
な
出
土

品
で
あ
る
と
い
う
評
価
を
受
け
、

今
回
の
追
加
指
定
に
な
り
ま
し
た
。

国
立
博
物
館
で
展
示
し

全
国
の
人
に
披
露

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
火

焔
土
器
や
大
形
土
偶
、
土
製
耳
飾

り
な
ど
（
上
写
真
参
照
）
は
、
四

月
二
十
日
か
ら
五
月
六
日
ま
で
東

京
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
る

「
重
要
文
化
財
新
指
定
展
」
で
全

国
の
み
な
さ
ん
に
紹
介
さ
れ
る
予

定
で
す
。

凱
旋(

が
い
せ
ん)

公
開
は
６
月

馬
高
遺
跡
出
土
品
は
、
六
月
か

ら
科
学
博
物
館
（
柳
原
町
）
で
展

示
し
ま
す
。
重
文
の
指
定
を
受
け

た
縄
文
時
代
の
遺
物
の
数
々
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
科
学
博
物
館
1
32

・
０
５
４
６

三
月
二
十
二
日
、
長
岡
市
が
所

有
す
る
馬
高
遺
跡
出
土
品
二
百
九

十
九
点
が
、
国
の
文
化
審
議
会
で

新
た
に
重
要
文
化
財
に
指
定
す
る

よ
う
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二

年
に
指
定
を
受
け
た
火
焔
土
器（
正

式
名
称
「
深
鉢
形
土
器
」）に
続
く
、

馬
高
遺
跡
か
ら
の
指
定
と
な
り
ま

す
。

ミ
ス
馬
高
や
耳
飾
り
な
ど
は

縄
文
文
化
を
代
表
す
る
と
評
価

馬
高
遺
跡
（
関
原
町
一
）
は
、

火
焔
土
器
の
発
祥
の
地
で
あ
り
、

昭
和
五
十
四
年
、
隣
接
す
る
三
十

稲
場
遺
跡
と
合
わ
せ
て
国
の
史
跡

に
指
定
さ
れ
、
縄
文
時
代
中
期（
約

五
千
〜
四
千
年
前
）
の
大
規
模
な

集
落
と
し
て
有
名
で
す
。

今
回
指
定
さ
れ
た
出
土
品
は
、

火
焔
土
器
と
同
じ
様
式
の
火
焔
型

王
冠
型
土
器
の
ほ
か
、
そ
の
造
形

の
美
し
さ
か
ら
通
称
「
ミ
ス
馬
高
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
土
偶
や
、
土
製

火
焔
土
器
に
続
き
「
ミ
ス
馬
高
」
な
ど
も
重
文
に

昭和10年代
・関原町の近藤勘治郎、篤三郎さん　
が馬高遺跡で発掘を行い、｢火焔土
器」（昭和11年の大晦日に篤三郎さ
んが発見）を含む多数の遺物を収集

昭和26年
・科学博物館開館にあわせて、火焔
土器以外の出土品を近藤家が長岡　
市に寄付

平成2年
・火焔土器が国重要文化財に指定
平成11、12年
・教育委員会が馬高遺跡の発掘調査
を実施し多数の遺物を収集

平成13年
・火焔土器を近藤篤史さんが長岡市
に寄付

平成14年3月22日
・馬高遺跡出土品300点が重文｢新潟
県馬高遺跡出土品｣に指定（答申）

馬高遺跡出土品の歴史

馬
高
遺
跡
出
土
品
が

国
の
重
要
文
化
財
に
追
加
指
定

も
し
も
の
時
に
備
え
て

災
害
時
緊
急
受
入
れ
協
定
を
締
結

寝
た
き
り
の
高
齢
者
や
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
の
安
全
を
確
保

▲土製耳飾り

▲王冠型土器（高さ31.0cm）

▲大形土偶（通称｢ミス馬高｣）
（高さ18.0cm）

▲火焔型土器（高さ32.5cm）

▲火焔土器（高さ30.0cm）

(平成２年に重要文化財に指定)

馬高遺跡出土品

重要文化財「火焔土器」（下）と、

今回追加された主な出土品

▲協定に調印する長岡福祉協会常務理事・田宮宗英さ

んと森市長（3月18日･市役所大会議室で）

今回協定を締結した法人（順不同）

社会福祉法人　長岡福祉協会�
社会福祉法人　長岡老人福祉協会�
社会福祉法人　長岡東山福祉会�
社会福祉法人　長岡福寿会�
社会福祉法人　長岡三古老人福祉会�
社会福祉法人　信濃川令終会�
医療法人　　　至誠会�
医療法人　　　立川メディカルセンター�

ぞ
く

  　緊急受入れ�
（原則30日以内）�

  避難所での生活が困難な人�
（常時介護を必要とする人）�

特別養護老人ホーム�
身体障害者療護施設等�

緊急事態の発生�

　要援護者の受入れ要請�
（物資・人員は市が用意）�

長岡市�災害時における要援護者の
緊急受入れに関する協定�

①

②
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の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て

い
る
団
体
で
、
地
域
の
花
い
っ
ぱ

い
運
動
の
推
進
に
貢
献
し
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
市
で
は
つ
ど
い
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
市
政
だ
よ
り
三
月
号
の
二
十
一

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
公
園
緑
地

課
1
39
・
２
２
３
０
へ
ど
う
ぞ
。

桂
小
学
校
は
、
心
の
教
育
の
一

環
と
し
て
全
校
で
四
季
を
通
し
て

花
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
や
、
祖
父
母
と
一
緒
に
花
壇
づ

く
り
を
す
る
な
ど
、
地
域
と
一
体

と
な
っ
た
緑
化
活
動
を
行
っ
て
い

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、「
花
を
楽
し
む
会
」
は
、

国
営
越
後
丘
陵
公
園
の
市
民
花
壇

や
地
区
の
公
園
な
ど
で
花
づ
く
り

桂
小
学
校
と
「
花
を
楽
し
む
会
」

が
、
四
月
二
十
七
日
に
国
営
越
後

丘
陵
公
園
で
開
催
さ
れ
る
全
国「
み

ど
り
の
愛
護
」
の
つ
ど
い
で
、「
み

ど
り
の
愛
護
」
功
労
者
国
土
交
通

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
す
。

表
彰
は
、
地
域
の
緑
化
や
公
園

緑
地
の
保
全
・
美
化
な
ど
の
活
動

に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
団
体
に

対
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

桂小学校6 年・馬場春那さん
「大臣賞というすばらしい賞を
もらえると聞き、うれしい気持
ちでいっぱいです。みんなで協
力して育てた花がきれいに咲く
と、とてもうれしいです。これ
からも心を込めて花を育ててい
きたいと思います」

桂小学校6 年・佐藤佑真くん
「桂小学校では、みんなで楽しく花の世話をしています。
大臣賞をもらえることになり、頑張って花を育ててきて
よかったと思いました。今年も一生懸命花を育て、花が
いっぱいのすてきな学校にしたいです」

花を楽しむ会会長・小林節子さ
ん
「私たちの会では、それぞれが
花を楽しみながら、自分の家の
庭や町内の公園といった身近な
ところから花づくりに取り組ん
でいます。
また、花いっぱいフェアでは、
花を使った小物作り教室なども
行っています。

このたびの受賞は、そうした地道な活動が実を結んだ
のだと思います。この活動をきっかけに花づくりの輪、
人の和が広がり、長岡が花いっぱいの潤いのあるまちに
なればいいですね」

受賞おめでとうございます！ 国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
す

全
国
「
み
ど
り
の
愛
護
」
の
つ
ど
い
長
岡
大
会
で
市
内
２
団
体
が

る
紙
使
用
量
の
削
減
、
庁
舎
施
設

の
空
調
や
照
明
・
Ｏ
Ａ
機
器
の
節

電
の
ほ
か
、
廃
棄
物
の
減
量
と
資

源
化
や
、
低
公
害
車
の
導
入
、
ノ

ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
の
増
加
な
ど
、

合
計
四
十
四
の
取
り
組
み
を
実
施

し
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
と
環
境

負
荷
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
の

総
排
出
量
を
５
％
削
減

ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
、
電

気
・
水
・
自
動
車
の
走
行
距
離
な

ど
、
十
一
の
項
目
に
具
体
的
な
数

値
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
（
上
表

参
照
）。

長
岡
市
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
通
し
て
、
平
成
十
八
年
度
ま

で
に
、
市
が
排
出
す
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
総
排
出
量
を
十
一
年
度
に

比
べ
五
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
環
境
政
策
課
1
24

・
０
５
２
８

の
事
務
・
事
業
行
動
に
加
え
、
市

有
施
設
の
管
理
方
法
や
、
公
共
工

事
の
施
工
方
法
な
ど
、
市
の
活
動

す
べ
て
を
対
象
に
し
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
。

44
の
取
り
組
み
で
温
暖
化
を
防
止

計
画
で
は
、
環
境
に
配
慮
し
た

物
品
（
い
わ
ゆ
る
エ
コ
製
品
）
の

購
入
、
コ
ピ
ー
枚
数
の
節
約
に
よ

長
岡
市
は
、
地
球
温
暖
化
を
防

止
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
た
「
環
境
保
全
の
た
め
の
市

役
所
行
動
計
画
」
を
改
訂
し
、
四

月
か
ら
「
長
岡
市
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
」
と
し
て
、
新
た
な

取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

市
が
行
う
活
動
全
て
が
対
象
に

新
し
い
計
画
は
、
職
員
の
日
常

市
が
排
出
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

五
％
削
減
に
取
り
組
み
ま
す

長
岡
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策
定

秘
書
広
報
課
（
新
設
）

秘
書
課
と
広
報
広
聴
課
広
報
係

を
統
合
し
、
組
織
を
簡
素
化
し
ま

し
た
。

市
民
の
声
情
報
室
（
移
管
）

市
長
へ
の
手
紙
や
普
段
着
ト
ー

ク
、
対
話
集
会
な
ど
の
広
聴
活
動

を
通
じ
て
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の
み

な
さ
ん
の
声
を
、
市
の
組
織
や
事

業
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
市
民
の
声
情
報
室
（
な
ん

で
も
窓
口
）
を
広
報
広
聴
課
か
ら

行
政
管
理
課
に
移
管
し
ま
し
た
。

市
町
村
合
併
推
進
室
（
新
設
）

市
町
村
合
併
関
連
事
務
の
強
化

を
図
る
た
め
、
企
画
課
に
設
置
し

ま
し
た
。

情
報
政
策
課
（
新
設
）

電
子
市
役
所
の
構
築
、
地
域
情

報
化
の
推
進
等
を
図
る
た
め
、
情

報
政
策
部
門
を
一
元
化
し
ま
し
た
。

長
岡
市
は
四
月
一
日
か
ら
、
行
政
組
織
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。

市
町
村
合
併
や
情
報
政
策
の
推
進
と
い
っ
た
新
た
な
政
策
課
題
に
的
確

に
対
応
す
る
た
め
、
課
の
統
合
や
分
割
を
実
施
し
、
よ
り
ス
リ
ム
で
効
率

的
な
組
織
に
再
編
し
ま
し
た
。
主
な
変
更
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
情
報
シ
ス
テ
ム
課

は
廃
止
し
ま
し
た
。

生
涯
学
習
課
（
新
設
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
新
設
）

学
校
週
五
日
制
に
伴
う
児
童
館

業
務
等
の
拡
大
へ
の
対
応
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
の
推
進
、
二

順
目
国
体
推
進
体
制
の
強
化
を
図

る
た
め
、
生
涯
学
習
・
体
育
課
を

二
つ
の
課
に
分
け
ま
し
た
。

福
祉
相
談
課
障
害
活
動
係
・

障
害
支
援
係
（
と
も
に
新
設
）

障
害
福
祉
施
策
が
平
成
十
五
年

度
か
ら
契
約
制
度
へ
移
行
す
る
の

に
伴
い
、
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、

障
害
福
祉
係
を
二
つ
の
係
に
分
け

ま
し
た
。

建
築
住
宅
課
住
宅
政
策
係
・

住
宅
管
理
係
（
と
も
に
新
設
）

住
宅
政
策
の
推
進
体
制
を
強
化

す
る
た
め
、
住
宅
係
を
二
つ
の
係

に
分
け
ま
し
た
。

市
役
所
の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た

「
基
本
的
に
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
水
準
を
低
下
さ
せ
な
い
方
向

で
検
討
を
進
め
る
」
と
の
首
長

合
意
を
踏
ま
え
、
長
岡
地
域
市

町
村
合
併
研
究
会
で
は
、
八
市

町
村
の
行
政
制
度
の
比
較
検
討

に
着
手
し
ま
し
た
。

行
財
政
デ
ー
タ
を
比
較

市
町
村
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

水
準
や
使
用
料
・
負
担
金
等
の

住
民
負
担
の
水
準
は
そ
れ
ぞ
れ

異
な
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
す
り
合
わ
せ
、
調

整
す
る
に
は
膨
大
な
行
財
政
デ

ー
タ
の
比
較
が
必
要
で
す
。

そ
の
デ
ー
タ
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
特
性
や
人
々
の
暮

ら
し
ぶ
り
が
う
か
が
え
ま
す
。

例
え
ば
、
除
雪
・
消
雪
対
策
や

廃
止
路
線
代
替
バ
ス
の
運
行
な

ど
は
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
切

実
な
ニ
ー
ズ
で
す
。
こ
れ
ら
の

事
業
に
は
合
併
後
も
地
域
性
を

尊
重
し
た
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
設

定
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
小
規
模
自
治
体
ほ
ど

手
厚
い
と
い
う
地
方
交
付
税
制

度
の
恩
恵
に
よ
り
、
特
定
分
野

で
比
較
的
高
い
サ
ー
ビ
ス
水
準

を
達
成
し
て
き
た
市
町
村
も
あ

り
ま
す
。

一
方
、
地
方
財
政
制
度
全
体

の
見
直
し
が
進
む
な
か
で
、
交

付
税
に
依
存
し
た
サ
ー
ビ
ス
水

準
の
維
持
は
、
次
第
に
困
難
に

な
る
と
の
見
通
し
が
あ
り
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
よ
る
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
や
事
務
処
理
の
効

率
化
等
に
よ
っ
て
、
将
来
に
わ

た
る
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
向

上
に
努
め
る
こ
と
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
「
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
向
上
」
は
、
市
民
生
活
に
直

結
す
る
行
政
制
度
を
調
整
す
る

際
の
基
本
で
す
。
ま
た
、
合
併

市
の
行
政
運
営
で
は
、
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る

た
め
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

市
町
村
合
併
推
進
室
を

設
置長

岡
市
は
四
月
、「
市
町
村
合

併
推
進
室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
、
合
併
協
議
の
場
で
、

将
来
を
見
据
え
た
制
度
調
整
が

円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
み
ま
す
。

動
き
始
め
た
市
町
村
合
併

そ
の
３
　
制
度
の
比
較
と
調
整

▲花と花苗の世話をする花を楽しむ
会のメンバー（３月15日・国営越後
丘陵公園の温室で）

▲花がら摘みをする桂小学校の子ど
もたち（平成13年６月22日）

主な排出抑制項目と18年度までの削減目標値

ガソリン・軽油

灯油

Ａ重油

ＬＰガス

都市ガス

電気

自動車走行距離

紙の使用量

水の使用量

ごみの排出量

リサイクル率

抑制項目

19,000㍑

41,000㍑

43,000㍑

7,000㍑

92,000㍑

1,981,000kw

76,000km

1,419,000枚

54,000m3

187,000㎏

65％

削減目標値

5％削減

6％削減

6％削減

6％削減

6％削減

5％削減

5％削減

10％削減

10％削減

30％削減　

（11年度は37％）

11年度との
比　　 較

（目標値は平成11年度実績を基に設定）
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魂
の
叫
び
を
聴
い
て
ほ
し
い

―
聴
衆
に
届
け
た
い
も
の
は
？

船
橋
●
声
の
作
曲
家
、
歌
の
作
曲
家
と
い
わ
れ

る
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
曲
で
す
の
で
、
声
そ
の
も
の

を
聴
い
て
ほ
し
い
。
作
品
に
託
さ
れ
た
中
身
と

歌
う
人
の
思
い
を
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
言
葉
と

し
て
、
声
に
し
て
届
け
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
可
能
だ
ろ
う
と
信
じ
て
い
ま
す
。

今
回
の
演
奏
は
決
し
て
体
裁
を
整
え
た
だ
け

の
も
の
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
大
げ
さ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
魂
の
叫
び
と
も
い
え
ま
す
。
何
か

を
伝
え
る
と
き
の
原
点
は
、
一
人
ひ
と
り
の「
伝

え
た
い
」
と
い
う
思
い
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

思
い
が
強
け
れ
ば
き
っ
と
伝
わ
り
ま
す
。

歌
う
人
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
の
た
ど
っ
て

き
た
人
生
へ
の
思
い
を
込
め
て
ス
テ
ー
ジ
に
立

ち
ま
す
。
聴
衆
の
み
な
さ
ん
も
、
自
分
の
人
生

と
重
ね
合
わ
せ
て
、
音
楽
そ
の
も
の
を
味
わ
っ

て
ほ
し
い
。

―
公
演
ま
で
あ
と
一
月
で
す
ね

山
村
●
一
回
一
回
の
練
習
を
大
切
に
し
て
き
ま

し
た
。
練
習
が
進
む
に
つ
れ
て
、
私
た
ち
の
気

持
ち
は
膨
ら
み
、
団
員
に
は
一
体
感
が
生
ま
れ

て
き
ま
し
た
。

も
っ
と
こ
の
曲
の
こ
と
を
知
り
た
い
、
船
橋

先
生
の
要
求
に
近
づ
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

湧
い
て
き
て
い
ま
す
。
気
持
ち
を
一
本
に
し
て
、

一
つ
の
束
に
な
っ
て
本
番
を
迎
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

船
橋
●
こ
れ
ま
で
の
練
習
は
、
順
調
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
一
ヵ
月
は
、
本
番
で
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
期
間
で
す
。
本
番
は
ス
タ
ジ
オ
で

の
練
習
と
は
異
な
り
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ

た
と
き
の
実
体
験
を
い
か
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

団
員
は
み
な
熱
い
も
の
、
強
い
思
い
を
持
っ

て
臨
み
ま
す
。
私
は
そ
れ
を
惜
し
ま
ず
出
さ
せ

ま
す
。
音
楽
は
起
伏
に
富
ん
だ
も
の
に
広
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

監
物
●
長
岡
で
こ
れ
だ
け
の
歌

手
陣
（
ソ
リ
ス
ト
）
が
一
同
に

会
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
そ

う
あ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
ア
マ
チ
ュ
ア
で
す

が
、
十
分
鑑
賞
に
堪
え
ら
れ
る

レ
ベ
ル
に
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

演
奏
時
間
一
時
間
四
十
分
と

い
う
大
曲
を
作
り
上
げ
る
長
岡

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
合
唱
団
の
み
な
さ

ん
。
公
演
に
向
け
て
、
練
習
も

最
終
段
階
を
迎
え
て
い
ま
す
。

「
満
員
の
聴
衆
の
中
で
歌
い

た
い
」
と
い
う
合
唱
団
の
み
な

さ
ん
の
思
い
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

ぜ
ひ
、
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル
で

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

演
に
選
ば
れ
た
と
知
っ
た
と
き
は
、
長
岡
の
合

唱
団
に
体
力
、
実
力
が
つ
い
て
き
た
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。

―
レ
ク
イ
エ
ム
は
ど
ん
な
曲
で
す
か
？

監
物
●
レ
ク
イ
エ
ム
は
死
者
の
た
め
の
ミ
サ
曲

で
、
共
に
救
わ
れ
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
表
す

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宗
教
曲
で
す
が
、
決
し
て
退
屈
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
教
会
で
は
な
く
、
オ
ペ
ラ
の
よ

う
に
舞
台
で
歌
わ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
た
曲
で

す
。
劇
的
な
迫
力
が
あ
り
、
感
情
に
訴
え
て
く

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
オ
ペ
ラ
的
な
要
素
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

―
レ
ク
イ
エ
ム
を
や
り
た
い
と
い
う
思
い
に
接

し
た
と
き
の
感
想
は
？

船
橋
●
長
岡
の
合
唱
団
の
指
導
に
か
か
わ
り
十

二
年
く
ら
い
経
ち
ま
す
。
初
め
て
こ
の
曲
を
や

り
た
い
と
聞
い
た
の
は
五
、
六
年
前
。
と
て
も

実
現
は
可
能
な
も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。

レ
ク
イ
エ
ム
は
少
人
数
の
合
唱
で
は
と
て
も

表
現
し
き
れ
な
い
も
の
で
す
。
作
曲
者
の
ヴ
ェ

ル
デ
ィ
は
、
オ
ペ
ラ
作
家
と
し
て
著
名
で
、
そ

の
演
奏
者
に
は
表
現
で
き
る
あ
ら
ゆ
る
手
段
が

要
求
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
の
市
民
企
画
公

い
よ
い
よ
四
月
二
十
九
日
に
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
「
レ
ク
イ
エ
ム
」

長
岡
演
奏
会
が
実
現
し
ま
す
。
長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
の

市
民
企
画
型
事
業
に
選
ば
れ
た
こ
の
公
演
の
た
め
に
昨
年
四
月
、

長
岡
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
合
唱
団
が
結
成
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
別
々
の
活

動
を
し
て
い
た
総
勢
二
百
十
人
の
み
な
さ
ん
が
一
つ
の
舞
台
を

作
ろ
う
と
、
以
来
毎
週
一
回
の
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
合
唱
の
指
導
に
あ
た
り
、
公
演
で
は
指
揮
を
執
る

船
橋
洋
介
さ
ん
、
合
唱
団
副
団
長
の
監
物
春
夫
さ
ん
、
事
務
局

の
山
村
英
子
さ
ん
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

ヴ
ェ
ル
デ
ィ

「
レ
ク
イ
エ
ム
」
長
岡
演
奏
会

合唱指導中の船橋さん
「もう譜面なしでも歌えますね」
３月10日の集中練習で
長岡リリックホール第一スタジオ

▲

山村英子さん（写真左）
手にしているのは、レクイエムの譜面。

「一回一回の練習で先生のいわれることを書
き込んでいます。あまりに書き込みが多くな
り、現在は２冊目の譜面を使用中」
監物春夫さん（写真右）

「学生コーラスをしていた30年ほど前は、
とても自分で歌える曲ではないと
思っていた」
練習を積み重ねてきた成果を

「お聴きもらしなく」

▲
▲

長岡ヴェルディ合唱団
平成13年４月発足。団員数２１０人。

１５０人はほしいと思っていた団員は、
募集してすぐに達成されました。レク
イエムを歌いたいという潜在的な欲求
があったのだと思います。（団長の長尾
弘さん）

▲

４
月
29
日
　
県
内
初
の
公
演

コラム�
  ひと�

⑩

ヴェルディ
「レクイエム」長岡演奏会

日時 ４月29日- 午後３時開演
会場 長岡市立劇場大ホール
料金（全席指定、当日各５００円増）

Ａ席５,０００円
Ｂ席４,０００円
Ｃ席３,０００円

問い合わせ 長岡市芸術文化振興財団
1２９・７７１１ 管弦楽　東京フィルハーモニー交響楽団／合　唱　長岡ヴェルディ合唱団

ソプラノ
緑川まり

メゾソプラノ
坂本朱

テノール
井ノ上了吏

バス
高橋啓三

指　　揮
船橋洋介



４
月
22
日
b
ま
で
に
長
岡
地
域
森
林

組
合
岩
野
里
山
の
会
1
21
・
４
５
２

５
、
FAX
21
・
４
５
３
３

■
パ
ス
テ
ル
画
製
作
　
春
う
ら
ら

日
時
＝
４
月
13
日
g
午
後
２
時
〜
４

時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
　
講
師
＝

中
本
千
鶴
子
さ
ん
　
参
加
料
＝
１
、５

０
０
円
（
材
料
費
１
、０
０
０
円
別
）

□問
ラ
グ
ラ
ス
の
会
・
高
柳
さ
ん
1
33

・
２
８
２
４

■
「
エ
ベ
レ
ス
ト
を
撮
る
」

写
真
展
（
無
料
）

日
時
＝
４
月
15
日
b
〜
27
日
g
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
　
会
場
＝
長
岡
郵

便
局
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
　
□問
佐
山

さ
ん
1
27
・
３
９
０
２

■
春
の
星
座
観
測
会

日
時
＝
４
月
20
日
g
午
後
７
時
30
分

〜
９
時
30
分
（
受
付
は
午
後
７
時
か

ら
。
曇
天
時
は
午
後
８
時
30
分
ま
で
、

雨
天
中
止
）

会
場
＝
信
濃
川
河
川

公
園
第
２
野
球
場
駐
車
場
　
□問
太
田

さ
ん
1
32
・
１
５
０
８

■
春
の
小
川
と
河
畔
林
の

自
然
体
験
会

日
時
＝
４
月
21
日
a
午
前
８
時
〜
正

午
　
会
場
＝
長
岡
造
形
大
学
隣
接
の

信
濃
川
河
川
敷
（
宮
関
町
）

参
加

料
＝
８
０
０
円
（
当
日
に
）

□申
４

月
18
日
e
ま
で
に
信
濃
川
を
愛
す
る

会
・
北
村
さ
ん
1
36
・
４
６
２
６
、

FAX
36
・
４
６
５
６
、
Ｅ
メ
ー
ルt-kit

a@
nct9.ne.jp

へ

■
煎
茶
道
―
方
円
流
「
白
雲
会
」

会
員
募
集

日
時
＝
毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
〜
３

時
30
分
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
　
参

加
料
＝
月
２
、５
０
０
円

□申
直
接
会

場
（
見
学
可
）
か
小
川
さ
ん
1
33
・

０
６
４
９

市
営
牧
場

1
33
・
4
4
1
8

●
羊
の
散
髪
を

体
験
し
ま
せ
ん
か

日
時
＝
４
月
29
日
-
、
５
月
５

日
-
午
前
11
時
か
ら
、
午
後
１

時
30
分
か
ら（
雨
天
決
行
）

会

場
＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

・
ポ
ニ
ー
広
場

科
学
博
物
館
1
32
・
0
5
4
6

●１
ギ
フ
チ
ョ
ウ
探
蝶
会

日
時
＝
４
月
21
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

観
察
地
＝
成
願
寺
町
周
辺
　
集

合
＝
成
願
寺
バ
ス
停
前
　
対
象

＝
小
学
生
〜
一
般
　
参
加
料
＝

50
円
　
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、

採
集
用
具
、
昼
食
　
申
し
込
み

=

４
月
18
日
e
ま
で

●２
野
鳥
相
を
調
べ
る
会

日
時
＝
４
月
28
日
a
午
前
８
時

〜
11
時
（
雨
天
決
行
）

観
察

地
＝
柿
町
周
辺
　
集
合
＝
柿
バ

ス
停
前
　
対
象
＝
小
学
生
〜
一

般
　
参
加
料
＝
50
円
　
持
ち
物

＝
筆
記
用
具
、
雨
具
、
双
眼
鏡

な
ど
　
申
し
込
み
＝
４
月
25
日

e
ま
で

中
央
公
民
館
1
32
・
0
4
3
7

FAX
32
・
0
5
6
1

●１
う
る
お
い
ラ
イ
フ

「
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
ス
」

春
の
花
を
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

し
ま
し
ょ
う
。

期
日
＝
４
月
24
日
d
、
５
月
８

日
d
・
22
日
d

時
間
＝
①
午

前
10
時
〜
11
時
30
分
②
午
後
７

時
〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
中
央

公
民
館
　
定
員
＝
各
30
人
　
材

料
費
＝
６
、０
０
０
円（
初
回
に
）

申
し
込
み
＝
４
月
11
日
e
か
ら

電
話
で

●２
な
が
お
か
市
民
大
学

「
古
文
書
を
読
む
」

江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
文
書

を
読
ん
で
歴
史
を
考
え
ま
す
。

読
み
や
す
い
古
文
書
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
５
月
23
日
〜
７
月
11
日

の
毎
週
木
曜
日
（
計
８
回
）
午

後
７
時
〜
８
時
30
分
　
会
場
＝

昆
虫
と
野
鳥
の
観
察
や
採
集

を
と
お
し
て
、
自
然
の
し
く
み

を
学
び
ま
せ
ん
か
。
今
年
度
は

「
野
外
博
物
館
」
と
銘
打
っ
て

昆
虫
と
野
鳥
を
そ
れ
ぞ
れ
の
テ

ー
マ
に
そ
っ
て
観
察
し
ま
す
。

●
昆
虫
コ
ー
ス

東
山
と
栖
吉
川
を
使
っ
て
、

林
の
昆
虫
と
水
生
昆
虫
を
調
べ

ま
す
。
児
童
・
生
徒
は
４
月
13

日
g
午
前
10
時
か
ら
中
央
公
民

館
４
０
１
教
室
で
開
催
す
る
説

明
会
か
開
館
日
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
（
説
明
会
で
は
ス
ラ

イ
ド
を
使
っ
て
昆
虫
の
話
を
し

問
い
合
わ
せ
＝
科
学
博
物
館
1
32
・
0
5
4
6

kahaku@
city.nag

aoka.niig
ata.jp

ま
す
）。
そ
の
後
は
都
合
の
良

い
日
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
野
鳥
コ
ー
ス

信
濃
川
の
長
生
橋
〜
大
手
大

橋
の
間
に
定
点
を
設
け
、
１
年

を
と
お
し
て
観
察
し
ま
す
。
開

館
日
時
に
定
点
に
行
け
ば
い
つ

で
も
野
鳥
を
観
察
で
き
、
疑
問

な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◇
　
　
　
　
◇

対
象
＝
小
学
生
（
小
学
校
４
年

生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必

要
）
〜
一
般
　
開
館
日
時
＝
①

昆
虫
コ
ー
ス
…
４
月
〜
11
月
の

毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
１
時
②
野
鳥

コ
ー
ス
…
４
月
12
日
〜
毎
月
第

２
・
第
４
土
曜
日
午
前
９
時
〜

正
午
　
場
所
＝
①
昆
虫
コ
ー
ス

…
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
ま

た
は
栖
吉
川
②
野
鳥
コ
ー
ス
…

信
濃
川
右
岸
長
生
橋
〜
大
手
大

橋
の
中
間
付
近

庫
　
内
容
＝
浅
田
次
郎
著
「
鉄

道
員
（
ぽ
っ
ぽ
や
）」

月
曜
日
の
祝
日
も

開
館
し
ま
す
！

中
央
図
書
館
（
美
術
セ
ン
タ

ー
含
む
）
で
は
、
月
曜
休
館
日

が
祝
日
や
振
替
休
日
と
重
な
っ

た
場
合
、
開
館
し
ま
す
（
翌
日

の
火
曜
日
が
休
館
）。

福
祉
総
務
課
1
39
・
2
2
1
7

●
日
赤
水
上
安
全
法

救
助
員
養
成
講
習
会

日
時
＝
５
月
11
日
g
・
12
日
a

・
25
日
g
・
26
日
a
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
　
会
場
＝
長
岡
技

術
科
学
大
学
室
内
プ
ー
ル
　
対

象
＝
18
歳
以
上
で
ク
ロ
ー
ル
、

中
央
図
書
館
1
32
・
0
6
5
8

●１
子
ど
も
の
本
を
読
む
会

日
時
＝
４
月
10
日
d
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
内
容
＝
武
田
美

穂
作
「
と
な
り
の
せ
き
の
ま
す

だ
く
ん
」

会
場
＝
中
央
図
書

館
講
座
室
１

●２
小
学
生
の
た
め
の

お
は
な
し
の
へ
や

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
ブ
ッ

ク
ト
ー
ク
な
ど
を
行
い
ま
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
４
月
23
日
c
午
後
４
時

〜
４
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
図

書
館
講
座
室
１

●３
読
者
の
つ
ど
い

日
時
＝
４
月
26
日
f
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
互
尊
文

平
泳
ぎ
と
も
に
２
０
０
ｍ
以
上

泳
げ
、
１
ｍ
の
高
さ
か
ら
飛
び

込
め
る
人
　
定
員
＝
30
人
　
受

講
料
＝
２
、０
０
０
円

申
し
込

み
＝
４
月
26
日
f
ま
で

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

1
34
・
5
3
6
0

●１
ヨ
モ
ギ
の
草
も
ち
づ
く
り

日
時
＝
４
月
24
日
d
午
前
10
時

〜
正
午
　
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン

参
加
料
＝
５
０
０
円
　
定
員
＝

20
人
　
申
し
込
み
＝
４
月
10
日

d
午
前
９
時
か
ら

●２
家
庭
菜
園
講
習
会

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
４
月
13
日
g
午
前
10
時

〜
正
午
　
内
容
＝
春
野
菜
の
植

え
付
け
と
管
理

■
郷
土
史
講
演
会
「
ガ
ト
リ
ン
グ
砲

と
長
岡
藩
の
軍
備
」（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
11
日
g
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
　
会
場
＝
厚
生
会
館
第
１
小

ホ
ー
ル
　
講
師
＝
長
岡
郷
土
史
研
究

会
会
長
・
内
山
弘
さ
ん
　
□問
長
岡
郷

土
史
研
究
会
事
務
局
1
36
・
７
８
３

２■
歴
史
講
演
会

「
相
馬
御
風
と
奴
奈
川
姫
」

日
時
＝
４
月
14
日
a
午
後
１
時
〜
３

時
　
会
場
＝
中
央
図
書
館
講
堂
　
講

師
＝
青
海
町
文
化
財
審
議
委
員
長
・

蛭
子
健
治
さ
ん
　
参
加
料
＝
５
０
０

円
　
□問
古
志
の
会
代
表
・
亀
川
さ
ん

1
32
・
１
０
４
９

■
佐
々
木
愛
さ
ん
講
演
会

「
劇
場
の
外
で
」（
無
料
）

文
化
座
代
表
の
佐
々
木
愛
さ
ん
が

芝
居
の
こ
と
な
ど
を
語
り
ま
す
。

日
時
＝
４
月
20
日
g
午
後
３
時
か
ら

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
地
下
１
階
イ

ベ
ン
ト
広
場
　
□問
長
岡
市
民
劇
場
1

35
・
９
５
３
８

■
ハ
ー
ブ
育
て
方
講
習
会

日
時
＝
４
月
20
日
g
・
21
日
a
午
前

10
時
か
ら
　
参
加
料
＝
１
、５
０
０
円

会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
古
志
の
里
フ

ァ
ー
ム
1
22
・
１
５
４
７

■
か
け
は
し
の
森
を
育
む
集
い

植
樹
や
自
然
観
察
を
し
ま
す
。

日
時
＝
４
月
29
日
-
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
（
雨
天
決
行
）
会
場
＝
東
山

ふ
れ
あ
い
農
業
公
園
（
受
付
は
花
と

緑
の
広
場
駐
車
場
）

参
加
料
＝
50

円
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
料
）

持

ち
物
＝
昼
食
、
飲
み
水
、
雨
具
　
□申

中
央
公
民
館
　
講
師
＝
長
岡
大

学
助
教
授
・
小
川
幸
代
さ
ん

定
員
＝
40
人
　
参
加
料
＝
４
、０

０
０
円
　
申
し
込
み
＝
４
月
10

日
d
か
ら

サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡

1
36
・
7
2
0
0

●
趣
味
創
作
教
室

日
時
と
内
容
＝
①
七
宝
教
室
…

５
月
14
日
〜
10
月
22
日
の
毎
週

火
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

（
計
15
回
・
８
月
は
休
み
）
②

詩
吟
教
室
…
５
月
10
日
〜
７
月

26
日
の
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
（
計
12
回
）

定

員
＝
①
30
人
②
35
人
　
参
加
料

＝
３
、０
０
０
円
（
①
は
材
料
費

別
）

申
し
込
み
＝
４
月
10
日

d
〜
14
日
a

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

市役所　　  幸町2の1の1 　35・1122
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▲冬鳥さよなら探鳥会（３月17日）

▲昨年の羊の散髪で

kahaku@
city.nagaoka.niig

ata.jp

syougai@
city.nagaoka.nii

gata.jp

野
外
博
物
館
へ
ど
う
ぞ

lib@
nscs-net.ne.jp

平
成
15
年
度
刊
行
を
め
ざ
し
、

「
長
岡
歴
史
事
典
」（
仮
称
）
の

編
さ
ん
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
事
典
は
、
縄
文
時
代
か

ら
現
在
ま
で
の
歴
史
事
項
を
中

心
に
、
遺
跡
や
史
跡
、
人
物
、

産
業
、
伝
説
、
民
俗
、
文
化
財
、

伝
統
芸
能
な
ど
約
２
、０
０
０
項

目
を
大
・
中
・
小
項
目
に
分
け
、

わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
も
の

で
す
。

こ
ん
な
こ
と
を
知
り
た
い
、

こ
れ
を
載
せ
て
ほ
し
い
な
ど
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん

の
で
、
長
岡
の
歴
史
に
つ
い
て

の
疑
問
や
要
望
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

寄
せ
ら
れ
た
情
報
は
記
述
の

参
考
に
し
ま
す
。

送
付
方
法
＝
５
月
31
日
f
ま
で

に
、
情
報
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
は
が

き
や
封
書
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
〒
９
４
０
―

０
０
４
１

学
校
町
１
の
２
の
２
中
央
図
書

館
長
岡
歴
史
事
典
編
集
委
員
会

事
務
局
1
32
・
０
６
５
８
、
FAX

32
・
０
６
６
４
、lib@

nscs-ne
t.ne.jp

へ

●
長
岡
市
史
双
書
<
41
『
長
岡

藩
政
史
料
集
』（
六
）
―

長
岡

藩
の
家
臣
団
―

を
刊
行

元
和
４
年
（
１
６
１
８
）
〜

明
治
２
年
（
１
８
６
９
）
に
作

成
さ
れ
た
藩
士
の
名
簿
（
分
限

帳
）
13
冊
を
ま
と
め
ま
し
た
。

の
べ
人
数
は
約
７
、０
０
０
人
に

な
り
ま
す
。
４
月
上
旬
頒
布
予

定
。

体
裁
＝
Ｂ
５
判
／
２
３
３
ペ
ー

ジ
　
頒
布
価
格
＝
１
、５
０
０
円

申
し
込
み
＝
市
内
各
書
店
　
問

い
合
わ
せ
＝
文
書
資
料
室
1
36

・
７
８
３
２

「
長
岡
歴
史
事
典
」
づ
く
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

〜
あ
な
た
の
疑
問
、
要
望
な
ど
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
〜

▲長岡藩の分限帳
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■
「
山
の
郵
便
配
達
」
上
映
会

日
時
＝
４
月
13
日
g
①
午
後
０
時
30

分
②
午
後
２
時
30
分
③
午
後
４
時
30

分
④
午
後
７
時
30
分
　
料
金
＝
一
般

１
、７
０
０
円
、
学
生
１
、５
０
０
円
、

小
学
生
・
高
齢
者
・
障
害
者
、
療
育

手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
・
介
助
者
１
、

０
０
０
円
　
□問
長
岡
商
工
会
議
所
事

務
局（
市
民
映
画
館
を
つ
く
る
会
）
1

32
・
４
５
０
０

■
な
が
お
か
農
業
ま
つ
り

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

テ
ー
マ
＝
長
岡
市
・
栃
尾
市
・
山
古

志
村
の
自
然
や
農
業
・
農
村
風
景
と

そ
こ
に
住
む
人
び
と
が
か
か
わ
る
写

真（
未
発
表
作
品
に
限
る
）

応
募
サ

イ
ズ
＝
２
Ｌ（
カ
ラ
ー
で
）

□申
９
月

25
日
d
必
着
で
、
応
募
票
（
Ｊ
Ａ
各

支
店
か
市
内
取
扱
カ
メ
ラ
店
で
）を

作
品
の
裏
面
に
は
り
、
Ｊ
Ａ
各
支
店

か
取
扱
カ
メ
ラ
店
へ
　
□問
Ｊ
Ａ
越
後

な
が
お
か
企
画
課
1
35
・１
３
０
２

■
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

学
習
会
「
魔
法
の
ラ
ン
プ
」

参
加
者
募
集

小
学
校
で
お
話
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
い
る
人
の
集
ま
り
で
す
。
例

会
（
年
３
回
）
を
開
い
て
、
各
学
校

間
の
情
報
交
換
を
し
ま
す
。

□問
吉
田
さ
ん
1
・
FAX
35
・
３
９
５
１

（
午
後
７
時
〜
９
時
）

■
瞽
女
唄
公
演

□問
瞽
女
唄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
長
岡
市

民
劇
場
内
）
1
35
・
９
５
３
８

①
瞽
女
の
祭
り
　
妙
音
講
…
日
時
＝

４
月
20
日
g
午
後
１
時
30
分
か
ら
　

会
場
＝
唯
敬
寺
（
草
生
津
３
）

出

演
＝
越
後
瞽
女
唄
葛
の
葉
会
　
演
目

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

＝
瞽
女
松
坂
ほ
か
　
参
加
料
＝
５
０

０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

②
春
の
瞽
女
唄
公
演
…
日
時
＝
６
月

１
日
g
午
後
１
時
30
分
か
ら

会
場

＝
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡（
弓
町
１
）
出
演

＝
越
後
瞽
女
唄
葛
の
葉
会
　
演
目
＝

瞽
女
松
坂
ほ
か

料
金
＝
１
、０
０
０

円（
当
日
２
０
０
円
増
）

■
中
国
語
に
再
挑
戦
し
ま
せ
ん
か

１
〜
２
年
習
っ
た
人
が
対
象
で
す
。

日
時
＝
月
曜
日
（
月
４
回
）
午
後
７

時
〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
公
民

館
　
講
師
＝
孫
艾
華
さ
ん
　
参
加
料

＝
月
３
、０
０
０
円
　
□申
竹
田
さ
ん
1

35
・
６
１
１
８

■
越
後
な
が
お
か
寄
席

入
船
亭
扇
辰
真
打
昇
進

披
露
公
演

長
岡
市
出
身
の
入
船
亭
扇
辰
さ
ん

の
公
演
で
す
。

日
時
＝
５
月
25
日
g
午
後
１
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

シ
ア
タ
ー
　
入
場
料
＝
２
、５
０
０
円

（
当
日
５
０
０
円
増
）

□問
長
岡
観

光
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
1
32
・

１
１
８
７

■
語
り
べ
の
会
　

双
樹
の
会
会
員
募
集

日
時
＝
土
曜
日
（
月
１
回
）
午
後
７

時
〜
９
時
　
会
場
＝
高
齢
者
セ
ン
タ

ー
け
さ
じ
ろ
　
講
師
＝
劇
作
家
・
瓜

生
喬
さ
ん
　
参
加
料
＝
月
４
、５
０
０

円
　
□申
直
接
会
場
（
４
月
は
13
日
、

５
月
は
18
日
）
か
山
岸
さ
ん
1
34
・

７
６
６
０

■
新
潟
地
区
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会

期
日
＝
４
月
21
日
a

会
場
＝
東
泉

閣
（
柏
町
２
）

参
加
料
＝
４
、０
０

０
円（
昼
食
、
懇
親
会
費
含
む
）
□問

小
林
さ
ん
1
32
・
０
２
７
９
、
内
田

さ
ん
1
33
・
２
９
５
６
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観
光
課
1
39
・
2
2
2
1

FAX
39
・
3
2
3
4

●１
八
方
台
休
暇
セ
ン
タ
ー
を

廃
止
し
ま
し
た

八
方
台
休
暇
セ
ン
タ
ー
は
、

老
朽
化
が
進
ん
だ
た
め
、
３
月

31
日
を
も
っ
て
廃
止
し
ま
し
た
。

長
い
間
ご
利
用
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

●２
長
岡
ま
つ
り
大
花
火
大
会

（
８
月
２
日
・
３
日
）
の

有
料
観
覧
席
を
販
売
し
ま
す

長
岡
ま
つ
り
協
議
会
で
は
、

８
月
２
日
、
３
日
に
開
催
す
る

長
岡
ま
つ
り
大
花
火
大
会
の
有

料
観
覧
席
を
販
売
し
ま
す
。

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
４
種
類

の
席
を
ご
用
意
し
ま
し
た
の
で
、

場
所
取
り
の
必
要
が
な
く
迫
力

あ
る
花
火
が
楽
し
め
る
有
料
観

覧
席
を
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
＝
長
岡
ま
つ
り
予
約

セ
ン
タ
ー（
４
月
８
日
開
設
）
1

35
・
９
２
４
４
　
受
付
＝
４
月

８
日
b
午
前
９
時
〜
７
月
16
日

c
午
後
５
時
30
分
（
平
日
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
30
分
。
満
席

に
な
り
次
第
締
切
）

有
料
観

覧
席
＝
①
団
体
席
…
Ａ
席
（
芝

敷
、
前
列
）
50
人
用
１
０
０
、０

０
０
円
（
５
４
０
b
×
７
２
０

b
）、25
人
用
６
０
、０
０
０
円（
５

４
０
b
×
３
６
０
b
）、
Ｂ
席

（
芝
無
、
後
列
）
50
人
用
８
０
、

０
０
０
円
（
５
４
０
b
×
７
２

０
b
）、
25
人
用
５
０
、０
０
０
円

（
５
４
０
b
×
３
６
０
b
）
②

河
川
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
マ
ス

席
…
１
マ
ス
２
０
、０
０
０
円（
１

８
０
b
×
１
８
０
b
・
定
員
４
、

５
人
）、
半
マ
ス
１
１
、０
０
０

円
（
１
８
０
b
×
９
０
b
・
定

員
２
人
）
③
パ
ノ
ラ
マ
席（
堤
防

上
特
設
ス
タ
ン
ド
席
、
新
設
）

…
１
人
３
、０
０
０
円（
椅
子
席
）

④
陸
上
競
技
場
ス
タ
ン
ド
席
…

１
人
２
、５
０
０
円（
椅
子
席
）

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
課
内
長
岡

ま
つ
り
協
議
会
事
務
局
1
39
・

２
２
２
１

郷
土
史
料
館
1
35
・
0
1
8
5

●
悠
久
山
桜
ま
つ
り
と

連
休
の
期
間
中
は

休
ま
ず
開
館
し
ま
す

団
体
は
20
人
以
上
か
ら
で
す
。

開
館
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

こ
ろ
ま
で
に
ど
う
ぞ
）

入
館

料
＝
大
人
３
０
０
円
（
団
体
は

１
人
２
３
０
円
）、

小
・
中
学

生
１
５
０
円
（
団
体
は
１
人
１

１
０
円
）

約
５
０
０
個
の
ち
ょ
う
ち
ん

が
桜
ま
つ
り
の
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
ま
す
。
み
な
さ
ん
お
そ
ろ

い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ち
ょ
う
ち
ん
点
灯
は
、
４
月

５
日
f
〜
５
月
６
日
0
午
後
６

時
〜
９
時
30
分
、
自
由
広
場
周

辺
は
10
時
30
分
ま
で
で
す
。

●１
神
輿
渡
御

日
時
＝
４
月
21
日
a
午
後
１
時

30
分
か
ら
（
天
候
な
ど
に
よ
り
、

内
容
の
変
更
あ
り
）

●２
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

運
行
日
＝
４
月
６
日
g
、
７
日

a
、
13
日
g
、
14
日
a

運
行

区
間
＝
市
営
ス
キ
ー
場
駐
車
場

〜
悠
久
山
（
ひ
ょ
う
た
ん
池
脇
）

運
行
時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後

５
時

●３
交
通
規
制
を
実
施

ま
つ
り
期
間
中
、
悠
久
山
公

園
周
辺
で
交
通
規
制
を
行
い
ま

す
。
案
内
看
板
や
係
員
に
従
っ

て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
お
願
い
☆

・
期
間
中
の
土
・
日
曜
日
は
、

駐
車
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

・
ご
み
の
分
別
、
持
ち
帰
り
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▲悠久山公園で

▲郷土史料館
▲悠久山公園で

時
間
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

開
館
時
間
内
に
開
催
。

開
館
時
間
＝
平
日
・
土
曜
…
午

前
９
時
〜
午
後
９
時
、
日
曜
・

祝
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

30
分

☆
地
球
広
場

会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
地
球
広

場
1
39
・
２
７
１
４

●
ブ
ラ
ジ
ル
ウ
イ
ー
ク

①
パ
ネ
ル
展
示

サ
ン
バ
、
ボ
サ
ノ
バ
で
知
ら

れ
て
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
を
紹
介
し

ま
す
。

期
間
＝
４
月
８
日
b
〜
22
日
b

②
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

日
時
＝
４
月
14
日
a
午
後
２
時

か
ら
　
内
容
＝
ブ
ラ
ジ
ル
に
つ

い
て
の
話
、
歌
や
ダ
ン
ス
、
料

理
の
試
食
な
ど

☆
ち
び
っ
こ
広
場

会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
ち
び
っ

こ
広
場
1
39
・
２
７
７
５

利
用
時
間
を
延
長
し
ま
し
た
。

月
〜
土
曜
日
は
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
７
時
、
日
・
祝
日
は
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
で
す
。

ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
利
用
を

一
部
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

●１
造
形
あ
そ
び

親
子
で
思
い
思
い
の
作
品
を

作
り
な
が
ら
、
造
形
の
お
も
し

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
４
月
24
日
d
・
26
日
f

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
　
会
場

＝
市
民
セ
ン
タ
ー
（
24
日
…
２

０
４
会
議
室
、
26
日
…
３
０
２

会
議
室
）

相
談
員
＝
24
日
…

長
岡
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
、
26
日
…
ピ
ア
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
　
問
い
合
わ
せ
＝
長

岡
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
1
47
・
２
２
０
８

●
地
下
１
階
に
「
イ
ベ
ン
ト

広
場
」
を
開
設
し
ま
す

イ
ベ
ン
ト
会
場
や
活
動
の
発

表
の
場
と
し
て
、
地
下
１
階
に

多
目
的
広
場
を
開
設
し
ま
す
。

使
用
料
は
無
料
で
す
。

利
用
人
数
＝
柱
が
あ
る
た
め
２

０
０
人
ま
で
の
使
用
が
適
当

備
品
＝
机
、
い
す
、
ス
テ
ー
ジ
、

マ
イ
ク
、
展
示
ボ
ー
ド
な
ど

対
象
＝
長
岡
地
域
広
域
市
町
村

圏
（
13
市
町
村
）
の
住
民
　
使

用
内
容
・
予
約
開
始
時
期
＝
①

公
共
団
体
お
よ
び
公
共
的
団
体

が
主
催
・
共
催
・
後
援
す
る
イ

ベ
ン
ト
（
例
…
広
域
観
光
物
産

展
、
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
）
…

１
年
前
か
ら
②
不
特
定
多
数
が

参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
（
例
…
講

演
会
、
寄
席
、
映
画
上
映
、
ラ

イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
）
…
６
カ
月

前
か
ら
③
30
人
以
上
が
利
用
す

る
会
議
・
活
動
（
例
…
研
修
会
、

ダ
ン
ス
）
…
１
カ
月
前
か
ら
④

そ
の
他
の
利
用
…
利
用
者
が
譲

ろ
さ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
４
月
20
日
g
午
前
11
時

か
ら
　
申
し
込
み
＝
４
月
16
日

c
ま
で

●２
お
や
こ
・
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム

紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
手
あ
そ
び
な
ど
を
し
ま
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
８
日
d
午
前
11
時

か
ら

●３
相
談
窓
口

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

内
容
＝
家
庭
内
で
の
困
り
ご
と

に
つ
い
て
　
日
時
＝
４
月
18
日

e
、
５
月
２
日
e
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

●
く
ら
し
の
講
座

テ
ー
マ
＝
ふ
ろ
し
き
で
楽
し
く

包
ん
で
み
ま
せ
ん
か
　
日
時
＝

４
月
25
日
e
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
　
会
場
＝
３
階
３
０
１
会

議
室
　
定
員
＝
20
人
　
講
師
＝

ふ
ろ
し
き
研
究
会
・
五
十
嵐
直

子
さ
ん
　
持
ち
物
＝
風
呂
敷
や

ス
カ
ー
フ
な
ど
で
幅
50
セ
ン
チ

の
も
の
、
68
セ
ン
チ
の
も
の
、

90
セ
ン
チ
以
上
の
も
の
各
１
枚

（
貸
し
出
し
も
あ
り
）

申
し

込
み
＝
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
1

32
・
０
０
２
２

●
身
体
障
害
者
相
談

コ
ー
ナ
ー
（
無
料
）

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

り
合
っ
て
自
由
に
使
用
　
使
用

時
間
＝
平
日
・
土
曜
…
午
前
９

時
〜
午
後
９
時
、
日
曜
・
祝
日

…
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
30
分

注
意
事
項
＝
①
物
品
販
売
等
の

営
利
目
的
の
使
用
や
政
治
・
宗

教
目
的
の
使
用
不
可
②
営
利
目

的
の
入
場
料
は
徴
収
不
可
（
実

費
相
当
額
や
活
動
資
金
充
当
額

と
し
て
の
徴
収
は
可
能
）

申

し
込
み
＝
使
用
の
２
週
間
前
ま

で
に
市
民
セ
ン
タ
ー
事
務
室
1

39
・
２
７
６
３
へ
所
定
の
申
込

書
で

☆
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
セ
ン
タ
ー

事
務
室
1
39
・
２
７
６
３

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

●１
創
作
和
紙
・
柾
子
人
形

作
品
展

期
間
＝
４
月
３
日
d
〜
15
日
b

●２
「
空
か
ら
見
た
昔
の
長
岡
」

パ
ネ
ル
展

期
間
＝
４
月
17
日
d
〜
29
日
-

●３
長
岡
古
地
図
の
展
示

期
間
＝
５
月
１
日
d
〜
13
日
b ▲長岡駅前（昭和40年）

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し
（
無
料
）
1
39
・
2
7
6
3

kanko@
city.nagaoka.nii

gata.jp悠
久
山
桜
ま
つ
り

問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
観
光
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
1
32
・
１
１
８
７
、
観
光
課
1
39
・
2
2
2
1

4
月
6
日
G
〜
30
日
C

　　　長岡�
赤十字病院�

陸上競技場�
スタンド席�

ジャスコ�
　　　��
�

�長岡�
　信用金庫�

団体席�

テニスコートマス席�

パノラマ席�

信
　
濃
　
川�

��

大手大橋�

長 生 橋 �

花
火
打
上
場
所�

ま
さ

ご

有料観覧席の位置図

阪
之
上
小
学
校�JAパストラル長岡�

高齢者高齢者センター�
けさじろ�

福島江�
用水�

今
朝
白
橋�

福栄橋�
中央綜合病院�

凡　　例�
駐車禁止区域�

JAパストラル長岡�

高齢者センター�
けさじろ�

中央綜合病院�

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

福
島
江
の
桜
の
開
花
に
伴

い
、
周
辺
の
混
雑
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
一
部
の
区
間
を

駐
車
禁
止
に
し
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
＝
４
月
１
日
b
〜
30
日

c

区
間
＝
今
朝
白
橋
〜
福

栄
橋
の
間
　
問
い
合
わ
せ
＝

観
光
課
1
39
・
２
２
２
１

み

こ
し

と

ぎ
ょ

ご

ぜ



長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
特に記載のないものは、電話、FAX、
Eメールで申し込んでください。先着
順で受け付けます。�

21 20

■
４
月
18
日
に
信
濃
川
大
河
津

資
料
館
が
オ
ー
プ
ン
（
無
料
）

午
後
１
時
か
ら
見
学
で
き
ま
す
。

企
画
展
「
横
田
切
れ
」
も
開
催
し
ま
す
。

□問
信
濃
川
大
河
津
資
料
館
（
分
水
町
）

1
０
２
５
６
・
97
・
２
１
９
５

■
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
募
集

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
有
資

格
者
が
指
導
し
ま
す
。

対
象
＝
①
ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト
…
小

学
校
入
学
前
年
９
月
〜
小
学
校
２
年

生
②
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
…
小
学
校
２
年

生
の
９
月
〜
小
学
校
５
年
生
③
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
…
小
学
校
５
年
生
の
９

月
〜
中
学
３
年
生

□問
長
岡
第
一
団

（
四
郎
丸
３
）
1
33
・
１
０
９
６
、
長

岡
第
三
団
（
土
合
２
）
1
33
・
１
５

３
３
、
長
岡
第
十
団
（
福
住
３
）
1

32
・
５
０
８
０

■
県
立
近
代
美
術
館
友
の
会

会
員
募
集

定
期
的
に
会
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

常
設
展
の
無
料
観
覧
、
企
画
展
無
料

観
覧
券
の
配
布
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
図

録
の
割
引
な
ど
の
特
典
あ
り
。

年
会
費
＝
一
般
４
、０
０
０
円
、
学
生

２
、０
０
０
円
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
１
０
、

０
０
０
円
、
特
別
３
０
、０
０
０
円
　

□問
友
の
会
事
務
局
1
28
・
４
１
１
１

■
子
ど
も
リ
ズ
ム
体
操
教
室

日
時
＝
５
月
10
日
か
ら
毎
週
金
曜
日

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
新

町
公
民
館
　
対
象
＝
入
園
前
の
乳
幼

児
　
内
容
＝
親
子
体
操
、
歌
遊
び
、

リ
ズ
ム
運
動
ほ
か
　
講
師
＝
平
沢
康

子
さ
ん
　
参
加
料
＝
３
カ
月
３
、
０

０
０
円
　
□問
新
町
公
民
館
1
36
・
９

２
３
０

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

■
親
子
体
操
教
室

日
時
＝
５
月
13
日
か
ら
毎
週
月
曜
日

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
宮

本
公
民
館
　
対
象
＝
入
園
前
の
乳
幼

児
　
内
容
＝
親
子
体
操
、
歌
遊
び
、

リ
ズ
ム
運
動
ほ
か
　
講
師
＝
平
沢
康

子
さ
ん
　
参
加
料
＝
３
カ
月
３
、０
０

０
円
　
□問
中
村
さ
ん
1
34
・
５
７
０

１■
な
が
お
か
郵
友
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

会
員
募
集

期
日
＝
①
毎
週
木
曜
日
②
毎
週
土
曜

日
　
時
間
＝
初
心
者
…
午
後
６
時
か

ら
、
中
級
…
午
後
７
時
30
分
か
ら
　

会
場
＝
長
岡
郵
便
局
３
階
体
育
館
　

参
加
料
＝
月
１
、５
０
０
円
　
□申
直
接

会
場
で
　
□問
本
多
さ
ん
1
33
・
７
４

９
３

■
婦
人
水
泳
教
室

日
時
＝
５
月
15
日
〜
６
月
26
日
の
毎

週
水
曜
日
（
計
６
回
）
午
後
０
時
10

分
〜
１
時
20
分
　
会
場
＝
青
少
年
文

化
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー
ル
　
参
加
料

＝
４
、０
０
０
円
　
定
員
＝
30
人
　
□申

５
月
12
日
a
ま
で
に
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
生
年
月

日
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―

０
０
９

６
春
日
２
の
３
の
５
鈴
木
良
枝
さ
ん

1
36
・
２
５
０
４
へ

■
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
に
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
！
（
体
験
無
料
）

日
時
＝
毎
週
月
曜
日
（
第
４
月
曜
日

は
休
み
）
午
後
７
時
〜
８
時
　
会
場

＝
南
部
体
育
館
　
対
象
＝
中
学
生
以

上
　
参
加
料
＝
月
５
０
０
円
（
体
育

館
使
用
料
）

□申
直
接
会
場
で
　
□問

長
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
同
好
会
・
樋

口
さ
ん
1
34
・
２
３
０
３
（
４
月
29

日
-
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
、
南
部

体
育
館
で
国
際
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会

競
技
会
を
開
催
。
参
加
無
料
）

公
園
緑
地
課1

39
・
2
2
3
0

FAX
39
・
2
2
7
0

●１
花
と
緑
の
教
室

①
接
木
の
仕
方
に
つ
い
て

日
時
＝
４
月
13
日
g
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
厚
生
会

館
第
２
小
ホ
ー
ル
　
講
師
＝
山

上
正
夫
さ
ん
　
定
員
＝
70
人

参
加
料
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝

４
月
10
日
d
ま
で

②
春
ま
き
草
花
の
種
ま
き
と

育
て
方

日
時
＝
５
月
４
日

午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
千
秋
が

原
ふ
る
さ
と
の
森
管
理
事
務
所

前
　
講
師
＝
市
政
だ
よ
り
「
園

芸
教
室
」
担
当
・
小
林
正
夫
さ

ん
　
定
員
＝
40
人
　
参
加
料
＝

１
、５
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
５

月
１
日
d
ま
で

③
シ
ャ
コ
バ
サ
ボ
テ
ン
の

育
て
方
そ
の
１
（
植
え
替
え

と
さ
し
木
）

日
時
＝
５
月
11
日
g
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
厚
生
会

館
第
２
小
ホ
ー
ル
　
講
師
＝
関

矢
哲
男
さ
ん
　
定
員
＝
70
人

参
加
料
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝

５
月
８
日
d
ま
で

●２
長
岡
市
花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ア

10
周
年
記
念
「
市
民
プ
ラ
ン

タ
ー
づ
く
り
」
参
加
者
追
加

募
集
（
無
料
）

春
の
恒
例
行
事
の
長
岡
市
花

い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ア
が
10
周
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、

人
気
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
、「
市

民
プ
ラ
ン
タ
ー
づ
く
り
」
を
長

岡
駅
前
で
行
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
力
を
あ
わ
せ
て
、

長
岡
駅
前
を
花
い
っ
ぱ
い
に
し

ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
４
月
20
日
g
午
前
10
時

〜
午
前
11
時
30
分
（
受
付
午
前

９
時
30
分
か
ら
）

会
場
＝
J

R
長
岡
駅
大
手
口
前
広
場
（
壁

泉
前
）

申
し
込
み
＝
４
月
10

日
d
ま
で
（
当
日
受
付
分
も
あ

り
・
先
着
順
）

●３
花
の
広
場
で
花
植
え
を

し
ま
せ
ん
か
（
無
料
）

当
日
、
直
接
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
５
月
４
日
0
午
後
１
時

30
分
〜
２
時
30
分
（
雨
天
時
の

問
い
合
わ
せ
1
29
・
５
７
５
７
）

会
場
＝
千
秋
が
原
ふ
る
さ
と
の

森
花
の
広
場
　
持
ち
物
＝
移
植

ご
て青

少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

1
34
・
1
3
0
5

●１
楽
し
い
教
室
（
前
期
）

会
員
募
集

日
時
＝
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日

の
午
前
10
時
、
午
後
２
時
か
ら

（
初
心
者
水
泳
教
室
は
土
曜
日

の
午
後
１
時
30
分
ま
た
は
２
時

30
分
か
ら
）

申
し
込
み
＝
４

月
14
日
a
〜
21
日
a
に
会
費
を

添
え
て
直
接
、
青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
へ

●２
子
ど
も
映
画
劇
場
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
４
月
13
日
g
午
後
２
時

20
分
〜
３
時
10
分
　
内
容
＝
日

本
昔
ば
な
し
「
天
狗
の
羽
う
ち

わ
　
天
福
地
福
　
八
つ
化
け
頭

巾
」、
た
の
し
い
お
は
な
し
「
と

ら
ね
こ
め
い
た
ん
て
い
　
こ
び

と
と
い
も
む
し
」

●３
子
ど
も
パ
ソ
コ
ン
教
室

ス
キ
ャ
ナ
ー
で
写
真
を
取
り

込
ん
で
、
加
工
、
は
り
付
け
て
、

コ
メ
ン
ト
を
入
力
し
「
思
い
出

ア
ル
バ
ム
作
り
」
を
し
ま
す
。

期
日=

①
５
月
コ
ー
ス
…
５
月

18
日
g
・
19
日
a
・
25
日
g
・

26
日
a
②
６
月
コ
ー
ス
…
６
月

８
日
g
・
９
日
a
・
15
日
g
・

16
日
a

時
間
＝
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
　
対
象
＝
小
学
５
年

生
〜
中
学
生
　
定
員
＝
各
20
人

参
加
料
＝
１
、０
０
０
円
　
持
ち

物
＝
思
い
出
の
写
真
５
、
６
枚
、

筆
記
用
具
　
申
し
込
み
＝
４
月

９
日
c
午
前
９
時
30
分
か
ら
電

話
で土

曜
日
の
館
内
各
施
設
の

利
用
時
間
が
変
更
に
な
り

ま
す

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
＝
午
前
11
時

か
ら
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
、

３
時
20
分
か
ら
　
温
水
プ
ー
ル

＝
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

休
館
日
は
月
曜
日
、
祝
日
の

翌
日
で
す
（
土
・
日
曜
日
と
重

な
っ
た
場
合
は
開
館
し
ま
す
）。

福
祉
相
談
課1

39
・
2
2
1
8

FAX
32
・
0
1
6
0

●
長
岡
市
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座

厚
生
労
働
省
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
基
づ
き
、
聴
覚
障
害
者
等

が
講
義
・
実
技
指
導
を
行
い
ま

す
。

①
手
話
入
門
講
座

期
日
＝
５
月
14
日
〜
11
月
12
日

の
火
曜
日
（
５
月
21
日
、
６
月

４
日
、
７
月
16
日
、
８
月
13
日

・
20
日
、
９
月
17
日
・
24
日
、

10
月
15
日
、
11
月
５
日
を
除
く
。

計
18
回
）

対
象
＝
手
話
奉
仕

員
を
目
指
す
人
で
手
話
初
心
者

参
加
料
＝
５
、７
８
５
円（
テ
キ
ス

ト
・
ビ
デ
オ
代
）

②
手
話
基
礎
講
座

期
日
＝
５
月
10
日
〜
12
月
20
日

の
金
曜
日
（
５
月
24
日
、
６
月

21
日
、
７
月
19
日
、
８
月
２
日

・
16
日
、
９
月
６
日
、
10
月
11

日
、
11
月
22
日
を
除
く
。
計
25

回
）

対
象
＝
手
話
入
門
講
座

修
了
者
で
手
話
サ
ー
ク
ル
で
２

年
以
上
活
動
経
験
の
あ
る
人
ま

た
は
同
レ
ベ
ル
の
人
で
手
話
サ

ー
ク
ル
会
長
が
推
薦
し
た
人

参
加
料
＝
６
、４
０
５
円
（
テ
キ

ス
ト
・
ビ
デ
オ
代
）

◇
　
　
　
　
◇

コ
ー
ス
＝
昼
の
部
…
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
、
夜
の
部
…

午
後
７
時
〜
９
時
　
会
場
＝
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
手
話
入
門

講
座
の
昼
の
部
は
市
民
セ
ン
タ

ー
）

定
員
＝
①
各
30
人
②
各

20
人
　
申
し
込
み
＝
４
月
24
日

d
ま
で
に
、
は
が
き
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
、
希
望
講
座
名
と
コ

ー
ス
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

職
業
・
電
話
番
号
・
参
加
希
望

の
動
機
や
自
己
Ｐ
Ｒ
を
記
入
し
、

〒
９
４
０
―

８
５
０
１
幸
町
２

の
１
の
１
福
祉
相
談
課
へ
（
多

数
の
場
合
抽
選
。
②
は
手
話
サ

ー
ク
ル
ご
と
に
会
長
名
で
）

グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
営
業
期
間

＝
４
月
13
日
g
〜
11
月
30
日
g

開
園
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
４
〜
６
月
）

入

園
料
＝
15
歳
以
上
４
０
０
円
、

６
歳
以
上
15
歳
未
満
80
円
　
駐

車
料
＝
普
通
車
３
１
０
円

４
月
29
日
（
み
ど
り
の
日
）

は
春
の
都
市
緑
化
推
進
運
動
に

ち
な
み
入
園
無
料
（
駐
車
料
は

有
料
）。

☆
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア
02

期
間=

４
月
13
日
g
〜
５
月
12

日
a

●１
花
ス
ポ
ッ
ト

●

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
丘
〜
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
『
花
の
丘
』

を
55
万
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

が
彩
り
ま
す
（
見
ご
ろ
は
４

月
下
旬
〜
５
月
上
旬
）。

●

春
の
自
然
探
勝
路
〜
約
３
キ

ロ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に

は
、
カ
タ
ク
リ
、
雪
割
草
な

ど
の
花
々
が
顔
を
の
ぞ
か
せ

問
い
合
わ
せ
＝
越
後
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
1
47
・
8
0
0
1

ま
す
。

●２
花
の
種
プ
レ
ゼ
ン
ト

都
市
緑
化
推
進
運
動
に
ち
な

み
先
着
１
０
０
人
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。

期
日
＝
４
月
13
日
g
・
14
日
a

・
20
日
g
・
21
日
a
・
28
日
a

・
29
日
-

●３
花
車

色
と
り
ど
り
の
花
で
飾
ら
れ

た
エ
コ
カ
ー
が
園
内
に
春
風
を

運
び
ま
す
。

期
日
＝
４
月
13
日
g
・
14
日
a

●４
太
鼓
演
奏

期
日
＝
４
月
14
日
a
・
21
日
a

・
28
日
a

●５
熱
気
球
試
乗
体
験

期
日
＝
４
月
14
日
a

●６
遊
び
の
広
場

和
凧だ

こ

、
風
車
、
し
ゃ
ぼ
ん
玉

を
つ
く
っ
て
春
風
に
の
せ
て
み

ま
せ
ん
か
。

期
日
＝
４
月
29
日
-

●７
自
然
観
察
会

「
春
の
雑
木
林
」

期
日
＝
４
月
21
日
a
・
28
日
a

（
事
前
申
し
込
み
必
要
）

●８
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ラ
リ
ー

期
日
＝
４
月
13
日
g
・
14
日
a

・
20
日
g
・
21
日
a

●９
公
園
め
ぐ
り
グ
リ
ー
ン

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

期
日
＝
４
月
13
日
g
・
14
日
a

・
20
日
g
・
21
日
a
・
28
日
a

・
29
日
-

●10
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
製
作
体
験
教
室
）

①
し
ゅ
ん
こ
う
の

和
紙
ち
ぎ
り
絵（
４
月
20
日
・

21
日
）

②
銀
粘
土
ア
ク
セ
サ
リ
ー

（
４
月
20
日
・
21
日
）

③
ワ
イ
ヤ
ー
ワ
ー
ク

（
４
月
14
日
・
21
日
）

④
縄
文
の
ク
ル
ミ
を

楽
し
も
う
！
（
４
月
29
日
）

⑤
押
し
花
（
４
月
28
日
・
29
日
）

⑥
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー

（
４
月
28
日
・
29
日
）

●11
園
芸
市
・
産
直
販
売
・

飲
食
販
売
コ
ー
ナ
ー

期
日
＝
４
月
28
日
a
・
29
日
-

☆
ば
ら
講
習
会
「
芽
か
き
と
春

の
切
り
戻
し
」（
無
料
）

日
時
＝
４
月
14
日
a
午
前
10
時

〜
正
午
（
受
付
は
９
時
45
分
か

ら
暖
の
館
で
）

定
員
＝
30
人

持
ち
物
＝
せ
ん
定
ば
さ
み
・
革

手
袋
（
貸
出
あ
り
）

内
容
＝

講
習
と
実
地
作
業
　
講
師
＝
新

潟
ば
ら
会

4
月
13
日
G

国
営
越
後
丘
陵
公
園
オ
ー
プ
ン
！

’

▲チューリップの丘

雪
国
植
物
園
へ
ど
う
ぞ

開
園
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
入
園
は
午
後
４
時

30
分
ま
で
）

入
園
料
＝
大

人
（
高
校
生
以
上
）
３
０
０

円
、
子
ど
も
２
０
０
円

①
植
物
園
内
全
コ
ー
ス
ハ
イ

キ
ン
グ
…
４
月
14
日
a

②
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
と
雪
椿
の

鑑
賞
…
４
月
21
日
a

③
み
ど
り
の
森
の
音
楽
会
…

４
月
29
日
-
午
後
１
時
か

ら
催
し
の
時
間
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
雪
国
植
物
園

1
46
・
０
０
３
０

▲雪国植物園（３月17日）

教
室
名�

絵   

と�

工   

作�

理   

科�

工   

作�

模  

型�

工  

作�

電  

子�

工  

作�

将
　
棋�

焼
　
物�

書
　
道�

星
　
空�

絵
　
　
と�

デ
ザ
イ
ン�

初
心
者�

水
　
泳�

対
　
象�

定
員�

回
数�

会
　
費�

小
　
　
１�

小
２
以
上�

小
３
以
上�

小
３
以
上�

小
３
以
上�

小
３
以
上�

小
３
以
上�

小
５
以
上�

小
１
以
上�

泳
げ
な
い�

小
学
生�

20人�60
人�

1
、
4
0
0
円
�

1
、
2
0
0
円
�

2
、
0
0
0
円�

1
、
5
0
0
円�

1
、
0
0
0
円�

1
、
0
0
0
円�

（
別
に
材
料
費
）�

１
、
０
０
０
円�

（
別
に
材
料
費
）�

1
、
0
5
0
円�

（
保
険
料
含
む
）�

3
5
0
円�

（
別
に
星
座
盤
代
）�

10回　5月～7月�10回（星空は7回）5月～7月�

無
　
料�

5回�
5月～6月�

6回�
5月～6月�

多彩なイベントを開催
するよ！みんな来てね

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
の
日
無
料
開
放

大
人
は
有
料
で
す
。

期
日
＝
５
月
５
日
-

科
学

コ
ー
ナ
ー
＝
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
５
時
　
温
水
プ
ー
ル

＝
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
＝
午
前
11

時
か
ら
、
午
後
１
時
30
分
か

ら
、
３
時
20
分
か
ら
（
番
組

「
ア
ラ
ジ
ン
の

大
冒
険
」）

（ ）休



23 22

■
サ
ル
サ
・

メ
レ
ン
ゲ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ス

初
心
者
大
歓
迎
。
直
接
会
場
へ
ど

う
ぞ
。

日
時
＝
毎
月
第
４
土
曜
日
午
前
10
時

30
分
〜
正
午
　
会
場
＝
地
球
広
場（
市

民
セ
ン
タ
ー
内
）

参
加
料
＝
１
回

２
０
０
円
（
当
日
に
）

講
師
＝
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
留
学
生
会
　
□問
地
球
広
場

1
39
・
２
７
１
４

■
02
「
Ｂ
・
フ
リ
ー
」
ス
プ
リ
ン

グ
ラ
ン
in
長
岡

視
覚
障
害
者
ラ
ン
ナ
ー
と
ラ
ン
ニ

ン
グ
愛
好
者
と
の
交
流
の
場
で
す
。

期
日
＝
５
月
12
日
a
（
雨
天
決
行
）

会
場
＝
市
営
ス
キ
ー
場
　
日
程
＝
受

付
…
午
前
９
時
30
分
か
ら
（
第
１
ロ

ッ
ジ
）
、
ス
タ
ー
ト
…
10
時
30
分
、

交
流
会
…
午
後
０
時
30
分
　
コ
ー
ス

＝
①
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
５
㎞
、
10
㎞
）

②
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
③
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

（
健
脚
）

参
加
料
＝
男
性
２
、５
０

０
円
、
女
性
２
、０
０
０
円
、
こ
ど
も

１
、０
０
０
円
（
昼
食
、
保
険
代
含
む
）

貸
し
切
り
バ
ス
＝
行
き
…
J
R
長
岡

駅
大
手
口
午
前
９
時
30
分
発
、
帰
り

…
現
地
午
後
３
時
発
（
片
道
２
０
０

円
）

□申
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
希
望
コ
ー
ス
名
、
交
流

会
出
席
と
貸
し
切
り
バ
ス
利
用
の
有

無
を
記
入
し
、
４
月
20
日
g
必
着
で

〒
９
４
０
―

０
８
６
４
川
崎
６
の
８

６
５
６
の
14
中
島
隆
雄
さ
ん
1
・
FAX

34
・
６
８
７
５
、
Ｅ
メ
ー
ルnkjm

-
t@
nct9.ne.jp

へ

■
県
立
東
山
自
然
公
園
山
開
き

期
日
＝
４
月
21
日
a
（
小
雨
決
行
）

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

集
合
時
間
＝
午
前
８
時
に
栖
吉
町
バ

ス
停
・
終
点
　
コ
ー
ス
＝
栖
吉
〜
花

立
峠
〜
鋸
山
〜
真
木
林
道
〜
栖
吉

参
加
料
＝
３
０
０
円
（
当
日
に
）
持

ち
物
＝
昼
食
、
水
筒
、
雨
具
、
軍
手

□申
４
月
19
日
f
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
1
32
・
６
１
１
７
へ
　
□問
酒
井

さ
ん
1
36
・
０
４
５
２

■
学
校
開
放

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
（
前
期
）

コ
ー
ス
と
期
間
＝
①
中
島
小
学
校
コ

ー
ス
…
４
月
８
日
〜
７
月
８
日
の
毎

週
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）
②
長
岡
高

校
コ
ー
ス
…
４
月
25
日
〜
７
月
11
日

の
毎
週
木
曜
日
（
祝
日
除
く
）

時

間
＝
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

対
象
＝
高
校
生
以
上
　
参
加
料
＝
３
、

０
０
０
円
（
初
回
に
）

□申
直
接
会

場
で
　
□問
①
村
田
さ
ん
1
35
・
１
１

６
９
②
倉
内
さ
ん
（
下
川
西
小
学
校
）

1
27
・
０
５
１
９

■
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

日
時
と
会
場
＝
４
月
22
日
b
午
前
９

時
〜
正
午
…
北
部
体
育
館
、
23
日
c

午
前
９
時
〜
正
午
…
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
、
25
日
e
午
前
９
時
〜
正
午

…
市
民
体
育
館
、
26
日
f
午
後
１
時

〜
５
時
…
南
部
体
育
館
　
参
加
料
＝

無
料
　
持
ち
物
＝
運
動
靴
、
運
動
の

で
き
る
服
装
　
□申
当
日
会
場
で

□問

土
田
さ
ん
1
33
・
７
１
５
０

■
お
は
よ
う
市
民
マ
ラ
ソ
ン

日
時
＝
４
月
14
日
〜
９
月
29
日
の
毎

週
日
曜
日
午
前
６
時
〜
７
時
（
雨
天

中
止
）

集
合
＝
陸
上
競
技
場
南
側

ゲ
ー
ト
前
　
参
加
料
＝
中
学
生
以
下

３
０
０
円
、
高
校
生
以
上
１
、０
０
０

円
（
初
回
に
）

□申
会
場
で

□問
佐
々

木
さ
ん
1
28
・
０
０
７
５
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話、FAX、
Eメールで申し込んでください。先着
順で受け付けます。�

青
少
年
育
成
課

1
32
・
0
5
8
1

●１
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

期
日
＝
４
月
29
日
-

会
場
＝

国
営
越
後
丘
陵
公
園
　
対
象
＝

小
・
中
学
生
　
内
容
＝
野
外
ワ

イ
ド
ゲ
ー
ム
「
超
新
戦
チ
ャ
レ

ン
ジ
王
国
」、
わ
ん
ぱ
く
鍋
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
　
参
加

料
＝
４
０
０
円
　
申
し
込
み
＝

４
月
11
日
e
ま
で
に
子
ど
も
会
、

少
年
団
体
な
ど
へ

●２
成
人
式

日
時
＝
５
月
３
日
-
午
前
11
時

〜
11
時
40
分
（
受
付
は
10
時
か

ら
）

対
象
＝
昭
和
56
年
４
月

２
日
〜
57
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
、
長
岡
市
に
住
民
登
録
ま
た

は
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人

会
場
＝
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル

内
容
＝
式
典
、
記
念
演
奏
（
保

育
園
児
の
悠
久
太
鼓
）

対
象
者
へ
４
月
12
日
f
に
案

内
状
を
発
送
し
ま
す
。
当
日
受

付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
学
業
や
就
業
の
関
係

で
市
外
に
住
所
異
動
し
た
人
で

出
席
を
希
望
す
る
人
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

1
34
・
1
3
0
5

●
大
人
の
た
め
の

初
心
者
水
泳
教
室

泳
げ
な
い
人
が
対
象
で
す
。

期
日
＝
４
月
26
日
〜
７
月
５
日

の
毎
週
金
曜
日
午
後
３
時
〜
４

時
（
計
10
回
）
内
容
＝
水
な
れ

か
ら
ク
ロ
ー
ル
ま
で
　
定
員
＝

15
人
　
参
加
料
＝
５
、２
５
０
円

（
３
カ
月
会
員
券
、
ス
ポ
ー
ツ

保
険
。
65
歳
以
上
３
、１
５
０
円
。

当
日
プ
ー
ル
使
用
料
を
納
め
る

方
法
も
あ
り
）

申
し
込
み
＝

４
月
９
日
c
〜
21
日
a
に
参
加

料
を
添
え
て
直
接
、
青
少
年
文

化
セ
ン
タ
ー
へ

市
営
ス
キ
ー
場

1
34
・
2
2
2
5

●
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス

が
オ
ー
プ
ン
！

全
長
約
１
キ
ロ
と
６
０
０
メ

ー
ト
ル
の
２
つ
の
コ
ー
ス
が
あ

り
、
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で

楽
し
め
ま
す
（
団
体
利
用
や
大

会
の
開
催
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

期
間
＝
４
月
15
日
b
〜
10
月
末

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
　
使
用
料
＝
無
料

&
長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）

1
34
・
2
7
0
0

●
ヒ
ッ
プ
ボ
ー
ド
ア
ン
ド

マ
ウ
ン
テ
ン
ボ
ー
ド

体
験
教
室

日
時
＝
５
〜
11
月
の
土
・
日
・

祝
日
（
雨
天
中
止
）
①
午
前
10

時
〜
正
午
②
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
　
参
加
料
＝
１
回
３
、

０
０
０
円
（
保
険
料
、
ボ
ー
ド

レ
ン
タ
ル
料
含
む
）

定
員
＝

20
人
　
会
場
＝
市
営
ス
キ
ー
場

持
ち
物
＝
手
袋
（
軍
手
な
ど
）、

運
動
の
で
き
る
服
装
　
申
し
込

み
＝
M
B
エ
イ
ト
ク
ラ
ブ
・
本

田
昇
さ
ん
1
36
・
４
７
１
６（
前

日
ま
で
に
）

☆
上
期
の
イ
ベ
ン
ト
☆

■
市
民
企
画
公
募
型
事
業

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
『
レ
ク
イ
エ
ム
』

長
岡
演
奏
会

日
時
＝
４
月
29
日
-
午
後
３
時

か
ら
〈
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
〉

14
、
15
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
。

■
渡
辺
美
里
　
ｍ
ｉ
ｓ
ａ
ｔ
ｏ

じ
ゃ
じ
ゃ
馬
な
ら
し
ツ
ア
ー

02
日
時
＝
５
月
17
日
f
午
後
６
時

30
分
か
ら
〈
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
〉

■
ユ
ニ
オ
ン
ツ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ

ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
仲
道
郁
代
〜

子
供
た
ち
へ
の
お
く
り
も
の

〜
絵
と
お
話
と
ピ
ア
ノ
で
つ

づ
る
”星
の
ど
う
ぶ
つ
た
ち
“

日
時
＝
６
月
16
日
a
午
後
２
時

か
ら
〈
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
〉

■
上
杉
祥
三
俳
優
メ
ソ
ッ
ド

講
師
に
上
杉
祥
三
さ
ん
を
迎

え
る
上
級
者
向
け
の
俳
優
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
。

期
間
＝
６
月
〜
７
月

■
高
校
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

講
師
に
上
杉
祥
三
さ
ん
を
迎

え
る
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

期
間
＝
８
月
〜
９
月

■
夏
休
み
こ
ど
も
ス
テ
ー
ジ

月
猫
え
ほ
ん
音
楽
会

リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
全
館
を
開

放
し
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し

い
遊
び
の
場
を
、
市
民
か
ら
な

る
実
行
委
員
が
中
心
と
な
っ
て

つ
く
り
あ
げ
ま
す
。
そ
の
ラ
ス

ト
を
飾
る
の
が
『
月
猫
え
ほ
ん

音
楽
会
』（
仮
称
）
で
す
。

日
時
＝
８
月
17
日
g
午
後
４
時

か
ら

■
中
澤
桂
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

響
き
合
う
歌
声

出
演
者
を
募
集
し
、
オ
ー
デ

ィ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
合
格

者
は
中
澤
桂
さ
ん
指
導
の
公
開

レ
ッ
ス
ン
を
経
て
、
コ
ン
サ
ー

ト
に
出
演
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
14
日
g
午
後
２
時

か
ら

■
ユ
ニ
オ
ン
ツ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ

ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
仲
道
郁
代
ピ

ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

国
内
外
で
幅
広
い
音
楽
活
動

を
展
開
し
て
い
る
、
ピ
ア
ニ
ス

ト
・
仲
道
郁
代
さ
ん
。
彼
女
の

温
か
い
抒じ

ょ

情
と
完
璧
な
ま
で
の

技
巧
に
は
定
評
が
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
９
月
26
日
e
午
後
７
時

か
ら

■
三
善
晃
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

響
き
合
う
ピ
ア
ノ

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ

た
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
三
善
晃
さ
ん

の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
、
コ
ン
サ

ー
ト
に
出
演
し
ま
す
。

期
日
＝
10
月
13
日
a

■
大
和
篠
笛
と
中
国
古
筝
の
出

会
い
　
狩
野
泰
一
・
シ
ャ
ン
・

シ
ャ
オ
チ
ン
　
ジ
ョ
イ
ン
ト

コ
ン
サ
ー
ト

中
国
に
古
来
伝
わ
る
古
筝
と
、

和
楽
器
・
篠
笛
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
。

日
時
＝
10
月
24
日
e
午
後
７
時

か
ら

☆
ス
タ
ジ
オ
の
使
用

申
込
手
続
き
を
簡
素
化

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
使
用

☆
市
民
芸
術
文
化
活
動
助
成
事
業
（
上
期
）
が
決
定

状
況
の
検
索
方
法
や
申
込
票
の

様
式
な
ど
が
５
月
か
ら
変
わ
り

ま
す
。

☆
平
成
15
年
度
の
市
民

企
画
公
募
型
事
業
を

募
集
し
ま
す

市
民
の
み
な
さ
ん
の
企
画
を

財
団
が
自
主
事
業
と
し
て
実
施

し
ま
す
。

経
費
の
全
額
を
財
団
が
負
担

し
、
実
施
に
か
か
わ
る
業
務
は
、

提
案
者
と
財
団
が
協
力
し
な
が

ら
行
い
ま
す
。
応
募
さ
れ
た
事

業
は
事
業
企
画
審
査
委
員
会
で

審
査
し
、
採
用
を
決
定
し
ま
す
。

対
象
ジ
ャ
ン
ル
＝
音
楽
、
演
劇
、

舞
踊
、
伝
統
芸
能
な
ど
舞
台
芸

術
一
般
　
対
象
事
業
＝
市
民
が

企
画
す
る
創
作
事
業
、
鑑
賞
事

業
、
人
材
育
成
事
業
な
ど
で
、

平
成
15
年
４
月
１
日
〜
平
成
16

年
３
月
31
日
に
実
施
さ
れ
る
も

の
ま
た
は
事
業
着
手
が
必
要
な

も
の
（
市
民
芸
術
文
化
活
動
助

成
事
業
に
応
募
し
た
事
業
を
除

く
）

募
集
期
限
＝
９
月
30
日

b
ま
で

長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
ガ
イ
ド
1
29
・
7
7
1
1

▲仲道郁代さん

（財）
，

▲月猫えほん音楽会

催
　
　
　
　
　
　
し�

主
　
　
催
　
　
団
　
　
体�

越
後
な
が
お
か
寄
席�

入
船
亭
扇
辰
真
打
昇
進
披
露
公
演�

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト�

杉
並
児
童
合
唱
団
と
長
岡
の
友
だ
ち�

長
岡
ア
ジ
ア
映
画
祭�

オ
ペ
ラ
ハ
イ
ラ
イ
ト�

コ
ン
サ
ー
ト�

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア�

支
援
コ
ン
サ
ー
ト�

越
後
な
が
お
か�

寄
席
実
行
委
員
会�

「
杉
並
児
童
合
唱
団
と�

長
岡
の
友
だ
ち
」
実
行
委
員
会�

市
民
映
画
館
を
つ
く
る
会�

長
岡
オ
ペ
ラ
協
会�

新
潟
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
協
会�

ス
ポ
ー
ツ�

▲そう快！

▲昨年の成人式で

総
合
観
光
案
内
看
板
と

三
尺
玉
打
ち
上
げ
筒

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
完
成

総
合
観
光
案
内
看
板
は
、
Ｊ

Ｒ
長
岡
駅
大
手
口
の
地
下
道
出

入
口
に
あ
り
ま
す
。

施
設
案
内
マ
ッ
プ
の
ほ
か
、

長
岡
市
を
訪
れ
た
人
た
ち
に
ふ

る
さ
と
の
人
び
と
、
長
岡
の
四

季
な
ど
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
手
口
前
広
場
の
壁

泉
前
に
は
、
三
尺
玉
打
ち
上
げ

筒
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
出
来
ま
し

た
。
長
岡
ま
つ
り
の
シ
ン
ボ
ル

正
三
尺
玉
の
打
ち
上
げ
用
の
筒

（
大
正
15
年
に
信
濃
川
河
川
敷

に
完
成
。
平
成
12
年
に
老
朽
化

の
た
め
役
割
を
終
え
た
）
を
歴

史
遺
産
と
し
て
展
示
し
た
も
の

で
、
迫
力
い
っ
ぱ
い
で
す
（
表

紙
参
照
）。

４
月
15
日
B
に

市
営
ス
キ
ー
場
の
サ
マ
ー

ボ
ブ
ス
レ
ー
が
オ
ー
プ
ン

全
長
４
８
８
メ
ー
ト
ル
、
ト

ン
ネ
ル
や
カ
ー
プ
の
つ
づ
く
ボ

ブ
ス
レ
ー
コ
ー
ス
で
、
ス
リ
ル

と
そ
う
快
感
を
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
み
な
さ
ん
お
そ
ろ
い

で
ど
う
ぞ
。

期
間
＝
11
月
15
日
f
ま
で
（
雨

天
の
場
合
、
サ
マ
ー
ボ
ブ
ス
レ

ー
は
滑
走
で
き
ま
せ
ん
）

時

間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休
場
日
＝
毎
週
水
曜
日
（
７
月

25
日
〜
８
月
31
日
除
く
）

食

堂
＝
市
営
ス
キ
ー
場
の
第
２
ロ

ッ
ジ
２
階
で
毎
週
土
・
日
曜
日

と
祝
日
に
営
業
　
問
い
合
わ
せ

＝
市
営
ス
キ
ー
場
1
34
・
２
２

２
５

▲総合観光案内看板

サマーボ
ブスレー�

サ マ ー �
リ フ ト �

中学生�
以　上�小 学 生�

団　体�
（20人以上）�

200円�

1,000円�

1回券�

6回券�

1回券�

6回券�

100円�

500円�

100円�

500円�

100円�

’
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■
長
岡
ゴ
ル
フ
協
会
会
員
募
集

年
会
費
＝
１
、０
０
０
円
　
□問
長
岡
ゴ

ル
フ
協
会
事
務
局
1
46
・
３
１
３
０

【
春
の
親
善
ゴ
ル
フ
大
会
】

長
岡
ゴ
ル
フ
協
会
会
員
が
対
象
。

日
時
＝
５
月
６
日
0

会
場
と
定
員

＝
①
長
岡
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
…
３

０
０
人
②
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
長
岡
…
２

０
０
人
　
参
加
料
＝
３
、０
０
０
円

プ
レ
ー
代
＝
①
ビ
ジ
タ
ー
１
２
、７
０

０
円
、
メ
ン
バ
ー
８
、４
０
０
円
②
ビ

ジ
タ
ー
１
０
、０
０
０
円
、
メ
ン
バ
ー

５
、９
０
０
円

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

■
お
は
よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ

期
日
＝
４
月
20
日
〜
７
月
20
日
の
毎

週
土
曜
日
（
雨
天
中
止
）

集
合
＝

中
央
公
民
館
に
午
前
６
時
　
参
加
料

＝
１
、０
０
０
円
（
初
回
に
）

□申
４

月
17
日
d
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

1
32
・
６
１
１
７
ま
た
は
市
内
の
自

転
車
店
へ
　
□問
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協

会
事
務
局
・
猪
俣
さ
ん
1
33
・
１
８

７
２

■
婦
人
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

初
心
者
講
習
会

日
時
＝
５
月
14
日
〜
28
日
の
毎
週
火

曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　
会
場

＝
厚
生
会
館
小
ホ
ー
ル
　
コ
ー
ス
＝

一
般
、
シ
ル
バ
ー
　
参
加
料
＝
６
０

０
円
（
初
回
に
）

持
ち
物
＝
動
き

や
す
い
服
装
、
室
内
運
動
靴
　
□申
５

月
２
日
e
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

1
32
・
６
１
１
７
へ
　
□問
黒
田
さ
ん

1
36
・
１
９
２
６

■
悠
久
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

日
時
＝
４
月
14
日
〜
９
月
１
日
の
毎

週
日
曜
日
午
後
１
時
〜
３
時
（
計
18

回
）

会
場
＝
青
少
年
文
化
セ
ン
タ

ー
　
対
象
＝
小
学
２
〜
４
年
生
　
定

員
＝
70
人
　
参
加
料
＝
１
０
、０
０
０

円
　
□申
４
月
13
日
g
正
午
か
ら
青
少

年
文
化
セ
ン
タ
ー
で
（
多
数
の
場
合

午
後
０
時
15
分
か
ら
抽
選
）

□問
悠

久
ス
イ
ミ
ン
グ
事
務
局
1
33
・
３
４

４
２

■
ち
び
っ
こ
剣
道
教
室

日
時
＝
５
月
10
日
か
ら
の
毎
週
金
曜

日
午
後
４
時
〜
５
時
　
会
場
＝
市
民

体
育
館
　
対
象
＝
年
長
児
20
人
　
会

費
＝
月
２
、０
０
０
円
　
持
ち
物
＝
運

動
の
で
き
る
服
装
　
□申
５
月
７
日
c

ま
で
に
桜
剣
士
会
・
渡
辺
さ
ん
1
35

・
１
０
２
２
へ

長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
特に記載のないものは、電話、FAX、
Eメールで申し込んでください。先着
順で受け付けます。�

&
長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）

1
34
・
2
7
0
0

●１
市
民
体
育
館
「
初
心
者
の

た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

レ
ッ
ス
ン
」（
無
料
）

体
力
テ
ス
ト
の
結
果
に
基
づ

き
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
（
要

施
設
利
用
料
）。
団
体
で
の
申

し
込
み
や
他
の
時
間
で
の
希
望

に
も
応
じ
ま
す
。

日
時
＝
毎
週
火
・
木
曜
日
の
①

午
前
10
時
〜
正
午
②
午
後
７
時

〜
９
時
　
対
象
＝
中
学
生
以
上

（
１
回
４
人
）

持
ち
物
＝
運
動

の
で
き
る
服
装
、
内
履
き
靴

申
し
込
み
＝
希
望
日
の
２
日
前

ま
で

●２
希
望
が
丘

テ
ニ
ス
レ
ッ
ス
ン

日
時
＝
４
月
８
日
〜
11
月
25
日

毎
週
月
曜
日
（
雨
天
中
止
）
①

午
後
７
時
〜
８
時
②
午
後
８
時

〜
９
時
　
会
場
＝
希
望
が
丘
テ

ニ
ス
場
　
対
象
＝
高
校
生
以
上

の
初
級
者
　
参
加
料
＝
１
時
間

１
、
０
０
０
円
　
持
ち
物
＝
運

動
の
で
き
る
服
装
、
ラ
ケ
ッ
ト
、

テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
　
申
し
込
み

＝
当
日
会
場
で

●３
市
民
体
育
祭
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
兼
東
京
杯
ダ
ブ
ル
ス

選
手
権
大
会

日
時
＝
４
月
21
日
a
午
前
８
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
市
民
体
育

館
　
種
目
＝
①
市
民
体
育
祭（
シ

ン
グ
ル
ス
）
…
一
般
男
女
（
A

・
B
）、高
校
男
女
、
中
学
男
女
、

小
学
男
女
②
東
京
杯
（
ダ
ブ
ル

ス
）
…
男
女

参
加
料
＝
①
一

般
６
０
０
円
、
高
校
生
５
０
０

円
、
小
・
中
学
生
３
０
０
円
②

一
般
１
、２
０
０
円
、
高
校
生
以

下
１
、０
０
０
円（
各
１
組
）

申

し
込
み
＝
４
月
８
日
b
ま
で
に

参
加
料
を
添
え
て
市
民
体
育
館

へ●４
市
民
早
起
き
野
球
大
会

期
日
＝
５
月
26
日
a
か
ら
　
会

場
＝
悠
久
山
野
球
場
、
信
濃
川

河
川
公
園
　
対
象
＝
市
内
に
居

住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
　
参
加

料
＝
１
チ
ー
ム
９
、０
０
０
円

ク
ラ
ス
＝
一
般
の
部
（
１
チ
ー

ム
20
人
以
内
）、
壮
年
の
部（
40

歳
以
上
ま
た
は
女
性
、
１
チ
ー

ム
20
人
以
内
）

申
し
込
み
＝

４
月
８
日
b
〜
５
月
２
日
e
に

参
加
料
を
添
え
て
市
民
体
育
館

へ
　
抽
選
会
＝
５
月
13
日
b
午

後
６
時
か
ら
市
民
体
育
館
で

サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡

1
36
・
7
2
0
0

●
ダ
ン
ベ
ル
体
操
教
室

日
時
＝
５
月
15
日
〜
７
月
24
日

の
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
８

時
30
分
（
計
10
回
）

定
員
＝

25
人
　
参
加
料
＝
２
、０
０
０
円

申
し
込
み
＝
４
月
17
日
d
〜
21

日
a

ス ポ ー ツ 教 室

ス
ポ
ー
ツ�

教室名�

内　容�

対　象�

時　間�

参加料�

申し込み�

期　間�

募集定員�

親　子　ふ　れ　あ　い　コ　ー　ス�

平成11年4月2日～平成12年4月1日までに生まれた子どもとその保護者�

10：30～11：30

30　組�

5月2日～3月27日・毎週木曜日�

親と子どものスキンシップ。走る、跳ぶ、投げるなどの発達段階に応じた運

動。�

5，000円×3回払（体育館使用料込み）�

4月15日b午前9時から電話で北部体育館124・6116へ�

東蔵王２の２の72

学校町�
１の２の１�市�民�体�育�館�

教室名�

対　象�

募集定員�

期　間�

参加料�

申し込み�

時　間�

内　容�

親　子　体　育　教　室�

め　　ば　　え� ひ　よ　こ�

火曜日コース�水曜日コース�金曜日コース� 水曜日コース�木曜日コース�金曜日コース�

30　組� 15　組� 20　組� 20　人� 15　人�

� 10：30～11：30 16：00～17：00 16：00～17：00

4，000円×３回払�
（体育館使用料込み）�

平成11年4月2日～平成12年
4月1日までに生まれた子ど
もとその保護者�

平成8年4月2日～平成11年4
月1日までに生まれた子ども
とその保護者�

小学校1～3年生�

5月7日～�
　3月18日�

5月8日～�
　3月12日�

5月10日～�
　3月14日�

5月10日～�
　3月14日�

5月8日～�
　3月12日�

5月9日～�
　3月20日�

毎週火曜日�毎週水曜日�毎週金曜日� 毎週金曜日�毎週水曜日�毎週木曜日�

親と子のスキンシップ。走る、跳ぶ、投げるなどの発達段階
に応じた基礎運動。ボールやマットを使った運動、リズム体
操など。�

5，000円×３回払（体育館使用料込み）�

午前９時から電話で市民体育館1３４・２７００へ�
４月15日b ４月16日c ４月17日d

幼年体育教室�

つ　ば　さ�

・器具を使った基礎運動�
・集団遊び�
・各種スポーツ、ゲーム�

教室名�

期　間�

内　容�

�
対　象�

時　間�

参加料�

申し込み�

募集定員�

親子体育教室�

平成11年4月2日～平成12年�
4月1日までに生まれた子ど�
もとその保護者�

10：30～11：30

火曜日コース�木曜日コース�

25　組�

5月7日～　�
　3月18日�

5月9日～　�
　3月13日�

毎週火曜日� 毎週木曜日�

・親子のスキンシップ体操�
・リズム体操�
・各種ゲーム�

5，000円×3回払�
（体育館使用料込み）�

4月16日c午前9時から電話�
で南部体育館139・3600へ�

南�
部�
体�
育�
館�
曲
新
町�

５
６
４
の
３�

北�部�体�育�館�

火曜日コース�

5月7日～�
　3月18日�
毎週火曜日�

13：30～14：30

※大会などのため日程を変更する場合があります。 〈初回に持参するもの〉
・参加料　・運動のできる服装　・内履きの運動靴　・タオル
・顔写真１枚（縦５㎝×横４㎝、裏に氏名を記入） ・印鑑

使用開始日は、�
天候やグラウン�
ド整備の状況に�
より変更する場�
合があります。�

屋�
外�
運�
動�

設�
施�

の�
利�
用�
案�
内�

申し込み� 施　　　設　　　名� 使用開始日�

4月15日b

4月8日b

5月1日d

4月8日b

随　　　時�
4月15日b

4月1日b
（ナイターも　�
　同日開始）　�

4月15日b
（ナイターは　
5月1日d
開始） 　�

一　般　使　用� 大　　会　　使　　用�

信 濃 川 河 川 公 園 �
ス ポ ー ツ 広 場 �
信 濃 川 南 部 運 動 公 園 �
信 濃 川 右 岸 運 動 公 園 �
北 部 運 動 公 園 �

北 中 ナ イ タ ー 施 設 �
宮 内 中 ナ イ タ ー 施 設 �
大 島 中 ナ イ タ ー 施 設 �
関 原 中 ナ イ タ ー 施 設 �

悠 久 山 野 球 場 �

陸　上　競　技　場�
 127・6300

ニュータウンいこいの広場�
147・0088

東　山　テ　ニ　ス　場�
 136・3620

希望が丘テニス場�
 129・1082

 4月30日までの貸出しを、4
月10日dから（悠久山野球
場は4月1日bから）、先着
順で受け付けます。5月1日
以降の使用については、使
用する前月の20日午前10
時から市民体育館で抽選し
ます（20日が土・日曜日の場
合は、翌月曜日）。�

 4月1日bから受付開始で、
使用する日の1カ月前から
受け付けます（電話でも
可）。�

使用する日の3カ月前から受け付けま
す（原則として100人程度以上のも
のに限ります）。�

 4月1日bから受付開始で、
使用する日の1カ月前から
受け付けます（電話でも
可）。ただし、4月6・7・
13・14日は除く。�

8月31日までの貸出しを4月10日d～4
月15日b、市民体育館で仮受付します。�
9月1日以降は、大会を開く月の3カ月前
の1日～5日、仮受付とします。�
なお、４月と5月中の休日は、全県的大会
を除き、大会使用を受け付けません。�

市
　
民
　
体
　
育
　
館�

　
　
1�
　
・
２
７
０
０�

直
　
接
　
各
　
施
　
設
　
へ�

３４�

※北部体育館は、床改修工事のため、平成14年12月～平成15年1月の間、スポーツフロアの利用ができなくなります。 ▲高橋知佳子ちゃんと美織さん（手前・３月
15日に市民体育館で行われた親子体育教室で）

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験
教
室

日
時
＝
５
〜
11
月
の
土
・
日
・
祝
日

（
雨
天
中
止
）
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
３
時
　
参
加
料
＝
１
日
体
験
コ
ー

ス
…
８
、０
０
０
円
、
２
日
体
験
コ
ー

ス
…
１
２
、０
０
０
円
（
両
コ
ー
ス
と

も
保
険
料
、レ
ン
タ
ル
料
含
む
）
対

象
＝
中
学
生
以
上
　
会
場
＝
市
営
ス

キ
ー
場
　
持
ち
物
＝
手
袋
（
軍
手
な

ど
）
、
運
動
の
で
き
る
服
装
　
申
し

込
み
＝
パ
ラ
エ
イ
ト
ク
ラ
ブ
・
本
田

昇
さ
ん
1
36
・
４
７
１
６
（
前
日
ま

で
に
）

問
い
合
わ
せ
＝
7
長
岡
市

体
育
協
会
1
34
・
２
７
０
０

▲パラグライダー体験教室
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■
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集

①
練
習
日
時
②
会
場
③
対
象
④
会
費

⑤
申
し
込
み

【
サ
ッ
カ
ー
】

◇
レ
オ
ネ
ス
長
岡
Ｊ
Ｆ
Ｃ
…
①
毎
週

月
・
木
曜
日
午
後
６
時
〜
７
時
30
分
、

土
ま
た
は
日
曜
日
午
後
２
時
〜
６
時

②
新
町
小
学
校
ま
た
は
リ
ッ
ツ
サ
ッ

カ
ー
場
③
小
学
生
④
小
学
１
・
２
年

生
６
、０
０
０
円
、
３
〜
６
年
生
１
２
、

０
０
０
円
⑤
荒
木
さ
ん
1
32
・
１
３

１
４
（
昼
）、
1
24
・
５
９
６
２
（
夜
）

【
野
球
】

◇
太
子
…
①
土
・
日
・
祝
日
の
午
前

９
時
〜
正
午
ま
た
は
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分
②
信
濃
川
北
部
運
動
公

園
③
小
学
生
④
細
貝
さ
ん
1
33
・
３

２
９
５

【
柔
道
・
剣
道
・
空
手
】

◇
長
岡
市
柔
道
教
室
…
①
毎
週
火
・

水
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
、
金

曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
、
土
曜

日
午
後
６
時
〜
７
時
30
分
②
市
民
体

育
館
武
道
場
③
小
・
中
学
生
④
小
学

生
…
年
１
２
、０
０
０
円
、
中
学
生
…

年
７
、０
０
０
円
⑤
安
達
さ
ん
1
32
・

２
５
６
４

◇
長
岡
東
部
剣
道
教
室
…
①
毎
週
火

・
木
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
②
千
手

小
体
育
館
③
小
学
生
④
年
８
、０
０
０

円
⑤
大
原
さ
ん
1
33
・
４
６
２
２（
説

明
会
…
４
月
11
日
e
午
後
６
時
30
分

か
ら
千
手
小
体
育
館
）

◇
長
岡
西
部
剣
道
教
室
…
①
毎
週
水

曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
②
希
望
が
丘

小
体
育
館
③
小
・
中
学
生
④
年
５
、０

０
０
円
⑤
大
光
銀
行
・
桑
原
さ
ん
1

36
・
４
１
１
１

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

◇
川
崎
剣
道
…
①
毎
週
日
曜
日
午
前

７
時
30
分
〜
９
時
30
分
②
川
崎
公
民

館
③
小
学
生
④
年
１
２
、０
０
０
円
⑤

高
野
さ
ん
1
33
・
０
２
０
５

◇
虎
塾
空
手
道
場
…
①
毎
週
日
曜
日

午
後
５
時
か
ら
②
市
民
体
育
館
武
道

場
③
小
学
生
以
上
④
月
１
、５
０
０
円

⑤
高
山
さ
ん
1
32
・
０
０
８
６

【
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

◇
四
郎
丸
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
…
①
毎
週

土
・
日
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午
ま
た

は
午
後
１
時
〜
４
時
②
四
郎
丸
小
体

育
館
、
千
手
小
体
育
館
③
小
学
４
〜

６
年
生
④
入
会
金
５
、０
０
０
円
⑤
大

澤
さ
ん
1
34
・
５
８
１
５

◇
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
山
な
み
…
①
毎

週
土
曜
日
午
後
６
時
〜
８
時
30
分
②

川
崎
小
体
育
館
③
小
学
４
〜
６
年
生

④
年
６
、０
０
０
円
（
入
会
金
３
、０
０

０
円
）
⑤
野
口
さ
ん
1
35
・
７
７
１

７◇
信
江
Ｊ
Ｂ
Ｃ
…
①
毎
週
水
曜
日
午

後
７
時
〜
９
時
、
毎
週
土
・
日
曜
日

午
前
９
時
〜
正
午
②
大
島
小
体
育
館

③
小
学
３
〜
５
年
生
④
年
１
２
、０
０

０
円
（
入
会
金
２
、０
０
０
円
）
⑤
中

野
さ
ん
1
39
・
２
２
３
４（
昼
）、1
27

・
５
５
２
６（
夜
）

◇
若
木
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
…
①
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
〜

９
時
②
関
原
小
学
校
③
小
学
生
④
年

３
、０
０
０
円
⑤
高
木
さ
ん
1
46
・
２

５
４
６（
昼
）、1
46
・
２
１
１
２（
夜
）

◇
川
崎
東
Ｊ
Ｂ
Ｂ
…
①
毎
週
日
曜
日
、

第
二
・
第
四
土
曜
日
午
前
９
時
〜
午

後
１
時
②
川
崎
東
小
学
校
③
小
学
２

〜
６
年
生
④
前
・
後
期
各
３
、０
０
０

円
（
入
会
金
４
、０
０
０
円
）
⑤
大
森

さ
ん
1
36
・
９
１
４
０

長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
特に記載のないものは、電話、FAX、
Eメールで申し込んでください。先着
順で受け付けます。�

●
出
産
育
児
一
時
金
の
受
領
委

任
払
制
度
を
実
施
し
ま
す

長
岡
市
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
が
出
産
（
妊

娠
12
週
以
上
の
流
産
・
死
産
を

含
む
）
し
た
場
合
、
申
請
に
よ

り
、
出
生
児
１
人
に
つ
き
出
産

育
児
一
時
金
30
万
円
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

４
月
１
日
以
降
の
出
産
分
か

ら
は
「
出
産
育
児
一
時
金
の
受

領
委
任
払
い
」
を
申
請
す
る
と
、

国
民
健
康
保
険
か
ら
給
付
さ
れ

る
一
時
金
を
医
療
機
関
へ
の
支

払
い
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
、

医
療
機
関
の
窓
口
で
の
支
払
い

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
一
時
的
で
あ
っ

て
も
、
退
院
前
に
分
べ
ん
費
用

の
全
額
を
用
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
制
度
に
よ

り
、
一
時
金
は
市
か
ら
直
接
、

医
療
機
関
に
支
払
わ
れ
ま
す
の

で
、
医
療
機
関
に
分
べ
ん
費
用

と
一
時
金
30
万
円
と
の
差
額
を

支
払
う
だ
け
で
済
み
ま
す
。

た
だ
し
、
長
岡
市
と
協
定
を

結
ん
で
い
る
医
療
機
関
に
限
り

ま
す
の
で
、
医
療
機
関
に
確
認

が
必
要
で
す
。

ま
た
、
申
請
す
る
前
に
次
の

こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●

出
産
等
を
し
た
日
に
、
社
会

保
険
等
の
扶
養
に
な
っ
た
り
、

転
出
し
た
り
し
て
い
な
い
こ

と
。

●

社
会
保
険
等
か
ら
一
時
金
を

支
給
さ
れ
な
い
こ
と
（
社
会

保
険
等
の
加
入
期
間
が
１
年

以
上
あ
り
、
出
産
等
の
時
点

で
脱
退
（
退
職
）
し
て
か
ら

６
カ
月
以
内
で
あ
れ
ば
社
会

保
険
等
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
＝
国
保
医
療
課
1

39
・
２
２
２
０

●
65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険

料
（
暫
定
賦
課
）

65
歳
以
上
の
人
の
「
平
成
14

年
度
介
護
保
険
料
納
付
通
知
書
」

を
４
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

年
金
か
ら
天
引
き
に
な
っ
て

い
な
い
人
や
口
座
振
替
の
手
続

き
を
し
て
い
な
い
人
に
は
、
第

１
期
か
ら
第
３
期
ま
で
の
納
付

書
を
同
封
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

各
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。

今
回
通
知
す
る
介
護
保
険
料

の
額
は
、
保
険
料
算
定
の
基
礎

と
な
る
前
年
の
合
計
所
得
金
額

が
確
定
し
て
い
な
い
た
め
、
平

成
13
年
度
の
介
護
保
険
料
等
を

も
と
に
仮
に
算
定
し
た
額
（
暫

定
賦
課
）
に
な
り
ま
す
。

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
確

定
し
た
と
き
は
、
こ
れ
に
基
づ

き
、
平
成
14
年
度
の
介
護
保
険

料
の
額
を
確
定
し
ま
す
。

今
回
通
知
す
る
額
と
確
定
し

た
額
の
差
額
は
、
平
成
14
年
度

の
残
り
の
納
期
で
徴
収
ま
た
は

精
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
７
月
中
旬
に
送

付
す
る
「
平
成
14
年
度
介
護
保

険
料
納
付
通
知
書
（
確
定
賦
課
）」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険
課
1

39
・
２
２
４
５

●
消
雪
パ
イ
プ
の
埋
設
、
道
路

・
側
溝
・
排
水
路
の
整
備
な

ど
に
助
成
し
ま
す

﹇
消
雪
パ
イ
プ
の
埋
設
工
事
﹈

町
内
会
等
で
消
雪
パ
イ
プ
を

埋
設
す
る
場
合
、
工
事
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、

近
年
中
に
下
水
道
工
事
が
計
画

さ
れ
て
い
る
地
域
で
は
、
下
水

道
工
事
が
完
了
す
る
ま
で
、
消

雪
パ
イ
プ
の
埋
設
工
事
を
行
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
埋
設
す
る
消
雪
パ
イ

プ
に
面
し
て
、
公
園
・
学
校
・

保
育
園
等
の
市
有
施
設
が
あ
る

場
合
に
は
、
市
が
そ
の
間
口
分

の
配
管
埋
設
工
事
費
・
取
水
工

事
費
（
新
設
の
み
）
お
よ
び
電

気
料
を
負
担
し
ま
す
。

助
成
額
＝
道
路
内
の
配
管
埋
設

工
事
費
の
30
％
以
内
（
た
だ
し
、

市
が
定
め
る
補
助
基
準
工
事
費

を
超
え
る
場
合
は
、
補
助
基
準

工
事
費
の
30
％
以
内
）

﹇
道
路
等
の
整
備
工
事
﹈

市
道
（
幅
員
４
ｍ
未
満
）
や

私
道
の
整
備
、
私
設
排
水
路
の

整
備
を
町
内
会
等
で
行
う
場
合
、

工
事
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
額
＝
工
事
費
に
対
し
て
市

道
整
備
50
％
以
内
、
私
道
整
備

40
％
以
内
、
私
設
排
水
路
整
備

30
％
以
内◇

　
　
　
　
◇

今
年
度
中
に
消
雪
パ
イ
プ
、

道
路
整
備
の
計
画
の
あ
る
町
内

会
等
は
、
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

受
け
付
け
＝
４
月
１
日
b
か
ら

た
だ
し
、
消
雪
パ
イ
プ
埋
設

助
成
の
申
請
は
７
月
31
日
d
で

締
め
切
り
ま
す
（
申
し
込
み
状

況
に
よ
り
早
ま
る
場
合
あ
り
）。

提
出
先
＝
消
雪
パ
イ
プ
・
市
道

整
備
・
私
道
整
備
…
道
路
管
理

課
1
39
・
２
２
３
２
、
私
設
排

水
路
整
備
…
河
川
課
1
39
・
２

２
３
３

●
義
務
教
育
就
学
援
助
制
度

経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困

難
な
児
童
、
生
徒
に
学
用
品
費

や
給
食
費
な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

申
請
＝
４
月
30
日
c
ま
で
に
印

鑑
、
保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳

（
郵
便
局
を
除
く
）、所
得
証
明

書
発
行
手
数
料
２
５
０
円
を
持

参
し
て
学
校
教
育
課
（
市
役
所

５
階
）
1
39
・
２
２
３
９
へ

●
特
別
障
害
者
手
当
を

ご
存
知
で
す
か

特
別
障
害
者
手
当
は
、
寝
た

き
り
な
ど
在
宅
で
常
時
特
別
な

介
護
が
必
要
な
最
重
度
の
障
害

者
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す（
20

歳
未
満
の
重
度
の
障
害
児
に
対

し
て
は
、
別
に
障
害
児
福
祉
手

当
の
支
給
制
度
が
あ
り
ま
す
）。

た
だ
し
、
所
得
に
よ
る
制
限
が

あ
り
ま
す
。

手
当
月
額
＝
２
６
、８
６
０
円

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
相
談
課
1

39
・
２
２
１
８

長岡市は、市内の中小企業者に経営基盤の確立
に必要な運転資金を供給し、企業経営の安定と向
上のため「長岡市経営安定特別融資」を創設しま
した。
どうぞご利用ください。
対象＝市内で事業所または事務所を１年以上営業

している中小企業者
実施期間＝平成14年４月１日～平成15年３月31日
資金の使途＝運転資金
融資限度額＝３,０００万円以内
融資利率＝年１.９％（新潟県信用保証協会の保証

付きの場合は１.７％）
返済期間＝７年以内（据置期間２年以内を含む）
申し込み＝市内の金融機関

問い合わせ　商業振興課1３９・２２２８

長岡市都市景観条例は、市民一人ひとりが「守る」
「育てる」「つくる」を基本に、都市景観を身近なこと
としてとらえ、積極的に良好な都市景観づくりに取り
組むことによって、郷土長岡にいっそうの愛着を持ち、
子や孫に誇れる美しいまちづくりを進めることを目標
とするものです。
この条例のポイントは次の２点です。
●１都市景観づくりに関する活動等に対して助成・支援
します

●都市景観づくりに著しく貢献する活動等に対して、
経費の一部助成を行います。

●地域住民の多数が自主的に参加
する都市景観形成市民団体に対
して、経費の一部助成等を行い
ます。

●都市景観アドバイザーが、市民
や事業者からの景観に関する相
談、問い合わせに対し、適切な
アドバイスを行います。

●２周辺の都市景観に大きな影響を及ぼす一定規模以上
の建築や開発等（景観影響行為）を行うときは、届
出が必要です

みんなで美しいまちづくりに取り組みましょう
～４月から長岡市都市景観条例を施行～

・延べ面積が500㎡を超えるもの�
・高さが15ｍを超えるもの��
新築、増築、改築、移転、屋根または外壁の色彩
の変更等��
・築造面積が2,000㎡を超えるもの�
・高さが15ｍを超えるもの等��
新設、増設、改造、色彩の変更等��
・表示面積が30㎡を超えるもの�
・高さが15ｍを超えるもの��
表示、移転、改造、色彩の変更等��
・面積が3,000㎡以上のもの�
・高さが６ｍかつ長さが10ｍを超える法面または�
　擁壁が生じるもの��
開発行為、土砂または砂利の採取�

景観影響行為として届出が必要なもの�

規　模　・　内　容�

建 築 物�
�
�
�
�

工 作 物�
�
�
�

広 告 物�
�
�
�

土 地 の�
形質変更�

のり�

問い合わせ＝都市政策課1３９・２２２５

手
続
き
・�

制
　
度�

▲日本の都市景観100選の
千秋が原地区

長岡市経営安定特別融資を創設
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■
長
岡
剣
道
会
日
曜
成
人
ク
ラ
ス

日
時
＝
５
月
12
日
か
ら
の
毎
週
日
曜

日
午
前
10
時
〜
正
午
　
会
場
＝
市
民

体
育
館
　
コ
ー
ス
①
成
人
入
門
②
成

人
再
挑
戦
　
対
象
＝
高
校
生
以
上

年
会
費
＝
１
４
、０
０
０
円
　
□申
５
月

７
日
c
ま
で
に
長
岡
剣
道
会
・
渡
辺

さ
ん
1
35
・
１
０
２
２
へ

■
初
心
者
太
極
拳
教
室

期
日
＝
①
木
曜
コ
ー
ス
…
５
月
９
日

〜
６
月
13
日
（
計
６
回
）
②
火
曜
コ

ー
ス
…
５
月
14
日
〜
６
月
18
日
（
計

６
回
）

時
間
＝
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
＝
市
民
体
育
館
　
参
加
料
＝
２
、

０
０
０
円
　
持
ち
物
＝
内
履
き
靴
、

運
動
の
で
き
る
服
装
　
□申
小
林
さ
ん

1
23
・
２
０
８
４
（
午
後
４
時
以
降
）

■
小
学
生
陸
上
競
技
教
室

日
時
＝
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
午
後

１
時
30
分
か
ら
（
初
回
は
４
月
20
日
）

会
場
＝
陸
上
競
技
場
　
対
象
＝
小
学

３
〜
６
年
生
　
参
加
料
＝
年
３
、０
０

０
円
　
□申
長
岡
市
陸
上
競
技
協
会
・

宮
田
さ
ん
1
37
・
８
１
４
０

■
ち
び
っ
子
テ
ニ
ス

日
時
＝
５
月
10
日
〜
10
月
４
日
の
毎

週
金
曜
日（
計
15
回
）
参
加
料
＝
８
、

０
０
０
円
（
初
回
に
）
定
員
＝
各
25

人（
継
続
者
含
む
）
□申
４
月
19
日
f

午
前
９
時
か
ら
南
部
体
育
館
1
39
・

３
６
０
０
へ

①
ち
び
っ
子
テ
ニ
ス
教
室

時
間
＝
午
後
５
時
〜
６
時
10
分
　
会

場
＝
南
部
体
育
館
　
対
象
＝
初
心
者

（
年
長
〜
小
学
３
年
生
）

持
ち
物

＝
外
履
き
靴
、
運
動
の
で
き
る
服
装
、

ラ
ケ
ッ
ト
（
貸
出
あ
り
）

②
ち
び
っ
子
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

時
間
＝
午
後
５
時
〜
６
時
30
分
　
会

場
＝
悠
久
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
　
対
象
＝

経
験
者
（
小
学
生
）

持
ち
物
＝
外

履
き
靴
、
運
動
の
で
き
る
服
装
、
ラ

ケ
ッ
ト

■
長
岡
市
テ
ニ
ス
協
会

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室

①
小
学
生
希
望
が
丘
教
室

期
間
＝
５
月
21
日
〜
10
月
末
の
毎
週

火
・
金
曜
日
午
後
５
時
〜
６
時
30
分

会
場
＝
希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場
　
対
象

＝
小
学
２
〜
６
年
生

②
小
学
生
お
山
教
室

期
間
＝
５
月
22
日
〜
10
月
末
の
毎
週

水
・
日
曜
日
午
後
５
時
30
分
〜
７
時

会
場
＝
悠
久
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
　
対
象

＝
小
学
２
〜
５
年
生

③
中
学
生
希
望
が
丘
テ
ニ
ス
教
室

期
間
＝
４
月
９
日
〜
11
月
末
の
毎
週

火
・
木
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
　
会

場
＝
希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場

◇
　
　
　
　
　
◇

受
講
料
＝
１
０
、０
０
０
円
　
□問
希
望

が
丘
テ
ニ
ス
場
・
石
原
さ
ん
1
29
・

１
４
８
９

■
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
会
員
募
集

月
会
費
＝
１
、５
０
０
円
（
入
会
金
３
、

０
０
０
円
）

①
日
時
②
会
場
③
問
い
合
わ
せ

﹇
長
岡
北
支
部
﹈
①
毎
週
月
曜
日
午

後
７
時
15
分
〜
８
時
45
分
②
北
中
体

育
館
③
二
宮
さ
ん
1
24
・
８
４
６
７

﹇
六
日
市
支
部
﹈
①
毎
週
木
曜
日
午

後
７
時
30
分
〜
９
時
②
六
日
市
公
民

館
③
鈴
木
さ
ん
1
22
・
２
６
４
７

﹇
川
崎
支
部
﹈
①
毎
週
水
曜
日
午
後

７
時
15
分
〜
８
時
45
分
②
東
北
中
学

校
③
斎
藤
さ
ん
1
34
・
３
９
０
１

﹇
宮
内
支
部
﹈
①
毎
週
水
曜
日
午
後

７
時
〜
８
時
30
分
②
宮
内
小
体
育
館

③
内
山
さ
ん
1
36
・
７
８
８
７
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●
都
市
型
集
合
住
宅
の
建
設
を

促
進
し
ま
す

長
岡
市
は
、
住
宅
困
窮
者
の

居
住
の
確
保
と
都
市
居
住
の
推

進
を
図
る
た
め
、
次
の
４
事
業

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

①
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

事
業
（
高
優
賃
）

②
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
事
業

（
特
優
賃
）

③
公
営
住
宅
法
に
基
づ
く
法
補

助
借
上
市
営
住
宅
事
業

④
市
単
独
借
上
住
宅
事
業

①
②
は
、
民
間
事
業
者
が
建

設
す
る
と
き
に
市
が
建
設
費
の

一
部
補
助
や
入
居
者
家
賃
の
一

部
補
助
を
す
る
事
業
、
③
は
、

民
間
事
業
者
が
建
設
す
る
と
き

に
建
設
費
の
一
部
補
助
を
行
う

と
と
も
に
市
が
借
り
上
げ
て
公

営
住
宅
と
し
て
活
用
す
る
事
業

で
す
。
④
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

整
備
基
準
等
を
検
討
中
で
、
詳

細
は
平
成
14
年
秋
以
降
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
都
市
型
集
合
住
宅

事
業
で
は
、
平
成
14
〜
18
年
度

の
５
年
間
に
各
年
40
〜
50
戸
合

計
２
２
０
戸
を
供
給
す
る
予
定

で
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
の
適
用
を
受

け
て
建
設
し
た
い
場
合
は
、
４

月
30
日
c
ま
で
に
建
築
住
宅
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
建
築
住
宅
課
1

39
・
２
２
２
９

●
児
童
扶
養
手
当
の
請
求
は

お
早
め
に

児
童
扶
養
手
当
は
、
主
に
母

子
家
庭
（
父
が
重
度
障
害
者
の

場
合
を
含
む
）
等
の
母
な
ど
が

請
求
で
き
る
手
当
で
す
。
た
だ

し
、
受
給
要
件
に
該
当
し
て
か

ら
５
年
間
を
経
過
し
た
場
合
は
、

請
求
す
る
権
利
が
な
く
な
り
ま

す
（
昭
和
60
年
７
月
31
日
以
前

に
受
給
資
格
が
生
じ
て
い
る
人

は
、
５
年
間
経
過
し
て
い
て
も

請
求
で
き
ま
す
）。

対
象
＝
昭
和
59
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
①
〜
⑦
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
児
童
（
障
害

が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）
を

養
育
し
て
い
る
母
ま
た
は
養
育

者
で
、
母
子
と
も
に
公
的
年
金

給
付
、
遺
族
保
障
な
ど
が
受
け

ら
れ
な
い
人
①
父
母
が
離
婚
②

父
が
死
亡
③
父
が
重
度
の
障
害

者
④
父
が
生
死
不
明
⑤
父
か
ら

１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
⑥

父
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

る
⑦
母
が
未
婚
で
出
生
　
手
当

月
額
（
所
得
額
に
よ
る
制
限
あ

り
）
＝
児
童
１
人
…
４
２
、３
７

０
円
ま
た
は
２
８
、３
５
０
円
、

児
童
２
人
…
４
７
、３
７
０
円
ま

た
は
３
３
、３
５
０
円
、
３
人
目

か
ら
は
児
童
１
人
に
つ
き
３
、０

０
０
円
加
算
　
問
い
合
わ
せ
＝

福
祉
相
談
課
1
39
・
２
２
１
８

●
長
岡
駅
東
口
自
転
車
駐
車
場

Ｂ
棟
も
24
時
間
利
用
で
き
ま

す
（
無
料
）

収
容
台
数（
Ａ
・
Ｂ
棟
の
合
計
）

＝
自
転
車
４
１
１
台
、
原
付
自

転
車
54
台
　
問
い
合
わ
せ
＝
長

岡
駅
東
口
自
転
車
駐
車
場
1
34

・
１
６
７
８
、
道
路
管
理
課
1

39
・
２
２
３
２

●
行
政
相
談
委
員
・
人
権
擁
護

員
を
紹
介
し
ま
す

﹇
行
政
相
談
委
員
﹈（
敬
略
称
）

国
や
県
、
公
庫
、
公
団
、
事

業
団
な
ど
特
殊
法
人
の
仕
事
に

対
す
る
苦
情
、
要
望
、
意
見
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

毎
週
木
曜
日
（
第
５
木
曜
日

は
除
く
）
午
後
１
時
〜
４
時
に

市
民
相
談
窓
口
（
市
役
所
１
階

市
民
課
内
）
で
も
応
じ
て
い
ま

す
。

眞
島
　
慶
子
1
36
・
６
１
９
８

末
広
３
の
１
の
16

丸
田
　
義
雄
1
34
・
０
２
２
０

渡
里
町
５
の
２

大
塚
　
典
子
1
33
・
１
３
８
１

中
島
４
の
16
の
９

田
中
　
正
博
1
32
・
５
５
７
３

宮
内
６
の
８
の
７

﹇
人
権
擁
護
委
員
﹈（
敬
略
称
）

人
権
問
題
で
お
困
り
の
人
は
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
者
の
氏
名
や
相
談
内
容
に
つ

い
て
は
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
。

新
潟
地
方
法
務
局
長
岡
支
局

1
33
・
５
５
１
１
で
も
相
談
に

応
じ
ま
す
。

畑
　
　
七
起
1
36
・
２
２
０
２

西
宮
内
１
の
73

中
村
　
啓
識
1
33
・
１
５
８
６

上
田
町
２
の
25

春
日
　
浩
三
1
32
・
５
５
１
０

千
代
栄
町
11

金
子
　
典
子
1
32
・
８
３
０
０

今
朝
白
１
の
６
の
27

水
嶋
美
保
子
1
35
・
９
２
５
６

宮
内
２
の
９
の
15

水
澤
　
惠
子
1
32
・
６
６
３
３

宮
原
２
の
14
の
10

安
井
　
清
治
1
35
・
８
５
９
５

摂
田
屋
４
の
７
の
36

穂
苅
　
　
實
1
35
・
４
６
６
６

山
田
３
の
３
の
32

佐
藤
　
鉄
雄
1
34
・
７
４
０
６

宮
内
６
の
11
の
３

松
本
　
邦
夫
1
46
・
２
７
５
５

宮
本
町
３
の
甲
２
６
４

６

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
1
39
・

２
２
１
５

●
女
と
男
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
考
え
る
情
報
誌
「
あ
ぜ

り
あ
」
17
号
が
で
き
ま
し
た

今
回
の
特
集
は
「
21
世
紀
の

家
族
へ
」
で
す
。

ウ
ィ
ル
な
が
お
か
、
市
民
情

報
ラ
ウ
ン
ジ
（
市
役
所
１
階
）、

各
図
書
館
、
中
央
公
民
館
、
各

地
区
公
民
館
で
ど
う
ぞ（
無
料
）。

問
い
合
わ
せ
＝
ウ
ィ
ル
な
が
お

か
1
39
・
２
７
４
６

●
福
祉
バ
ス
の
名
称
を

「
ふ
れ
あ
い
号
」
に

こ
れ
ま
で
、
心
身
障
害
者
の

グ
ル
ー
プ
・
団
体
の
外
出
に
は

「
と
も
し
び
号
」
を
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら

「
ふ
れ
あ
い
号
」
で
運
行
し
ま

す
。乗

車
人
数
が
22
人
、
そ
の
う

ち
車
い
す
が
２
台
乗
車
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
相
談
課
1

39
・
２
２
１
８

●
農
家
の
み
な
さ
ん
へ

農
薬
の
保
管
管
理
に

万
全
を
！

農
薬
は
、
鍵
の
か
か
る
場
所

に
保
管
す
る
等
、
管
理
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

万
一
、
盗
難
や
紛
失
事
故
が

発
生
し
た
場
合
は
、
直
ち
に
警

察
署
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
農
林
振
興
課
1

39
・
２
２
２
３

手
続
き
・�

制
　
度�

く
ら
し�

長岡駅東口�
自転車駐車場�

A棟�

長岡駅東口�
自転車�
駐車場B棟�

福島江�

ホテル�
ニューオータニ長岡�

ダイエー�
長岡店�

東口�

バス�
ターミナル�

長岡駅�

く�ら�し�の�情�報�く�ら�し�の�情�報�№45

問い合わせは消費生活センター1３２・００２２へ
（相談時間は午前9時30分～午後4時）

「以前買ったふとんの点検を無料でする」
と電話があったが…

Ｑ：　「以前買ったふとんを
無料で点検するので、訪
問してよいか」と家に電
話があった。
以前ふとんを買ったと
ころと違う業者からの電
話だったので、なんだか
心配だ。

Ａ：　おそらく、この業者は訪問してきて「このふと
んは修理が必要」「ダニがいるからアレルギーに
なる」などと言って高額なふとんを買わせるので
はないかと思われます。ふとんを買った覚えもな
いのに、同じような電話がかかってきたという事
例もありました。この業者は、勧誘電話を手当た
り次第にかけているようです。
点検と言って訪問し、消火器やシロアリ駆除を
契約させる悪質な業者もいますので、ご注意くだ
さい。
訪問販売で契約したときは、８日間以内であれ
ばクーリング・オフ（契約の無条件解除）できま
すので、お問い合わせください。

春は山火事に注意！
４、５月は、ハイキング、山菜採り等の入山者が多く、
山火事の多発する季節です。
山で火を使うときは、十分注意し、火事を出さないよ
うにしましょう。

７
日
c
ま
で

②
長
岡
市
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
シ

リ
ー
ズ
等
認
証
取
得
支
援
補
助

金
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
お
よ
び
１

４
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
認
証
取
得

を
め
ざ
す
中
小
企
業
者
等
を
支

援
し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
事
業
所
が
あ
る

中
小
企
業
者
、
組
合
等
　
対
象

経
費
＝
認
証
取
得
に
係
る
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
料
等
　
限
度
額
＝

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内（
39

万
５
、０
０
０
円
限
度
）

交
付

件
数
＝
10
件
程
度

③
見
本
市
小
間
料
補
助
金

受
注
促
進
、
販
路
拡
大
を
め

ざ
す
中
小
企
業
者
等
が
見
本
市

等
に
出
展
す
る
際
に
必
要
に
な

る
小
間
料
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

対
象
＝
市
内
に
事
業
所
が
あ
る

中
小
企
業
者
等
　
対
象
事
業
＝

主
に
製
造
業
に
関
す
る
市
外
の

見
本
市
等
に
出
展
す
る
事
業

対
象
経
費
＝
平
成
14
年
度
に
開

催
さ
れ
る
見
本
市
等
へ
の
出
展

小
間
料
　
限
度
額
＝
対
象
経
費

の
２
分
の
１
以
内
（
８
万
円
程

度
）

交
付
件
数
＝
10
件
程
度

◇
　
　
　
◇

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
工

業
振
興
課
1
39
・
２
２
２
２

企
業
者
等
の
み
な
さ
ん
へ

①
長
岡
市
地
域
技
術
開
発
事
業

（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
）

補
助
金

研
究
開
発
事
業
や
業
種
拡
大

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
中
小
企
業

者
等
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
事
業
所
が
あ
る

中
小
企
業
者
、
組
合
等
　
対
象

事
業
＝
主
に
製
造
業
に
関
す
る

研
究
開
発
お
よ
び
新
分
野
進
出

事
業
　
対
象
経
費
＝
調
査
研
究

費
、
設
備
費
、
原
材
料
費
、
設

計
費
等
　
限
度
額
＝
対
象
経
費

の
２
分
の
１
以
内
（
４
０
０
万

円
限
度
）

申
し
込
み
＝
５
月

▲自転車駐車場位置図
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市役所�

市立劇場�

市役所�
幸町分室�

駐車場�

バス停�
「市役所入口」�

バス停「市役所」�

31 30

■
市
民
テ
ニ
ス
教
室

日
時
＝
５
月
７
日
〜
21
日
の
毎
週
火
・

金
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
　
会
場
＝

希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場
　
定
員
＝
45
人

参
加
料
＝
４
、０
０
０
円

□申
往
復
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

経
験
年
数
を
記
入
し
、
４
月
23
日
c

ま
で
に
〒
９
４
０
―

０
０
９
７
山
田

１
の
４
の
14
棚
橋
義
孝
さ
ん
へ
（
多

数
の
場
合
抽
選
）

■
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ダ
ブ
ル
ス

テ
ニ
ス
大
会

期
日
＝
４
月
21
日
a

会
場
＝
希
望

が
丘
テ
ニ
ス
場
　
種
目
＝
男
子
…
Ａ

・
Ｂ
・
Ｃ
、
女
子
…
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

参
加
料
（
１
組
）
＝
協
会
員
２
、０
０

０
円
、
非
協
会
員
４
、０
０
０
円
、
高

校
生
以
下
１
、５
０
０
円

□申
参
加
料

を
添
え
て
４
月
12
日
f
ま
で
に
希
望

が
丘
テ
ニ
ス
場
・
石
原
さ
ん
1
29
・

１
４
８
９
へ

■
春
季
市
民
卓
球
大
会

日
時
＝
５
月
５
日
-
午
前
９
時
か
ら

会
場
＝
市
民
体
育
館
　
種
目
＝
一
般

男
子
（
50
歳
以
上
・
30
歳
以
上
・
30

歳
未
満
）、一
般
・
高
校
生
女
子
（
Ａ
・

Ｂ
）、
高
校
男
子
、
中
学
男
子
、
中
学

女
子
、
小
学
男
女
混
合
（
５
年
生
以

上
・
４
年
生
以
下
）

参
加
料
＝
一

般
７
０
０
円
、
高
校
生
５
０
０
円
、

小
・
中
学
生
３
５
０
円
（
当
日
に
）

□申
４
月
19
日
f
ま
で
に
所
定
の
用
紙

で
市
民
体
育
館
1
34
・
２
７
０
０
、

FAX
34
・
２
８
０
８
へ

■
長
岡
ビ
ル
ボ
ー
ド

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

日
時
＝
小
学
生
コ
ー
ス
…
毎
週
火
・

木
曜
日
の
午
後
５
時
〜
７
時
（
午
後

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

７
時
〜
９
時
の
場
合
も
あ
り
）
、
土

曜
日
の
午
後
２
時
〜
４
時
、
中
学
生

コ
ー
ス
…
毎
週
火
・
水
曜
日
の
午
後

７
時
〜
９
時
、
土
曜
日
の
午
後
４
時

〜
６
時
（
時
間
変
更
の
場
合
あ
り
）

会
費
＝
小
学
１
〜
２
年
生
…
月
３
、０

０
０
円
、
小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年

生
…
月
６
、０
０
０
円
（
入
会
金
５
、０

０
０
円
）

□問
藤
田
さ
ん
1
０
９
０
・

８
６
４
３
・
２
７
４
４

■
長
岡
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
総
会

総
会
で
は
、
母
子
福
祉
に
関
す
る

制
度
の
勉
強
会
も
行
い
ま
す
。
直
接

会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
４
月
21
日
a
午
後
１
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
　
□問
岩

村
さ
ん
1
22
・
２
６
３
３

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
会
（
無
料
）

日
時
＝
４
月
８
日
b
・
５
月
13
日
b

午
後
２
時
〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
長

岡
保
健
所
　
内
容
＝
精
神
科
医
師
に

よ
る
精
神
一
般
相
談
（
予
約
制
）

□申
長
岡
保
健
所
地
域
保
健
課
1
33
・

４
９
３
１

■
「
長
岡
新
聞
」
の
朗
読
テ
ー
プ
を

お
送
り
し
ま
す

長
岡
音
声
訳
の
会
で
は
、
長
岡
新

聞
の
内
容
を
朗
読
し
て
録
音
し
た
テ

ー
プ
を
視
覚
障
害
者
へ
お
送
り
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
す
。

□問
長
岡
音
声
訳
の
会
・
佐
合
さ
ん
1

27
・
６
０
３
７

■
青
年
海
外
協
力
隊
員
募
集

対
象
＝
20
〜
39
歳
の
日
本
国
籍
を
持

つ
心
身
と
も
に
健
康
な
人
　
派
遣
期

間
＝
２
年
　
募
集
期
間
＝
４
月
10
日

d
〜
５
月
20
日
b

説
明
会
＝
５
月

８
日
d
午
後
６
時
30
分
か
ら
ア
ト
リ

ウ
ム
長
岡
（
弓
町
１
）

□問
新
潟
県

国
際
交
流
課
交
流
推
進
係
1
０
２
５

・
２
８
５
・
５
５
１
１

●
完
全
学
校
週
5
日
制
に
伴
う

児
童
館
の
開
館
時
間
、
児
童

ク
ラ
ブ
の
開
設
時
間
の
変
更

問
い
合
わ
せ
＝
各
地
域
の
児
童

館
ま
た
は
青
少
年
育
成
課
1
32

・
０
５
８
１

●
「
環
境
に
関
す
る
年
次
報
告

書
」、「
長
岡
市
の
環
境
」
が

で
き
ま
し
た

平
成
12
年
度
の
環
境
施
策
等

を
ま
と
め
た
「
環
境
に
関
す
る

年
次
報
告
書
」
と
ご
み
・
温
暖

化
・
有
害
化
学
物
質
の
最
新
の

状
況
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
「
長
岡
市
の
環
境
」
が
で
き

ま
し
た
。

「
環
境
に
関
す
る
年
次
報
告

書
」
の
縦
覧
と
「
長
岡
市
の
環

境
」（
無
料
）
の
配
布
は
各
公
民

館
、
各
図
書
館
、
市
民
情
報
ラ

ウ
ン
ジ
（
市
役
所
１
階
）、
市
民

セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
環
境
政
策
課
で
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ
＝
環
境
政
策
課
1

24
・
０
５
２
８

●
知
的
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
始
め
ま
す

市
民
セ
ン
タ
ー
内
に
い
こ
い

の
場
を
つ
く
り
、
実
施
し
ま
す
。

対
象
＝
18
歳
以
上
の
中
軽
度
の

知
的
障
害
者

日
時
＝
４
月
27

日
か
ら
の
毎
週
土
曜
日
（
８
月

17
日
、
12
月
28
日
、
１
月
４
日

を
除
く
）
午
前
11
時
〜
午
後
３

時
　
内
容
＝
仲
間
同
士
の
語
ら

い
、
ゲ
ー
ム
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
、
社
会
適
応
訓
練
　
会
場

＝
市
民
セ
ン
タ
ー
　
参
加
料
＝

無
料
（
材
料
費
等
の
自
己
負
担

あ
り
）

申
し
込
み
＝
４
月
15

日
b
ま
で
に
も
み
の
木
工
房
1

37
・
２
７
８
０
、
福
祉
相
談
課

1
39
・
２
２
１
８
へ

●
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
始
め
ま
す

趣
味
・
創
作
活
動
や
機
能
訓

練
を
行
い
ま
せ
ん
か
。

期
間
＝
４
月
〜
来
年
３
月
　
時

間
＝
午
後
ま
た
は
１
日
　
内
容

＝
絵
画
、
囲
碁
将
棋
、
書
道
、

折
り
紙
、
パ
ソ
コ
ン
、
機
能
訓

練
　
会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー

参
加
料
＝
無
料
（
材
料
費
等
の

自
己
負
担
あ
り
）

申
し
込
み

＝
４
月
15
日
b
ま
で
に
桐
樹
園

内
長
岡
市
障
害
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
1
47
・
２
２
０
８
、
福

祉
相
談
課
1
39
・
２
２
１
８
へ

●
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

4
月
6
日
〜
15
日

ス
ロ
ー
ガ
ン

春
風
に
　
願
い
を
の
せ
て
　
　

交
通
安
全

〜
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー

２
期
生
が
誕
生
〜

市
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
子

ど
も
会
、
町
内
会
な
ど
で
交
通

安
全
教
室
等
を
開
催
し
た
り
し

て
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
呼
び

か
け
る
「
長
岡
市
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
リ
ー
ダ
ー
」
を
認
定
し
て
い

ま
す
。

新
た
に
17
人
が
認
定
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
（
順

不
同
、
敬
略
称
）。

金
井
　
助
智

幸
町
１

中
村
　
宗
一

本
町
３

黒
崎
　
信
栄

川
崎
５

高
田
　
　
操

三
ツ
郷
屋
１

片
桐
　
義
則

希
望
が
丘
１

池
山
　
八
郎

若
草
町
３

須
田
七
郎
右
エ
門

小
曽
根
町

若
井
　
　
勉

曲
新
町
２

石
川
　
伴
一

浦
瀬
町

高
野
　
正
則

福
道
町

杉
本
　
　
進

才
津
東
町

大
花
　
清
美

下
々
条
４

野
上
　
　
勲

滝
谷
町

近
藤
　
省
治

福
山
町

長
谷
川
　
正

芹
川
町

小
幡
　
尊
俊

濁
沢
町

近
藤
　
正
敏

大
積
町
３

担
当
＝
防
災
課
1
39
・
２
２
０

６

く
ら
し�

犬の飼い主は、生後91日以上の犬を登録し、毎年１回
狂犬病の予防注射を受けさせなければなりません。
市内にお住まいで犬を飼っている人は、右表の会場で
登録と予防注射を受けてください（市外の会場では受け
られません）。 犬を押さえることのできる人が連れてき
てください。また、逃げないよう首輪をきつく締め、犬
の糞の始末用にビニール袋等を必ず持参してください。
すでに犬の登録が済んでいる飼い主には、狂犬病予防
注射済票交付申請書を郵送します。新規に犬を登録する
人は、当日、受け付けに申し出てください。
用意するもの＝狂犬病予防注射済票交付申請書、印鑑（新
規に登録する場合）、料金

※狂犬病予防注射済票交付申請書に押印して、問診票の
質問事項をすべて記入して持参してください。記載して
ある飼い主の住所等が誤っている場合は、朱書きで訂正
してください。
料金＝登録済の犬…３,１００円、新規登録の犬…６,１００円

（つり銭のいらないよう、ご用意ください）
※この日程以外に動物病院で注射を受ける場合、登録済
の犬は４,３００円、新規登録の犬は７,３００円になります。
犬が死亡したり、住所等が変わったりした場合は環境
業務課へご連絡ください。

犬の登録と狂犬病の予防注射

所
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
３
階
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
内

◆
ふ
れ
あ
い
福
祉
総
合

相
談
所

1
33
・
６
０
０
０

場
所
＝
長
岡
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
水
道
町
３
・
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
）

﹇
一
般
相
談
﹈

日
時
＝
月
〜
金
曜
日
午
後
１
時

〜
４
時
（
電
話
可
）

﹇
法
律
相
談
﹈

日
時
＝
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時

〜
４
時
（
予
約
制
、
１
日
６
人

ま
で
）

◆
ウ
ィ
ル
な
が
お
か

相
談
室

1
39
・
９
３
５
７

市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
の
男
女

平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ル

な
が
お
か
」
で
は
、
女
性
の
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
を
と
も
に
受
け

と
め
、
解
決
へ
の
方
法
が
見
つ

け
ら
れ
る
よ
う
応
援
し
ま
す
。

面
接
相
談
の
場
合
は
、
電
話

予
約
が
必
要
で
す
（
平
日
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
）。

場
所
＝
ウ
ィ
ル
な
が
お
か

[

こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談]

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
面
接

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
＝
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午（
祝
日
は
休
み
）

[

か
ら
だ
・
性
の
悩
み
相
談]

保
健
師
、
助
産
師
、
思
春
期

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す

（
電
話
可
）。

日
時
＝
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時
（
電
話
相
談

の
受
け
付
け
は
午
後
３
時
30
分

ま
で
、
祝
日
は
休
み
）

◆
市
民
相
談

1
39
・
２
２
１
５

家
族
の
こ
と
や
法
律
問
題
な

ど
く
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
、
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

場
所
＝
市
役
所
１
階
市
民
課
内

﹇
市
民
相
談
﹈

日
時
＝
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
（
電
話
可
）

﹇
弁
護
士
相
談
﹈

日
時
＝
毎
週
金
曜
日
（
祝
祭
日

の
場
合
は
そ
の
前
日
）
午
後
１

時
〜
５
時
（
予
約
制
、
１
人
30

分
以
内
）

◆
市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー

1
34
・
７
６
２
２

市
民
相
談
の
分
室
で
す
。
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
（
電
話
可
）

場

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
！
（
相
談
無
料
）

市
立
劇
場
前
の
ロ
ー
タ
リ

ー
に
新
し
い
バ
ス
停
「
市
役

所
」
が
で
き
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

☆
バ
ス
路
線
☆

長
岡
駅
＝
市
役
所
＝
宮
内
駅

線
、
長
岡
駅
＝
市
役
所
＝
宮

内
本
町
線
、
長
岡
駅
＝
市
役

所
＝
南
部
工
業
団
地
＝
免
許

セ
ン
タ
ー
線
（
い
ず
れ
も
長

岡
駅
大
手
口
10
番
線
発
）

問
い
合
わ
せ
＝
都
市
政
策
課

1
39
・
２
２
２
５

山本連絡所前�
川崎公民館前�
栖吉公民館前�
富曽亀公民館前�
太田出張所前�
十日町公民館前�
六日市連絡所前�
宮内地区福祉センター前�
（沢田跨線橋下）�
動物保護管理センター前�
大積連絡所前�
宮本連絡所前�
深才連絡所前�
愛宕公園�
新組連絡所前�
黒条連絡所前�
厚生会館東側�
北部体育館南側�
陸上競技場正面玄関前�
日越連絡所前�
希望が丘公民館前�
河根川公園�
関原１丁目公民館前�
下川西連絡所前�
島潟公園（上川西小学校隣）�
中央図書館西側�
柳原公園（柳原分庁舎隣）�
宮内公民館前（南部体育館隣）�

�
4月25日e�

�
�
�
�

26日f�
�

�
�
�

5月7日c�
��
�
�

8日d��
�
�

9日e�
�
�
�

10日f�
�
�

13日b

9：30～10：10�
10：40～11：40�
13：00～14：00�
14：30～15：30�
9：30～  9：40�
10：10～10：40�
11：10～11：40�

13：00～14：30��
15：00～15：30�
9：10～ 9：30�
10：00～10：30�
11：00～11：30�
13：00～14：30�
9：30～10：00�
10：30～11：30�
13：00～13：20�
13：50～15：20�
9：00～10：00�
10：30～11：30�
13：00～14：30�
9：10～  9：30�
10：00～11：30�
13：00～13：30�
14：00～15：30�
9：30～11：30�
13：00～14：00�
14：30～16：00

期　　日� 会　　　　場� 時　　　　間�

こ�

バ
ス
停

「
市
役
所
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

午前8時30分�
～�

午後6時�

児
童
館�

児
　
童�

ク
ラ
ブ�

土曜日・長�
期休業時・�
学校代休日�

月～金曜日�学校早退日�

午前10時～正午�
午後 1 時～5時30分�

午前11時�
～�

午後6時�

午後1時�
～�
 6時�

問い合わせ＝環境業務課124・2837

ふん
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話、FAX、
Eメールで申し込んでください。先着
順で受け付けます。�

市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の

人
で
、
長
岡
市
の
ご
み
に
関
心

が
あ
り
、
年
５
回
程
度
開
催
す

る
会
議
（
原
則
平
日
昼
間
開
催
）

に
出
席
で
き
る
人
（
公
務
員
、

長
岡
市
の
審
議
会
・
委
員
会
の

委
員
は
除
く
）

任
期
＝
平
成

14
年
６
月
１
日
〜
平
成
16
年
３

月
31
日
　
報
酬
＝
会
議
１
回
に

つ
き
９
、１
０
０
円
（
税
込
み
）

申
し
込
み
＝
４
月
24
日
d
ま
で

に
、
市
民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
（
市

役
所
１
階
）、
市
民
セ
ン
タ
ー
、

環
境
業
務
課
に
あ
る
所
定
の
申

込
書
と
「
長
岡
市
の
ご
み
の
減

量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
つ

い
て
」
の
レ
ポ
ー
ト
（
８
０
０

字
程
度
、
書
式
不
問
）
を
〒
９

４
０
―

０
０
１
５
寿
３
の
６
の

１
環
境
業
務
課
（
環
境
衛
生
セ

ン
タ
ー
内
）
へ
郵
送
ま
た
は
持

参
　
選
考
＝
申
込
書
、
レ
ポ
ー

ト
、
面
接
　

面
接
日
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
環
境
業
務
課
1

24
・
２
８
３
７

●
長
岡
市
高
齢
者
保
健
福
祉

推
進
会
議
の
委
員
募
集

平
成
11
年
度
に
策
定
し
た「
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
」
の
見
直
し
を
す

る
た
め
、
高
齢
者
の
福
祉
保
健

施
策
や
介
護
保
険
制
度
等
に
つ

い
て
審
議
・
検
討
し
ま
す
。

募
集
人
数
＝
２
人
（
公
募
以
外

の
委
員
は
16
人
）

応
募
資
格

＝
平
成
14
年
５
月
１
日
現
在
で

市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の

人
で
、
長
岡
市
の
高
齢
者
保
健

福
祉
に
関
心
が
あ
り
、
年
５
回

程
度
開
催
す
る
会
議
（
原
則
平

日
昼
間
開
催
）
に
出
席
で
き
る

人
（
公
務
員
は
除
く
）

任
期

＝
平
成
14
年
５
月
１
日
〜
平
成

17
年
４
月
30
日
　
報
酬
＝
会
議

１
回
に
つ
き
９
、１
０
０
円
（
税

込
み
）

申
し
込
み
＝
４
月
19

日
f
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
「
長

岡
市
の
高
齢
者
保
健
福
祉
施
策

に
関
す
る
提
言
」
の
レ
ポ
ー
ト

（
８
０
０
字
程
度
、
書
式
不
問
）

を
明
記
し
、
〒
９
４
０
―

８
５

０
１
幸
町
２
の
１
の
１
福
祉
総

務
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ルfukushi@

city.n
agaoka.niigata.jp

で

選
考

＝
レ
ポ
ー
ト
、
面
接
　
面
接
日

＝
４
月
23
日
c
午
前
９
時
30
分

か
ら
市
役
所
２
階
福
祉
総
務
課

で
　
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
総
務

課
1
39
・
２
２
１
７

●
使
わ
な
く
な
っ
た
チ
ャ
イ
ル
　
　

ド
シ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
か

市
で
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
が
不
要
に
な
っ
た
人
と
必
要

な
人
の
た
め
に
「
再
利
用
品
展

示
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
、
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
再
利
用
を
進

め
て
い
ま
す
。
価
格
は
、
提
供

者
が
示
す
希
望
価
格
を
も
と
に

交
渉
で
決
ま
り
ま
す
。

不
要
に
な
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
場
所
＝
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
再
利
用
品
展
示
コ
ー
ナ
ー（
学

校
町
３
の
11
の
19
放
置
自
転
車

保
管
庫
内
）

開
設
時
間
＝
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
（
毎
週
水
・

金
曜
日
・
祝
日
は
休
み
）

問

い
合
わ
せ
＝
展
示
コ
ー
ナ
ー
1

37
・
６
７
１
７

●
農
園
利
用
者
追
加
募
集

健
康
農
園（
信

濃
川
河
川
公
園

内
）
と
フ
ァ
ミ

リ
ー
農
園
（
柿

町
下
耕
地
）
の

利
用
者
を
追
加
募
集
し
ま
す（
申

し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）。

た
だ
し
、
健
康
農
園
は
55
歳

以
上
の
人
が
対
象
で
す
。

貸
出
期
間
＝
２
年
間
　
開
園
期

間
＝
４
月
下
旬
〜
11
月
末
日

区
画
数
＝
健
康
農
園
２
区
画
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
４
区
画
　
参

加
料
＝
３
、０
０
０
円

申
し
込

み
＝
４
月
19
日
f
ま
で
に
、
は

が
き
に
希
望
す
る
農
園
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
し
て
、
〒
９
４
０

―

０
０
７
２
柳
原
町
２
の
１
中

央
公
民
館
1
32
・
０
４
３
７
へ

●
「
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
2
」

実
行
委
員
募
集

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
女
性
も

男
性
も
と
も
に
生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
、
毎
年
、
講
演
会
や
分
科
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た

の
ア
イ
デ
ア
で
楽
し
い
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
予
定
＝
10
〜
11
月
こ
ろ

募
集
人
数
＝
20
人
（
月
２
回
程

度
の
打
ち
合
わ
せ
に
出
席
で
き

る
人
）

活
動
期
間
＝
５
月
〜

開
催
当
日
　
申
し
込
み
＝
５
月

２
日
e
ま
で
に
ウ
ィ
ル
な
が
お

か
1
39
・
２
７
４
６
へ

●
長
岡
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
　
　

審
議
会
の
委
員
募
集

一
般
廃
棄
物
の
減
量
等
に
つ

い
て
審
議
・
検
討
し
ま
す
。

募
集
人
数
＝
５
人
（
公
募
以
外

の
委
員
は
10
人
）

応
募
資
格

＝
平
成
14
年
４
月
１
日
現
在
で

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て

の
よ
う
に
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、

和
名
で
は
コ
エ
ビ
ソ
ウ
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

花
は
白
色
で
苞
は
初
め
は
淡

緑
色
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
赤
褐

色
に
な
る
ベ
ロ
ペ
ロ
ネ
・
グ
ッ

タ
ー
タ
と
い
う
品
種
が
多
い
よ

う
で
す
。
苞
が
黄
色
い
イ
エ
ロ

ー
ク
イ
ー
ン
や
葉
や
苞
に
斑
が

入
っ
て
い
る
エ
ン
ジ
ェ
ル
キ
ッ

ス
な
ど
も
見
ら
れ
ま
す
。

生
育
適
温
は
、
20
〜
30
℃
で

場
所
に
置
き
ま
す
。
日
当
た
り

が
悪
い
と
徒
長
す
る
う
え
に
、

花
つ
き
や
花
色
も
悪
く
な
る
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
日
差
し
が
強
い
真

夏
な
ど
は
、
半
日
陰
に
移
動
し

て
葉
焼
け
を
防
ぎ
、
風
通
し
を

よ
く
し
て
蒸
れ
や
病
気
、
害
虫

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

晩
秋
、
降
霜
前
に
は
、
屋
内

の
ガ
ラ
ス
越
し
の
陽
光
の
当
た

る
場
所
に
移
動
し
ま
す
。

（
水
や
り
）
夏
に
乾
燥
し
す
ぎ

る
と
、
花
や
苞
の
形
や
色
が
悪

く
な
る
の
で
、
水
を
た
っ
ぷ
り

与
え
て
や
り
ま
す
。
冬
期
は
控

え
め
に
し
ま
す
。

（
肥
料
）
春
か
ら
秋
は
、
２
カ

月
に
１
回
、
緩
効
性
化
成
肥
料

の
大
粒
を
５
号
鉢
で
は
３
個
ほ

ど
置
き
肥
と
し
て
施
し
ま
す
。

冬
期
の
室
内
で
は
、
常
に
15

℃
以
上
に
な
る
場
合
に
は
、
施

し
ま
し
ょ
う
。

（
植
え
替
え
）
鉢
土
が
古
く
な

っ
た
り
、
根
づ
ま
り
を
起
こ
す

と
生
育
が
悪
く
な
り
ま
す
。
２

年
に
１
回
は
植
え
替
え
て
や
り

ま
し
ょ
う
。

水
は
け
の
よ
い
土
を
好
む
の

で
、
例
え
ば
赤
玉
土
５
、
腐
葉

土
３
、
川
砂
２
の
混
合
土
で
６

月
こ
ろ
に
植
え
替
え
て
や
り
ま

し
ょ
う
。

（
花
が
ら
摘
み
）
花
が
終
わ
る

と
、
す
ぐ
下
の
枝
が
伸
び
て
き

て
次
々
と
蕾
を
つ
け
る
の
で
、

古
い
花
が
ら
は
取
り
除
い
て
や

り
ま
す
。

株
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
た
ら
、

枝
を
切
り
戻
し
て
や
る
こ
と
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

（
ふ
や
し
方
）
挿
し
木
で
簡
単

に
ふ
や
せ
ま
す
。
５
月
下
旬
か

ら
真
夏
を
除
い
て
９
月
上
旬
ま

で
の
間
に
、
枝
を
５
〜
10
㎝
ほ

ど
に
切
り
取
り
、
水
上
げ
を
し

た
後
、
清
潔
な
土
に
挿
す
こ
と

で
容
易
に
発
根
し
ま
す
。

５
〜
６
月
こ
ろ
、
コ
ッ
プ
の

水
に
挿
し
て
お
く
だ
け
で
も
発

根
す
る
ほ
ど
で
す
。

し
か
し
、
６
月
ま
で
に
鉢
植

え
に
で
き
る
よ
う
に
し
た
方
が

冬
越
し
が
容
易
で
す
。

ベ
ロ
ペ
ロ
ネ
は
、
熱
帯
や
亜

熱
帯
原
産
の
常
緑
性
低
木
で
す
。

四
季
咲
き
性
で
す
が
、
早
春
か

ら
春
に
鉢
物
と
し
て
園
芸
店
で

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

ベ
ロ
ペ
ロ
ネ
と
い
う
名
は
、

ギ
リ
シ
ャ
語
の
ベ
ロ
ス
（
矢
）

と
ペ
ロ
ネ
（
帯
）
に
由
来
し
、

矢
の
よ
う
な
形
を
し
た
花
（
苞
）

が
重
な
り
合
っ
て
帯
の
よ
う
に

見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が

つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
エ
ビ
の
尾

独
特
な
花
姿

ベ
ロ
ペ
ロ
ネ

待
ち
わ
び
て
い
た
春
が
や
っ
て
く
る
と
、
自
然
に
園
芸
店
に
も

足
を
運
ぶ
回
数
が
多
く
な
り
ま
す
。

お
店
で
は
、
毎
年
目
新
し
い
植
物
と
の
出
合
い
が
あ
り
、
育
て

て
み
た
く
な
る
も
の
で
す
。

今
月
は
、
変
わ
っ
た
花
形
で
丈
夫
な
、
ベ
ロ
ペ
ロ
ネ
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
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▲斑入り葉ベロペロネ

１
４
０
０
へ

■
あ
お
ぞ
ら
の
会
へ
ど
う
ぞ

が
ん
で
子
ど
も
を
亡
く
し
た
親
の

会
で
す
。

日
時
＝
５
月
19
日
a
正
午
か
ら
　
会

場
＝
信
濃
川
会
館
（
新
潟
市
川
岸
町

２
、
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
新
潟
病
院

向
か
い
）

参
加
料
＝
１
、５
０
０
円

□申
が
ん
の
子
供
を
守
る
会
・
原
さ
ん

1
32
・
０
９
１
２

■
看
護
の
日
記
念
事
業
（
無
料
）

日
時
＝
５
月
18
日
g
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
会
場
＝
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド

ー
丸
大
長
岡
店
７
階
　
内
容
＝
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
い
き
い
き
健
康
体
操
ほ

か
　
□問
新
潟
県
看
護
協
会
1
０
２
５

・
２
６
５
・
１
２
２
５

人口と世帯数 住民基本台帳登録数14.３.１（前月比）

191,779人 94,207人 97,572人 65,857世帯
（－112） （－31）（－60）（－52）

募
　
集�

市
で
は
、
市
民
に
開
か
れ
た

市
政
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
・

ご
要
望
を
把
握
す
る
た
め
、
広

く
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
。

[

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事]

①
市
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出

席
（
年
２
回
程
度
）
②
学
習
会
、

施
設
見
学
等
へ
の
出
席
（
年
５

回
程
度
）
③
市
の
提
示
し
た
テ

ー
マ
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト
の

提
出
（
年
３
回
程
度
）
④
市
政

だ
よ
り
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答
（
月
１
回
）

[
応
募
資
格]

平
成
14
年
４
月
現
在
で
、
市

内
に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上
の

人
で
、
市
政
に
対
し
て
熱
意
と

関
心
を
持
つ
人
（
公
務
員
、
長

岡
市
の
審
議
会
・
委
員
会
の
委

員
は
除
く
）。

[

募
集
人
数]

16
人

[

任
期]

平
成
14
年
５
月
〜
15
年
３
月

[

謝
礼]

年
額
６
、０
０
０
円

[

応
募
方
法]

封
書
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
職
業

（
職
種
）、
電
話
番
号
、
Ｅ
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち
の
人
の

み
）、
募
集
を
何
で
知
っ
た
か
、

志
望
動
機
（
４
０
０
字
程
度
）

を
明
記
し
て
、
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

[

応
募
期
限]

４
月
22
日
b
（
当
日
消
印
有
効
）

[

選
考
結
果]

年
齢
、
男
女
、
職
業
の
構
成

や
地
域
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

て
、
５
月
中
旬
ま
で
に
選
考
結

果
を
応
募
者
全
員
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
ま
た
、
市
政
だ
よ
り

６
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

[

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ]

■
新
潟
県
高
齢
者
大
学
学
生
募
集

入
学
案
内
は
介
護
保
険
課
（
市
役

所
２
階
）、
市
民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
（
市

役
所
１
階
）、
市
民
セ
ン
タ
ー
に
あ
り

ま
す
。

講
座
と
受
講
料
＝
教
養
講
座
、
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
…
各
５
、０
０
０

円
、
ワ
ー
プ
ロ
講
座
…
１
０
、０
０
０

円
　
期
間
＝
６
月
〜
10
月
　
会
場
＝

ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
、
パ
ス
ト
ラ
ル
長

岡
、
長
岡
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

対
象
＝
お
お
む
ね
60
歳
以
上
　
□申
４

月
22
日
b
ま
で
に
7
新
潟
県
長
寿
社

会
振
興
財
団
1
０
２
５
・
２
８
５
・

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

長
岡
駅�

東口�

ホテル�
ニュー�
オータニ�
長岡�

バス�
ターミ�
ナル�

福島江� J
A
J
A
中
越
会
館

中
越
会
館�

勤労�
青少年ホーム�

けさじろ荘�

長岡DNビル�

展示コーナー�

J
A
中
越
会
館�

▲展示コーナー位置図

市政モニターをしてよかった
ことは、モニター会議のほかに、
リサイクルプラザやエコトピア
寿などの施設見学、ながおかの
まち再発見ツアーへの参加など
さまざまな機会をもらえたこと
です。充実した時間を過ごせ、
見聞が広まりました。
また、以前よりも市役所が身
近に感じられるようになりまし
た。

市政モニターをして　
見聞が広まりました！

平成13年度
市政モニターの
金子桂子さん

▲

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

〜
平
成
14
年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
〜

ほ
う

ふ

つ
ぼ
み

す
が
、
寒
さ
に
は
意
外
に
強
く

最
低
は
２
〜
３
℃
ほ
ど
で
す
。

し
か
し
、
冬
期
に
開
花
を
見

る
に
は
、
15
℃
以
上
が
必
要
で

す
。
イ
エ
ロ
ー
ク
イ
ー
ン
は
耐

寒
性
が
や
や
弱
い
の
で
、
越
冬

に
は
10
℃
以
上
保
つ
場
所
が
必

要
で
す
。

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト

（
置
き
場
所
）
春
か
ら
秋
ま
で

は
、
戸
外
の
日
当
た
り
の
よ
い

〒
９
４
０
―

８
５
０
１
幸
町

２
の
１
の
１
市
民
の
声
情
報
室

1
39
・
２
２
４
６
、
FAX
39
・
２

２
７
２
、
Ｅ
メ
ー
ルkoejoho@

city.nagaoka.niigata.jp

へ
。

長
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp:

//w
w
w
.city.nagaoka.niiga

ta.jp

の
「
市
民
の
広
場
」
に
書

式
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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■
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

（
2
級
通
信
課
程
）
受
講
生
募
集

期
間
＝
５
月
11
日
g
〜
８
月
24
日
g

（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
土
曜
日
７
日
間
と

実
習
４
日
間
）

定
員
＝
40
人
　
受

講
料
＝
７
０
、０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
、
助
成
制
度
あ
り
）

□申
４

月
25
日
e
ま
で
に
所
定
の
用
紙
で
、

6
長
寿
社
会
文
化
協
会
Ｗ
Ａ
Ｃ
中
越

1
47
・
８
１
８
１
へ

■
断
酒
例
会
・
酒
害
相
談

お
酒
を
や
め
た
い
人
や
酒
害
で
困

っ
て
い
る
家
族
の
人
は
、
お
気
軽
に

ど
う
ぞ
。

日
時
＝
毎
月
第
１
日
曜
日
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
、
毎
月
第
２
・
３
・

４
木
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時

会
場

＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
水
道
町
３
）

□問
長
岡
断
酒
新
生
会
・
山
崎
さ
ん
1

27
・
６
５
３
８

■
長
岡
大
学
科
目
等
履
修
生

ガ
イ
ダ
ン
ス

長
岡
大
学
の
授
業
科
目
を
市
民
の

み
な
さ
ん
に
開
放
し
ま
す
。

日
時
＝
４
月
10
日
d
午
後
１
時
〜
１

時
50
分
　
会
場
＝
長
岡
大
学
　
内
容

＝
科
目
等
履
修
生
制
度
の
概
要
、
履

修
相
談
、
出
願
方
法
　
□問
長
岡
大
学

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
1
39
・
１
９
０

３■
社
会
人
向
け
講
座

内
容
と
期
日
＝
①
古
文
書
購
読
…
４

月
22
日
〜
９
月
９
日
の
毎
週
月
曜
日

②
文
書
情
報
処
理
…
４
月
24
日
〜
９

月
25
日
の
毎
週
水
曜
日
③
英
会
話（
基

礎
）
…
４
月
24
日
〜
来
年
２
月
26
日

の
毎
週
水
曜
日
　
時
間
＝
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
　
受
講
料
＝
①
３
、０
０

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

０
円
②
５
、０
０
０
円
③
７
、０
０
０
円

定
員
＝
①
15
人
②
30
人
③
20
人
　
□申

４
月
15
日
b
〜
18
日
e
の
午
前
９
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
に
所
定

の
受
講
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

所
定
の
健
康
診
断
書
と
授
業
料
を
添

え
て
、
長
岡
明
徳
高
等
学
校
事
務
室

1
33
・
５
８
２
１
へ
直
接
持
参
（
先

着
順
、
電
話
で
の
申
し
込
み
不
可
）

■
求
人
受
理
説
明
会

平
成
15
年
３
月
の
新
規
学
校
卒
業

予
定
者
対
象
の
求
人
確
保
の
た
め
、

事
業
主
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

期
日
・
会
場
＝
①
４
月
24
日
d
市
立

劇
場
②
４
月
25
日
e
新
産
管
理
セ
ン

タ
ー
③
４
月
26
日
f
栃
尾
市
文
化
セ

ン
タ
ー
　
時
間
＝
午
後
２
時
か
ら

□問
長
岡
公
共
職
業
安
定
所
1
32
・
１

１
８
１

■
高
齢
者
と
そ
の
家
族
の

よ
ろ
ず
相
談
（
無
料
）

1
0
2
5
・
2
8
5
・
4
1
6
5

日
時
＝
毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
土
・
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）

■
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ
ー

移
動
相
談
室
（
無
料
）

予
約
が
必
要
で
す
。

日
時
＝
４
月
17
日
d
午
後
１
時
〜
５

時
　
相
談
内
容
（
相
談
員
）
＝
法
律

（
弁
護
士
）、
年
金
（
社
会
保
険
労
務

士
）

会
場
・
申
し
込
み
＝
長
岡
郵

便
局
1
32
・
４
２
６
８

■
薬
物
依
存
症
者
を
抱
え
る

家
族
の
会
へ
ど
う
ぞ

月
例
会
＝
４
月
26
日
f
午
後
７
時
〜

９
時
　
会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
　
参

加
料
＝
無
料
　
□問
小
西
さ
ん
1
89
・

３
５
１
２
（
午
後
７
時
〜
９
時
）

長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
特に記載のないものは、電話、FAX、
Eメールで申し込んでください。先着
順で受け付けます。�

●
介
護
相
談
員
（
非
常
勤
嘱
託

員
）
募
集

市
内
の
介
護
保
険
施
設
等
を

訪
問
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
疑
問
や
不
満
な
ど
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

募
集
人
数
＝
２
人
程
度
　
応
募

資
格
＝
市
内
在
住
の
昭
和
22
年

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
自
動

車
運
転
免
許
（
普
通
）
を
有
し
、

自
家
用
車
で
の
活
動
が
可
能
な

人
。
ま
た
、
介
護
保
険
施
設
等

に
勤
務
せ
ず
、
常
勤
と
す
る
職

業
を
持
た
な
い
人
で
①
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
３
級
以
上
の
資
格
を

有
し
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し

て
２
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を

有
す
る
人
ま
た
は
②
福
祉
施
設

で
、
介
護
を
専
門
と
す
る
職
に

２
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有

す
る
人
　
雇
用
期
間
＝
平
成
14

年
５
月
〜
平
成
15
年
３
月
　
報

酬
＝
日
額
６
、０
０
０
円
　
勤
務

日
＝
月
４
回
程
度
（
お
お
む
ね

週
１
回
）

申
し
込
み
＝
４
月

15
日
b
ま
で
に
市
役
所
１
階
案

内
所
、
介
護
保
険
課
、
市
民
セ

ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
書
を
〒
９

４
０
―

８
５
０
１
幸
町
２
の
１

の
１
介
護
保
険
課
へ
郵
送
ま
た

は
持
参
　
選
考
＝
面
接
、
適
性

検
査
　
試
験
日
＝
４
月
25
日
e

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険
課
1

39
・
２
２
４
５

●
姉
妹
都
市
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス

派
遣
高
校
生
・
引
率
教
師

募
集

夏
休
み
に
、
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー

ス
市
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
異
文

化
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

４
月
初
旬
に
各
高
校
へ
募
集
要

項
を
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明

会
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
４
月
13
日
g
午
前
10
時

か
ら
　
会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー

２
０
３
会
議
室
　
内
容
＝
昨
年

の
参
加
者
の
体
験
談
、
質
疑
応

答
な
ど

※
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
も
参
加
料

の
ほ
か
に
、
食
費
な
ど
の
自
己

負
担
金
が
必
要
。
引
率
教
師
は

退
職
者
も
可
。

派
遣
の
申
し
込
み
＝
４
月
23
日

c
ま
で
に
7
長
岡
市
国
際
交
流

協
会
1
39
・
２
７
１
４
へ

●
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

姉
妹
都
市
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス

市
か
ら
訪
れ
る
み
な
さ
ん
の
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま

す
。

訪
れ
る
グ
ル
ー
プ
＝
①
テ
キ
サ

ス
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
学
の
学
生

９
人
②
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
の
中

学
生
・
高
校
生
・
教
師
15
人
③

フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
高
校
生
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
14

人
　
滞
在
期
間
＝
①
５
月
14
日

c
〜
30
日
e
②
③
６
月
10
日
b

〜
21
日
f

内
容
＝
集
合
場
所

等
へ
の
送
迎
、
朝
晩
や
週
末
を

一
緒
に
過
ご
し
て
お
互
い
の
交

流
を
深
め
る
な
ど
　
申
し
込
み

＝
7
長
岡
市
国
際
交
流
協
会
1

39
・
２
７
１
４
、
FAX
39
・
２
７

１
５

●
子
ど
も
１
日
図
書
館
員
募
集

図
書
館
の
仕
事
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

期
日
と
場
所
＝
５
月
３
日
-
・

４
日
-
・
５
日
a
…
中
央
図
書

館
、
４
月
27
日
g
…
各
地
域
図

書
館
（
互
尊
文
庫
、
西
、
南
、

北
）

時
間
＝
午
後
２
時
〜
４

時
　
対
象
＝
市
内
の
小
学
校
５

・
６
年
生
　
募
集
人
数
＝
各
回

５
人
程
度
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

内
容
＝
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
本
の

貸
出
・
返
却
、
書
架
の
整
理
、

本
の
装
備
な
ど
　
申
し
込
み
＝

各
図
書
館
に
あ
る
申
込
書
に
記

入
し
、
各
図
書
館
へ
持
参
　
問

い
合
わ
せ
＝
中
央
図
書
館
1
32

・
０
６
５
８

●
長
岡
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア

2
0
0
2

市
民
企
画
事
業
募
集

「
デ
ザ
イ
ン
は
楽
し
い
！
」

と
思
え
る
新
し
い
事
業
を
デ
ザ

イ
ン
フ
ェ
ア
で
し
て
み
ま
せ
ん

か
。採

用
事
業
に
は
、
補
助
金
の

交
付
と
活
動
支
援
を
行
い
ま
す
。

対
象
事
業
＝
①
デ
ザ
イ
ン
を
テ

ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
市

民
が
参
加
で
き
る
も
の
②
独
自

に
事
業
予
算
を
確
保
で
き
、
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
か
ら
実
施
ま
で

自
分
た
ち
で
行
え
る
も
の
③
お

お
む
ね
７
月
中
旬
〜
10
月
上
旬

に
実
施
を
予
定
し
て
い
る
も
の

申
し
込
み
＝
５
月
10
日
f
ま
で

問
い
合
わ
せ
＝
国
際
文
化
課
内

デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

事
務
局
1
39
・
２
２
５
１

昨
年
度
行
っ
た
長
岡
デ
ザ
イ

ン
フ
ェ
ア
２
０
０
１
の
報
告
書

が
完
成
し
ま
し
た
。
ご
希
望
の

人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
各
図
書
館
、
市
民
情

報
ラ
ウ
ン
ジ
（
市
役
所
１
階
）

等
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

介
護
保
険
課
1
39
・
2
2
4
5

●
足
腰
お
達
者
ク
ラ
ブ

開
放
日
を
変
更
し
ま
す

体
力
の
低
下
が
気
に
な
る
人
、

脳
卒
中
後
遺
症
な
ど
で
自
主
的

に
訓
練
し
た
い
人
な
ど
に
機
能

訓
練
室
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

看
護
師
等
に
よ
る
健
康
チ
ェ

ッ
ク
や
簡
単
な
体
操
の
紹
介
も

し
ま
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
毎
週
月
・
水
・
土
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時
30
分
　
会
場

＝
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や
う
ち

（
曲
新
町
５
６
６
の
７
）

健
康
課
1
32
・
5
0
0
0

●１
市
民
献
血
（
全
血
献
血
）

会
場
と
時
間
が
変
更
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

●２
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

か
ら
だ
や
心
の
心
配
ご
と
、

栄
養
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
う

え
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
時
間

＝
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

●３
パ
パ
マ
マ
サ
ー
ク
ル

妊
婦
同
士
の
交
流
や
情
報
交

換
の
場
と
し
て
、
お
気
軽
に
ど

う
ぞ
。

対
象
＝
初
回
妊
婦
と
配
偶
者

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
時
間

＝
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
、
筆

記
用
具
、
１
回
目
は
動
き
や
す

い
服
装
で
　
申
し
込
み
＝
５
月

７
日
c
ま
で

●４
風
し
ん
の
予
防
接
種

予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、

風
し
ん
の
予
防
接
種
の
対
象
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

拡
大
さ
れ
た
対
象
者
に
対
し

て
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
実

施
し
ま
す
。

予
防
接
種
を
希
望
す
る
人
に

は
必
要
書
類
を
送
り
ま
す
の
で
、

健
康
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
昭
和
54
年
４
月
２
日
〜

昭
和
62
年
10
月
１
日
に
生
ま
れ

た
人
で
、
過
去
に
風
し
ん
ま
た

は
Ｍ
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
お
た
ふ

く
か
ぜ
・
風
し
ん
混
合
）
の
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
こ
と

が
な
い
人
　
期
間
＝
４
月
１
日

〜
来
年
９
月
30
日
　
場
所
＝
市

内
契
約
医
療
機
関
（
市
政
だ
よ

り
４
月
号
と
同
時
配
布
の
「
長

岡
市
子
ど
も
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

●５
4
か
月
児
・
10
か
月
児

健
康
診
査
（
無
料
）

５
月
の
対
象
＝
４
か
月
児
…
平

成
14
年
１
月
生
ま
れ
、
10
か
月

児
…
平
成
13
年
７
月
生
ま
れ

日
時
＝
母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
参
照
し
て
市
内
の
小
児
科

・
病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い

持
ち
物
＝
受
診
票
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4月の急患診療体制
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご

利用ください。
（1）休日急患診療所
（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは
休日急患診療所へ。
（2）夜間等の当番病院
¡平日

※６日gは立川綜合病院に変更になります。
™休日

午前 9 時～11時30分�
午後 1 時～ 5 時30分�
午前 9 時～11時30分�
午後 1 時～ 3 時30分�

診 療 科 目 � 受　付　時　間�
休日急患診療所�
1 3 5・8 2 5 5

内　科（小児科）�
外　科�

歯　科�休日急患歯科診療所�
1 3 3・9 6 4 4

長岡中央綜合病院�
立 川 綜 合 病 院�
長岡赤十字病院�

月曜日・木曜日�
火曜日・金曜日�
水曜日・土曜日�

（1 35・3700）�
（1 33・3111）�
（1 28・3600）�

長岡赤十字病院�
長岡中央綜合病院�
立 川 綜 合 病 院�

  7日a・28日a�
14日a・29日-
21日a　  　　�

（1 28・3600）�
（1 35・3700）�
（1 33・3111）�

健  

康�

募
　
集�

（　　　　　）�

プログラム名� 期　間� 定　員� 参加料�
（生徒のみ）�

インターナショ
ナルリーダーシ
ップアカデミー�

高 校 生 
20人�
引率教師�
3人�

10万円�
（予定）�

7/13g～29b

原信サマー�
スカラシップ�

高 校 生�
8人��

引率教師�
2人�

無料�
受入雑費�
3万円�

7/13g～22b
7/28a～8/5b、�
フォートワース生徒�
の受け入れあり�

（　　　　）�

BSNラジオ「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時35分から２分間

エヌ・シィ・ティ「長岡市のお知らせ」
（長岡ケーブルテレビ）
毎週月曜日の午後６時から４分間

FMながおか「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時45分～52分、午後５時15分～22分

長岡市ホームページアドレス
http://www.city.nagaoka.niigata.jp

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

長岡市ホームページがさらに便利に！
よく使われる３００の申請・届出書を「長岡市様
式集」に掲載しました。市役所に出向かなくても
必要な書類をダウンロードできます。ぜひ、ご利
用ください。
なお、インターネットでの申請・届出は受け付

けていません。詳しくは、様式集の注意事項をご
覧ください。

▲図書館の仕事を体験（昨
年の子ども１日図書館員で）


